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町一 1.大学教育ネットワーク

1 .はじめに

「大学教育ネットワーク (http://www.h抱hedu勾oto-u.叫必/edunet/)Jは、全国の大学教員を対象

として、その相互明彦の場をオンライン上に展開することを目指して構築された(図1)， 2003年

度より提供していた「大学授業ネットワーク」を拡大、発展させ、 2006年度より「大学授業データ

ベース(旧、大学授業ネットワーク)J r大学教育研究フォーラム・アーカイプ&レビューJrWeb 

公開授業」の3つのプロジェクトで構成してきたが、 2009年 11月に大学教員のための教育研修シ

ステム rMOSTJが加わり、現在は4つのプロジェクトで構成されている。

特別教育研究プロジェクトでは、 Web公開授業の実践を出発点として、大学教員教育研修のため

の新しいオンライン研修プラットフォームの開発、およびそれを利用した研修プログラムの開発を

目指している。本節では、 Web公開授業および新たに開発したMOSTの取り組みを中心に報告をお

こなう。なお、本センター主催の大学教育研究フォーラムにおける個人布間発表の要旨をPDFファ

イルで公開する「大学教育研究フォーラム・アーカイブ」は、 2008年度分38件を掲載した。「大学

授業データベース」および「大学教育研究フォーラム・レビューjは、今年度コンテンツの追加は

なかった。
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図1 大学教育ネットワーク (http://，剛w.highedu.kyoto寸J.ac. jp/edunet!) 

2. MOSTについて

相互研修型FDの活動やその組織化をオンライン上で支援、促進するための場として、 MOST

(Mutual Online System for Teac仙沼&Lean廿ng:モスト)を構築し、 2四09年11月4日にウェブサイ
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トを公開した (https:!!o池田苛l.org) (図2)0 MOSTにアカワント登録すると、米国カーネギー教

育振興財団知識メディア研究所が開発した KEEPToolkitの日本語版が自由に利用できる。また、

MOSTのプラットフォームとして、 JaSakai Communityが提供する日本版S出ai2.5をカスタマイズし

利用した。
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図2.MOSTトップページ(陥旬S://online-tJ.org) 

2-1. MOSTの概要

MOSTの利用対象者は、大学教員、将来大学教員を目指す大学院生、 FDに関わる職員、その他、

本センターが利用を認めた者である。 MOSTは招待制のサイトで、ユーザー登録をするには、既存

のMOST利用者から招待通知を受けることが必要となる。招待制としたのは、実際に大学教育やFD

に携わる者を中心として構成するコミュニティ活動の場としたかったこと、大学教育研究フォーラ

ムをはじめとする本センターが関わる相互朝彦の場や、それらに参加する人々を介してコミュニテ

ィが拡大することをねらってのことである。

MOSTでは、阻EPToolkitの「スナップショット」と呼ばれるツールを利用して、大学教員の授

業実践や教育上の課題およびその改善プロセスを、簡潔で構造化されたウェプ・ベージとして顕在

化できる(図3)。個人の授業改善や教育改善プロジェクトなどについて「テンプレート」と呼ば

れる雛形が複数用意されており、初めてスナップショットを作成する利用者でも効率的にコンテン

ツの作成が可能となっている。さらに、 KEEPToolkitのギャラリー・ツールやMOSTのグループ作

業支援ツールなどを使って、同僚や教員コミュニティの聞で作成したスナップショットを共有し、

吟味・批評し合うことなどを通じて、車断売的な教育改善活動に結びつけることができる。 2010年2

月4日現在、 MOSTのユーザー数回、スナップショット数277であり、次年度以降、利用者増加の

ための普及活動を推進する。 2009年度は、 3月17日に関西地区FD連絡協議会会員校の教職員を対

象とした fMOST講習会」を、 3月18日、 19日に大学教育研究フォーラムにおいてMOSTのデモ

を開催する(本稿作成時点で宋実施)。
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OSCE-Rの爾抽当紙数民間に
は その有効位についての疑念

も存在しでいた.しかし 学生の臨床波艇や態度の変4ヒ入

学生の問題点の早期把量"どにより その有効位を理解し

始めた また OSCE-Rの実施で，生が終週しτ習得し
τいFよい銭術"どもわかり 税目間連織の不足袋織内容
倹肘不足が原因であることを敏s・a・園が自貧することに
怠った.これらの問題に対しで教員連から後々忽建般的

芯憲見がででくるように怠った.

本学科では新しい低みとしで2008年3月より 関連病院に
「臨床教員，，.を配置しでいる 臨床教員は学隼教育

の窃を病院とし、 フルタイムで臨床実習鍋導を行う教買で

ある.瞳床教員の配置により、大学教員と瞳床教員がお互

いに情級交複する憾会が僧え、四割.. ，に学内の教育内容
総育方ミ告の改.につ芯がっている.

現在 'OSCE-RCafeJと祢ずる教員聞の自主的でイン
フヨ守 マルな検討会も実施されでいる.OSCE-RCaf，色は
問題解決の場というだ付で怠〈、新しい問題提起の窃とも

怠っている.OSCE-RCaf岳を適しで、現在もOSCE-Rは己女

学生の学習におけるイン . であり、 協舗での敏員遣の'"実践を活性化さぜている

パクト ' と冨える.
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(a) KEEP T oolkit編集画面 (b)スナップショットの作成事例

図3.MOSTの画面例

2-2. MOSTの諸機能

MOSTの構築にあたっては、 KEEPToolkit 2.5の日本語化および日本版Sakai2.5.4のカスタマイズ

をおこなった。両者は共にオ一フプ。ン.ソ一スとして無償配布されており札、それぞぞ、れ Sおou町1江町rcωeFoぽr宮g

(仏ht抗tp:ゴ//s叩ou町lfC閃efor昭ge.n即l肥etν/proj，長ectsν/k恥t旬ee叩ptωO∞olki抗t/ρ)、J a Sakai Community (仏ht抗tp://c∞on盟血fluenceι吋.ja一~sakai.org/) 

から入手可能である。

KEEP Toolkitについては、日本語への翻訳に加え、国際化対応のため、英日の言語設定の切替機

能を追加した。また、セキュリティ対応のため、カーネギー財団の開発担当者と協議の上、データ

ベースをPEAR::MDB2に置き換えた。

Sakaiについては、 KEEPToolkitとのアカウント同期処理およびソーシャル・ネットワーキング機

能の追加をおこなったo 前者は、 SOAPを採用し、 MOSTの登録メールアドレスと KEEPToolkitの

アカウント名(メールアドレス)を連動させることにより実現した。後者では、 Sakaiにはない、利

用者招待機能、 MOST上で同僚関係を構築するための「コリーグ」機能、個人プロフィール画面の

訪問者(1ビジターJ)の一覧表示機能などを追加した。また、 SakaiのBloggerツールおよびForum

ツールをカスタマイズし、それぞれ「ノートJIフォーラム」ツールとしてMOST内に設置した。

MOST内では「マイワークスペース」と呼ばれる個人利用者の活動の場と、利用者が自由に作成

できる「コミュニティ」の場がある。マイワークスペースでは、 KEEPToolkitを利用してスナップ

ショットを作成したり、「ノート」ツールを使って教育改善やFDに関する記事を作成し、同僚やコ

ミュニティへ公開してコメントのやり取りをおこなうことなどができる。コミュニティはMOSTの

登録者が自由に作成することができ、教育上の課題を設定するなどして、 MOSTの登録者が自由に

参加可能なオープンなコミュニティや、参加者を制限したクローズドなコミュニティの作成が可能

である。また、コミュニティ内では、コミュニティ参加者間で議論ができる「フォーラム」や電子

ファイルなどの情報共有ができる「リソース」などが利用できる。詳細は、 MOST上の日本語ヘノレ

プ、 FAQ、クイックスタートガイド、チュートリアルビ、デオを参照されたい。

上記のシステム構築と合わせて、これまで、別システムとして運用してきたWeb公開授業のシステ

ムを、 MOSTのツールとして開発をおこない、今年度内にMOSTのコミュニティ内に設置する予定
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である。このWeb公開授業のMOSTツール化と併せて、既存のWeb公開授業実践の知見を活かし、

ノウハウや運用手順を公開する。また、 MOSTを活用するために、 Web公開授業向けのスナップシ

ョット・テンプレートを併せて提案する予定である。

2-3.スナップショットの作成支援

MOST内のKEEPToolkitを活用した教育改善の取り組みの先行事例として、以下の4件のスナッ

プショットの作成を支援した。(心は、藍野大学における学科単位でのカリキュラム改善の取り組み

事例である。なお、藍野大学は関西地区FD連絡協議会のパイロット校に登録されている。(防およ

び(c)は、個人の授業改善の取り組み事例として、対面型の授業にグループ議論を導入した授業に関

するスナップショットである。この取り組みは、学部に所属する教員が、教育開発センターに所属

する教員との協働で授業改善に継続的に取り組んだ事例として非常ユニークなものであり、授業実

践者、授業研究者両者の視点からのスナップショットが作成された。 (d)は、 Web公開授業の授業提

供者によるスナップショットであり、今後Web公開授業ツールを利用して授業栂拾の実施を希望

する大学教員のための参照対象となる。このスナップショットは、検討会参加者に向けて授業に関

する事前情報を与える目的に加え、授業提供者自らも授業改善ヰ授業公開による振り返りをおこな

う構成となっている。

(心「理学療法教育におけるOSCEリフレクション法導入のインパクト.学生の主体的学びと自生的

FDへの展開J (平山朋子先生、藍野大学)

(防「アクティプラーニングを導入した授業改善:W森林水文学JlJ (橋本哲先生、島根大学)
(c) r学部とセンターの協働による授業研究とミクロ FD:アクティブラーニングを導入した授業改

善『森林水文学JlJ (森朋子先生、島根大学)

(ゆ「初年次の基礎物理における演示実験の導入J(倉茂好匡先生、滋賀県立大学)

これらのスナップショットを本節資料として掲載する。なお、 (d)は2.5節で取り上げたため割愛し

た。また、特徴あるFD実践の事例紹介としてMOSTトップページで一部を紹介しており、次年度

以降、スナップショットの事例を増やし、 MOST上で随時紹介する予定である。

2-4.成果報告について

MOST構築に関する成果報告を、米国インディアナ大学ブルーミントン校において開催された

ISSOTL2009にておこなった。以下のポスター発表の原稿をIV-lに掲載しているので、そちらを参

照されたい。

10月23日 ポスター・セッション

古田Localization of KEEP Toolkit and Its Application to Higher Education in ]apan 

酒井博之(京都大学)
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3. Web公開授業について

Web公開授業は、大学教員が自身の授業映像をオンライン上で公開し、電子掲示板上で授業検討

会をおこなうためのシステムで、 2006年度より本システムを使って実践を重ねてきた。 Web公開授

業の実践は、本センターと島根大学教育開発センターとの大学関連携事業として始まり、その後、

山形大学高等教育研究企画センター、大分大学高等教育開発センターを加えた4大学での連携に広

がった。さらに、 2008年度には、関西地区FD連絡協議会研究WG内に設置されたWeb公開授業研

究SGの参加者を加え、現在は約50名の参加者数となっている。

2009年度は、流通科学大学南木睦彦先生による「資源論J (6月22日一7月6日公開)、滋賀

県立大学倉茂好匡先生による「物理学IJ (12月14日一28日公開)の2授業を提供頂き、オンライ

ン上で公開授業・検討会を実施した。

前者は主として1-2回生が受講する教養科目で、大衆化の進んだ私立大学における大規模授業

(200名登録、出席者 120名程度)の事例として提供された。授業提供者である南木先生より、検

討会開始時に議論したい点として、「大衆化した大学での低年次・大規模(中規掛授業において、

授業を活性化させ、できれば学生の心に火をつけるような、そのような取組みのヒントや助言Jr改

善すべき点の御指摘」が挙げられた。後者は、「演示実験(デモンストレーション)を用いていかに

学生の興味を引きつけられるか」をテーマとして、初年次の基礎物理の授業に演示実験を導入した

授業であった。受講生の多くは環境学部の l年生であった。授業提供者の倉茂先生からは、「演示実

験を取り入れたことで、はたして授業への集中度を高めていったのかoJr現象を醐平させるために、
講義に演示実験を取り入れる効果」が論点として提示された。

これらの授業についてのWeb公開授業システムへのアクセス状況、投耀守状況を表1に示す。 2008

年度に実施した「森林水文学」の公開授業と比較すると、投稿数が 27件から、「資源論」では 12

件、「物理学IJでは9件と減少した。

表1.Web公開授業のアクセス、投稿状況

森林水文学 資源論 物理学I

(2008.10) 

参加者数 50 
アクセス数(アクセス者載。 74(笥)
投稿者数 11 

投稿数 27(肪

※投稿設の( )内は，授業提供者による内数

(2∞9.6) 
51 

63 (18) 

5 
12 (5) 

(2∞9.12) 
54 

60 (18) 
4 

9 (4) 

関西地区FD連絡協議会のWeb公開授業研究サブ・グループ (SG)の参加者は、 Web公開授業の

実践への参加に加え、実践後の振り返りや取り組みの改善を目的とした会合を開催している。 2009

年度第1回目の会合は、 9月4日(金)に京都大学において開催された。この会合において、授業

者からは「公開期間終了後にまとめとして授業者がコメントをできるような機会があればよかった」、

参加者からは r(形式的な側面でなく)授業の内容に関しての議論・投稿の是非Jr (参加者を単純に
拡大するのではなく)特定コミュニティを対象としたWeb公開授業の導入の可能性」などについて
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意見が出された。詳細は2.5節の議事録を参照されたい。

上述の授業者からの提案を受け、「物理学IJの公開時には、授業者の倉茂先生にKEEPToolkitで

のスナップショット作成を依頼し、検討会参加者への当該授業に関する問題意識や演示実験の導入

などの事前情報の提供をおこなうと同時に、検討会後に授業者による振り返りの記事を作成して頂

いた。本スナップショットは、Web公開授業実践におけるMOST利用の事例として公開されている。

なお、 2節で述べたように、 MOST用のWeb公開授業ツール開発に伴い、現行のWeb公開授業

システムは次年度に閉鎖することが決定している。

4.今後の展開について

次年度以降は、 MOST内のKEEPToolkitを活用し、日本の大学における教育改善やFDに関する

事例を収集し、スナップショットの蓄積をおこなう。また、対面の改善活動に組み合わせた形態で

のMOSTやKEEPToolkitの活用についても模索する。スナップショットがある程度蓄積されてきた

後、 MOSTユーザー以外の一般の大学教員が利用可能なオンライン・ギャラリーの作成を試みる予

定である。スナップショットの事例は、大学教育研究フォーラムにおける個人研究発表や、関西地

区FD連絡協議会会員校における特徴的な取り組みから着手する予定である。

(酒井博之)
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町一2.大学教育研究フォーラム

1 .概要

大学教育研究フォーラムは、京都大学高等教育研究開発推進センターが主催し、 1994年度よ

り年 1 回開催してきたものである。今年で 16 回目を迎える。毎年 400~500 名の大学教職員関

係者が参加する、全国的にも広く認知された大学教育改善に関する研究・実践交流の場である。

同フォーラムは、 FD(ファカルティ・ディベロップメント)や教授法、教育評価、遠隔教育

といった諸領域における、学内・学外の大学教育関連の最先端の実践知をあまねく集積する場

として開催するものである。最近の趨勢をふまえた最先端の知見は、学内外の教育改善推進に

大きく貢献すると考えられている。

特別教育研究「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成j を受けて、大学教育研究フォー

ラムは圏内連携事業のーっとして運営されている。

2. プログラムの特徴

大学教育研究フォーラムは、①シンポジワム、②特別講演、③小講演、④ラワンドテーブル、

⑤個人研究発表から構成される。

①シンポジウムは、大学教育実践に関わる時宜にかなったテーマを取り上げ、パネリストと

フロア参加者を含めた討論をおこなう。

②特別講演は、大学教育に関わるリーダー的役割を担った識者に登壇していただき、我が国

の高等教育の方向性やヴィジョンを提示していただく。

③小講演は、各論的に、具体的なトヒ。ックを8つ取り上げ、最先端の知見を提供する。

④ラワンドテーブルは、ある特定のテーマでの研究・実践交流を促す目的で、一般参加者か

ら募集する。本年度のフォーラムでは8件の応募があった。

⑤個人研究発表では、 rFD・授業公開Jr教育評価JrカリキュラムJr授業研究Jr教育評価」

reーLearning・遠隔教育Jr大学生・大学生活」の研究部会を用意し、大学教育実践研究の交流

の場としている。本年度のフォーラムでは、 67件の応募があった。申し込みが昨年度の1.5倍

に増えている点が特徴である。

3. 関西地区FD連結協構会との同時実施

2009年度の大学教育研究フォーラム (2010年3月 18日・ 19日開催)は、特別教育研究「大

学教員教育研修のためのモデル拠点形成」の圏内連携事業のーっとして、昨年度までの形態を

踏襲して 2日間プログラムで実施する。

しかし、特別教育研究のプロジェクトには地域連携としての関西地区 FD連絡協議会の活動
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があり、その連携をはかることが大学教育研究フォーラムの工夫・発展として考えられている。

前日の 3月 17日に開催される fMOST講習会J(下記案内)、『初任者研修WSJはこのねらい

にもとづくプログラムであり、フォーラムは実質上3日間プログラムとして実施されている。

MOST講習会

日 時:2010年3月 17日(水)14:30-17:00 (終了後、情報交換会)

場所:京都大学吉田南総合館北棟共北 24CALL教室

主催:京都大学高等教育研究開発推進センター

共催:関西地区FD連絡協議会広報WG

概要

来る 4月24日開催の関西地区 FD連絡協議会第3回総会では、会員校の FD活動に関わる報告

を、ポスター発表、パネノレディスカッションの形式で試行的に実施することが計画されていま

す。会員校の FD活動をオンラインよで共有・蓄積するために、ポスター発表の原稿は“MOST"

と呼ばれるオンライン・システム (https:!!onlineーtl.org!参照)で作成するとたいへん便利です。

本講習会は、闘西 FD会員校の教職員を対象に、総会での発表原稿を実際に MOSTを利用して

作成するものです。本協議会会員校に所属する教職員の方はどなたでも参加できます(ただし

1法人につき 2名まで)。ふるってご参加下さいますようお願いします。

参加条件:関西地区 FD連絡協議会会員校に所属する教職員。 4月 24日開催の本協議会総会に

おいて、ポスター発表を希望する会員校を優先します。定員は 30名。

プログラム

14:00 受付開始

14:30 趣旨説明、 MOST• KEEP Toolkitの概要説明

14:50 スナップショットの作成事例紹介(藍野大学平山朋子先生)

15:05 操作説明

15:30 参加者によるスナyプショット作成

17:00 終了

17:30 情報交換会

4. MOSTのデモ

本年度の新しい取り組みとして、大学教育研究フォーラムの開催期間中に MOSTのデモをおこなう

ことがあげられる。
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MOST (Mutual Online System for Teaching & Le町ning・モスト)は、大学教員のためのオンライン上

の教育研修の場として、京都大学高等教育研究開発推進センターが構築したシステムである。カーネ

ギー教育振興財団知識メディア研究所が開発したKEEPToolkitを登録ユーザーが自由に利用できる

もので、 KEEPToolkitで作成した授業改善や教育改善に関する「スナップショット」を、 MOST内のコミ

ュニティで共有したり、成果を公開することができ、継続的な改善活動に結びつけることができる(資料

プログラム参照)。

5.会場の増股

個人研究発表が昨年度の 38件から 67件へと増加したので、本年度より個人研究発表用の会

場を吉田南l号館だけでなく、吉田南総合館にも設営することにした。特別講演・シンポジウ

ムは、昨年までと同様、百周年時計台記念館でおこなわれる。

6.付録資料

口 『第 16 回大学教育研究フォーラムプログラム~ (web上でも公開、下記参照)

(http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/foru皿/2009/program_2009.pdt')

(溝上慎一)
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2010.3/18 THU・19FRI 
εD京都大学 吉田キャンパス
・個人研究発表・小講演・ラウンドテーブル企画:1号館・総合館(吉田南構内)

・特別講潰・シンポジウム:百周年時計台記念館・ 1F百周年記怠ホール(本部構内)

・情報変換会:百周年時計台記念館・ 2F国際交流ホール(吉田甫構内)

京都大学高等教育研究開発推進センター
(本研究フォーラムは特別教育研究「大学教員教育研修のための相E研修型FD拠点形成」の一環です)

関西地区FD連絡協議会

※本プログラムは下記Web上で、PDF版を公開しています。
http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/ 
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第 16回大学教育研究フォーラム

.日程 2010年3月 18日(木)-19日(金)

.会場:京都大学吉田キャンパス

受

【個人研究発表・小骨潰・ラウンドテーブル企画11号館/総合館(吉田南構内)
【特別措潰・シンポジウム】 百周年時計台記念館・ lF百周年記念ホール(本部構内)

【情諏交換会】 百周年時計台記念館・ 2F国際交流ホール(吉田南構内)

付 B :日日-11:日0 ・・H ・H ・...・H ・-…・H ・H ・....・H ・.....・H ・.[1号館・共1白1
12: 30-13 :日目 …[百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホールI

個人研究発表(1) 自:00-10 : 45 …・H ・H ・.....・H ・-…....・H ・...・H ・...[1号館/総合館】

9・00-9・20個人発表①

9 : 20-9 : 40個人発表②

9 : 40-10: 00個人発表③

10 :ω-10: 20個人発表④

10: 20-10 : 45 全体討論

* 1人あたりの時間20分
(発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)

小 講 演(1) 11:日日-12:日日....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・..…・H ・H ・...[1号館】

特別講演/シンポジワム 13 :∞-17 :日日…[百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール]
開会の挨拶 13: 00-13: 10 松本紘(京都大学総長)

特別講演 13:10-14: 10 

「大学教育の実践知を共有する コミュニティ・ネットワーク・コモンズ」

松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

シンポジウム 14: 25-17 : 00 

「教える集団をどう組織するか」

報告者l 柳津康信(愛媛大学長)

報告者2 南木睦彦(流通科学大学商学部教授・教育高度化推進センター長)

報告者3 根津知佳子(三重大学教育学部教授)

報告者4 義本博司(文部科学省高等教育局高等教育企画課長)

司 会田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授/センター長)

溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

情報交換会 17 : 30-19 : 30 ...... [百周年時計台配念館・ 2F国際交流ホールI
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受 付 B : 30-13 : 30 ..・H ・...・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..[1号館・共1061

個人研究発表 (2) 9:日日-10:45 ・H ・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・..[1号館/総合館】

9 : 00-9 : 20個人発表①

9 : 20-9 : 40個人発表②

9 : 40-10: 00個人発表③

10・00-10・20個人発表④

10・20-10・45 全体討論

* 1人あたりの時間20分
(発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)

小首演 (2) 11:日日-12:日o........・H ・...・H ・-…....・H ・........・H ・...・H ・...[1号館】

ラワンドテーブル企画 13: 30-16 : 00 ・…....・H ・-…....・H ・...・H ・-…[1号館/総合館】

MOSTデモ
h均s://onl泊e-tl.org

J¥;¥⑥5T 
大学教育研究フォーラムの開催期間中、 MOST(Mutual Online System for T，田ching& Lear叫ng:
モスト)のデモをおこないます。デモ会場にて実際にMOSTを試用するととができますので、ご興
味の晶る方は是非お越し下さい。 MOSTは招待制のサイトですが、期間中、登録希望者にアカウン
トを発行します。参加条件は、大学教員、将来大学教員を目指す大学院生です。

.日時 :2010年3月18日(木)9 : 00-12 : 30、 3月19日(金)9 : 00ー13:30 

.場所:1号館・共206

+MOSTについて
MOSTは、大学教員のためのオンライン上の教育研修の場として京都大学高等教育研究開発推
進センターが構築したシステムです。カーネギー教育振興財団知識メディア研究所が開発した

阻 EPToo'幽を登録ユーザーが自由に利用できます。 KEEPToo'幽で作成した授業改善や教育改

善に関する「スナップショット」を、 MOST内のコミュニティで共有したり、成果を公開するこ
とができ、継続的な改善活動に結びつけるzとができます。
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第1日 (3月18日)

個人研究発表(1) 9 :00-10:45 

3 

座長:商学...・M ・-……… I会場:総合館・共北担I

教育研究を担う任期制教員の現状と課題

佐藤龍子(静岡大学大学教育センター)

島根大学における数学補完授業の改善と効果検証

雨森聡・森朋子(島根大学教育開発センター)

古用哲夫・服部泰直(島根大学総合理工学部)

初年次教育を学士課程教育に位置づける物理分野力リキュラム・デザイン実験

評価と FDの連動を視野に入れて

森朋子・雨森聡・山田剛史(島根大学教育開発センター)

庚光一郎・山田容士(島根大学総合理工学部)

授業の評価から学びの評価へー授業評価項目の改町の過程一

南学・中西良文(三重大学教育学部・高等教育創造開発センター)

8-1 カリキュラム研究揚会 座長:大塚雄作 ……....・H ・..[会場:1号館・共釦71

学士力に対応した全学的初年次教育の展開③

一授業導入による大学生の適応、社会的スキルの変化の検討ー

長潰文与・中島 誠・中山留美子(三重大学高等教育剣道開発センター)

中西良文(三重大学高等教育創造開発センター・教育学部)

学士力に対応した全学的初年次教育の展開④

一修学達成度評価における受講生・非受講生の比較ー

中島誠・長潰文与・中山留美子(三重大学高等教育創造開発センター)

中西良文・商学(三重大学高等教育創造開発センター・教育学部)

学士力に対応した全学的初年次教育の展開⑤

一修学達成度評価における導入前年度と初年度の比較ー

中山留美子・中島 誠・長潰文与(三重大学高等教育創造開発センター)

中西良文・南学(三重大学高等教育創造開発センター・教育学部)

文章表現科目の改革の結果に闘する考察

一医学部初年次教育科目の改善を目指してー

三原祥子(東京女子医科大学医学部)・松本茂(立教大学経営学部)
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3月l(;]日(木!II

座長:酉山宣昭一...........…・陰場:1号館・共lDll

地域との協働による水圃環境コミュニケーション学実習

池田玲子(東京海洋大学海洋科学部)

心理学教育におけるミ=マム・エッセンスとは何か

小杉考司・沖林洋平・恒育徹三・福田庚(山口大学教育学部)

学生による授業評価におl才る満足度決定要因ー授業改善を効率的に図るFD組織化に向けてー

杉田由仁・育回文子・松下由美子(山梨県立大学看護学部)

科学リテラシー教育の授業設計化学、細胞分子生物学を対象として

西山宣昭(金沢大学大学教育開発・支援センター)

C-2 授蝿研究部会 座長:漕田忠幸 ………… I会場:1号館・期121

私立大学におけるゼミナール活動に参加する学生の学ぴのプロセスの質的研究

ーゼミナール教育・研究における今後の課題と展望ー

山田嘉徳(関西大学大学院心理学研究科)

地方国立大学における絶滅危慣研究種を巡る教養教育・専門教育の取組

小助川貞次(富山大学人文学部)

「大学1iJ;SでI<l:Jの英語授業・英語学習とは?
金岡正夫(鹿児島大学教育センター)

要媛県立医療技術大学における.初年次教育開の取り組み一目標と課題一

津田忠幸・鳥居順子・草薙康城・鈴木淵t・加藤徳雄・木下誠一後媛県立医療技制限埠保健科学部)

座長:鈴木宏昭 …..........… I会場:1号館・期131

日本人の心と姿一真善美の融合教育の試みー

小島茂(静岡県立大学経営情報学部)

情報発信系演習における文脈的活動とキャリア教育としての意昧付l才

短期大学における卒業研究セミナーの事例分析を通じて

長田尚子・村田信行(清泉女学院短期大学国際コミュニケーション科)

リメディアル教育プログラム「物理駆け込み寺」

山田吉英・俵口忠功・前直弘(立命館大学理工学部)

レポートライテインクの問題設定において相Eレビューは有効か

鈴木宏昭(青山学院大学教育人間科学部)

鈴木聡(青山学院大学ヒューマンイノベーションリサーチセンター)

4 
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5 

座長木野茂...・M ・........[会場:総合館・共北281

ビデオ版ティーチングテッブス集の開発

辻高明(京都大学大学院情報学研究科)

学士課程教育の再構築に向けたFD活動の実質化一組織的FD活動と教育の質保証一

小川 勤・岩部浩三・育田香奈(山口大学大学教育センター)

学生による授業評価は廃止すべき一学生重量加型授業夢観プロジェクトのすすめー

育田雅章(和歌山大学経済学部)

「学生FDサミット」 学生とともに進めるFD

木野茂(立命館大学共通教育推進機構)

D-2. FD・痩鍵公開研究郵会 座長:宵野透………… I会場:総合館・共北部1

体系的なFDプログラム開発の多様性とその冨定問題(1)ードイツにおけるFDプログラム事例ー

Ulr:ike Nennstiel (北星学園大学社会福祉学部・大学院社会福祉研究科)

津田純子(新潟大学大学教育機能開発センター)

体系的拡FDプログラム開発の多様性とその認定問題 (2)

津田純子(新潟大学大学教育機能開発センター)

Ulr:ike Nennstiel (北星学園大学社会福祉学部・大学院社会福祉研究科)

学生主体型授業の開発を適したFD

杉原真晃(山形大学基盤教育院)

大学院の教育力向上を主とした教職員職能開発 (FD.SD)について

青野透(金沢大学大学教育開発・支援センター)

浅野哲夫(北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科)

林透(北陸先端科学技術大学院大学企画課)・日水栄(金沢大学学生部)

E -1 . e-Leamlng・遺岡教育研究濁会 座長:中島平………… I会場:1号館・期111

大学問・ライブ型・遠隔講義におlオる学習環境の構築

吉村匠平(大分県立看護科学大学)

FD活動への利用と学習活動の分析を目的としたEラーニングシステムのデザイン

江木啓訓(東京農工大学総合情報メディアセンター)

尾海重知・小津秀樹(大分大学高等教育開発センター)

大学教育における「クリッ力一」活用の現状と可能性/限界

家島明彦(島根大学教育開発センター)

クリッ力ーによる即時フィードパックと授業映像を活用した大学院生向け授業トレーニングの実践

中島平(東北大学大学院教育情報学研究部)
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座長:山田剛史 ...・M ・........[会場:総合館・共北311

2種類のオーブン・キャンパスと担当学生の役割

ーオーブン・キャンパスで何が期待されているのかー

菅野憲司(千葉大学文学部)

プロセス・パフォーマンスとアイデンティティとの関連性

畑野快(京都大学大学院教育学研究科)

授業外での活動に積極的に取り組む学生たちの特徴-WAVOC調査を通じてー

河井亨(京都大学大学院教育学研究科)

転学を希望する学生とは誰か?-r学生の多樺化lを不適応学生の地平か5捉える
山田剛史(島根大学教育開発センター)

B 
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小宮号潰(1) 11:日日-12:日日

大学教育の国際化に伴う新た芯FDの可能性 ・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・.....・H ・-…・・… I会場:1号館・共3111

中井俊樹(名古屋大学高等教育研究センター准教授)

I司会]大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

ICTを活用した汎用教育支援モデルと授業支援型ユーザインターフェイス …… I会場:1号館・共3121

冬木正彦(関西大学環境都市工学部教授)

I司会】酒井博之(京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

学士課程における英語語集教育

一同扶学術語集データベース」を活用して一 ……H ・H ・-…...............… I会場:1号館・共回71

金丸敏幸(京都大学大学院人間・環境学研究科助教)

団地野彰(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

I司会]田地野彰(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

未来のファカルティをどう育てるか

一京都大学文学研究科プレFDプロジェクトを事例にー … … …… I会場:1号館・共208】
田口 真奈(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

出口康夫(京都大学大学院文学研究科准教授)

赤嶺宏介(京都大学大学院文学研究科教務補佐員)

I司会1田口 真奈(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

7 
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特別措潰/シンポジワム 13: 00-17 : 00 

会場:百周年時計台配念館・ 1F百周年配念ホール

開会の挨拶

松本

特別箇演

13・00-13・10

紘(京都大学総長)

13: 10-14: 10 

「大学教育の実践知を共有する コミュニティ・ネットワーク・コモンズ」

松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

シンポジウム 14: 25-17 : 00 

「教える集団をどう組織するかj

包3
FDの法制的義務化以後、我が国では、広い範囲でm が実施されており、なかには、 t:.んな
るアリバイ作りで畠るととを超えて、日常的教育改善に資する実質的なFDも蓄積されてきてい

ます。しかしそれらには、本当に、投入された努力量に見合う十分な実効性が晶るのでしょうか。

今日では、 mの広範囲な実施と蓄積に対して、しっかりとした評価が求められています。
mの実施に乙れまで以上の広がりと深さを求めようとすれば、ただゆったりと自生的活動が出現すること
に期待をかけ待っていてもだめなのかもしれません。期待するzとや待つzとを超えて、 mの意識的な組織
化が求められるかもしれないのです。しかt.，FDの意識的な組織化は、場合によっては、日常的立教育改普を

導くEころか、主体的努力を従属化し、主体性をないがしろにして、日常的教育改善をかえって妨げるかもし

れません。

日常的教育改善を導<FDの組織化は、 Eのように立されるべき立のでしょうか。今回のシンポジウムでは、

文教行政の立場からのFD組劇tへの期待をお聞きするとともに、とれまで様々な仕方でmの組織化を意識
的に進めてとられた先進的事例を集めて、その経験に学びたいと考えています。実際にFDに関与している

方々のこの議論への参加を期待します。

報告者1: 柳湾康信(愛媛大学長)

報告者2: 南木睦彦(流通科学大学商学部教授・教育高度化推進センター長)

報告者3: 根津知佳子(三重大学教育学部教授)

報告者4: 義本博司(文部科学省高等教育局高等教育企画課長)

司 会: 田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授/センター長)

溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

B 



Ⅳ-2. 資料

− 301 −

-R・E・ (:1:1(;~-11

第2日 (3月19日)

個人研究発表 (2) 9 :00-10:45 

日

B-2 カリキュラム研究語会 座長:畏尾博暢 ….....・H ・...[会場:総合館・共北281

初年次必修科目「共通基礎演習」の実践報告

吉岡昌紀(清泉女子大学文学部)

教員養成型PBL教育の課題と展望V一学びの贋歴か5照射される学生の変容ー

根津知佳子・森脇健夫・中西康雅・松本金矢(三重大学教育学部)

高林朋世・前原裕樹(三重大学教育学研究科)・伊藤亜季(三重大学教育学部)

全学共通科目における金融経済教育の必要性

竹本拓治(京都大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー)

「キャリア教育空白域」のキャリア教育科目ー辛業前の4年生を対象とした取り組みー

長尾博暢(追手門学院大学経済学部)

C-4 擾集研究揚会 座長:申酉良文 ………… I会場:総合館・共北311

大学生における「どうして」の発話意図と発話関兄

福田健(清泉女子大学文学部)

グループ発衰の振り返りによって生じる内省について

鈴木敦子(桐朋学園大学音楽学部)

才一ディ工ンス(聞き手・読み手)としての立場を重視した英語の自律的相E学習

原因康也(早稲田大学法学学術院)

大学教育を適した大学教育目標への学生の毘識の変化

中西良文・商学(三重大学高等教育創造開発センター・教育学部)

C-5.授震研究濁会 座長:大島弥生 ………… I会場:総合館・共北担I

クリテイカルシンキング教育を適した書く力の養成

久保田祐歌(名古屋大学高等教育研究センター)

地域社会人を活用した教養教育ー異怒った視点か5の見方・考え方への気づき一

大橋虞・斎藤隆仁(徳島大学総合科学部・全学共通教育センター)

中恵真理子・光永雅子(徳島大学総合科学部)

資格取得を学習の動機づl才とした情報リテラシー教育のパッケージ化

樋口勝一(神戸海星女子学院大学現代人間学部)

大学生の文章に見る問題点の分類と文章表現能力の指標づくりの試み

大島弥生(東京海洋大学海洋科学部)
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D-3. FD・痩撮公開研究嵐会 座長:加藤由香里 ……… I会場:1号館・期131

台湾「地域TAJによるTA制度の実践研究

社念慈(台湾・開南大学教学資源センター)

研究室のさら怒る活性化を目指した「研究室運曽ワーキンググループ」の実践

宮野公樹・可知直芳(京都大学大学院工学研究科)・岡本絵蒲(東京大学大学院学際情報学部)

山本祐輔・辻高明(京都大学大学院情報学研究科)

SAの自己省察を目的とした電子掲示板の活用郎元に関する一考察

長瀬勇輝・遠海友紀(関西大学大学院総合情報学研究科)

岩崎千晶(京都外国語大学国際言語平和附究所)・水越敏行(大阪大学名誉教授・関西大学特別顧問)

授業改善のための教員相E重量観システムの運用

加藤由香里(東京農工大学)・石川正敏(東京成徳大学)

D-4.FD・捜鍵公開研究廊会 座長:盲目美加 ………陰場:1号館・共aJll

学生の主体的拡学びを推進する授業改善一下位大学選択科目における試みー

清水亮(三重中京大学現代法経学部)

山口大学共通教育における情報セキュリティ教育と FD活動の事例報告

小柏香穂理・市川哲彦・永井努稲・赤井光治・)(IJ谷丈治(山口大学大学情報機構メディア基盤センター)

糸長雅弘(山口大学大学情報機構・教育学部)

小河原加久治(山口大学大学情報機構メディ 7基盤センター・大学院理工学研究科)

情報系授業のためのTA研修会一プログラミング演習を例としてー

小西達裕(静岡大学情報学部)・佐藤龍子(静岡大学大学教育センター)

医療系単科大学における FD活動のあD方

富田美加(茨城県立医療大学教育推進室)

阿部慎司・水上昌文・加納尚美・馬場健・小山哲夫(茨城県立医療大学学長プロジヱクト)

座長:i穫原正敏 ……....・M ・..[会場:1号館・共回71

ブレFDの現場か5

井上治・中村健・三宅岳史(京都大学大学院文学研究科)

若手FD担当者の実態調査一他部局との連携という視点からの検討ー

半湾礼之・田口真奈(京都大学高等教育研究開発推進センター)

杉原真晃(山形大学基盤教育院)・村上正行(京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

フィールドワーク教育における教員集団の意識改革

一滋賀県立大学環境フィールドワークIでの実践例か5ー

倉茂好匡(滋賀県立大学環境科学部)

TV会議システムやWEBを利用したFD活動

藤原正敏(仁愛女子短期大学)・坪川武弘(福井工業高等専門学校)

10 
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E-2.e-la日mlng・適用教育研究郡会 座長:大森不=雄 ……… I会場:1号館・期121

理系基礎教育と文系数学教育におけるeラーニング演習

千葉康生(東京工科大学コンピュータサイエンス学部)

大学教員のためのオンライン教育研修支援システム rMOSTJ

酒井博之・田口真奈・笹尾真剛(京都大学高等教育研究開発推進センター)

大山牧子(京都大学大学院教育学研究科)

グローパル教育戦略-eラーニンク大学院の戦略として、教育内容として一

大森不二雄・渡港晶や(熊本大学大学教育機能開発総合研究センター)

竹内愛(熊本大学大学院社会文化科学研究科)

座長:及川恵…..........… I会場:1号館・期111

学生の職業興昧に基づいた理学療法土養成教育

内田賢一・高木峰子・鈴木智高・川村博文(神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部)

HロlisticSpaceとしての大学博物館一先端技術空間研究と和学事始めー

アッセマまどか庸代(南山大学人文学部)

大学生調査とキャリアワークショップの按続

ーデータをもとに大学生活・将来をυフレクションさせる京都ノートルダム女子大学での試みー
溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター)

須川いずみ・岩田真理子(京都ノートルダム女子大学)

学生生活における学業困難度と心理的適応との関連

11 

及川 恵・大塚雄作・石川裕之(京都大学高等教育研究開発推進センター)

小川絢子(京都大学大学院教育学研究科)
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小宮号潰 (2) 11:日日-12:日日

組織としての教育力一個人の名人芸で終わ5せないためにー ・・H ・H ・....・H ・-…… I会場:1号館・共208】

高祷哲也(大阪府立大学総合教育研究機構教授/学生センター副センター長)

I司会]溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

学士課程教育の日米比較 ....・H ・.................................... ... ... ... ... ... ... ... ....... [会場:1号館・共3111

福留東土(広島大学高等教育研究開発センター准教授)

I司会】大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

とれか5の学生相談・学生支援に求められるもの ・・H ・H ・...・H ・.....・H ・..... ... ....... [会場:1号館・共図71

高野明(東京大学学生相談ネットワーク本部学生相談所講師)

I司会1及川 恵(京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

教務系瞭員のsoについて一組織から見た能力開発一 ….....・H ・-…...・H ・-…… I会場:1号館・共3121

山本淳司(京都大学教育推進部共通教育推進課長)

I司会]田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

12 
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ラウンドテーブル企画 13: 30-16 :日日

学生とともに進めるFD.........・M ・..…...・H ・H ・H ・..…………・・・・・・・・・・・・…………… I会場:総合館・共北281

企 画:木野 茂(立命館大学共通教育推進機構)

話題提供:穴固有一(北海道情報大学経営情報学部)

舘 博(東京農業大学短期大学部)

大崎雄三(法政大学社会学部)

藤岡由美子(松本大学人間健康学部)

梅村 修(追手門学院大学国際教養学部)

服部憲児(大阪大学大学教育実践センター)

久保山宏(九州大学教育改革企画支援室)

司 会・木野 茂(立制官大学共通教育推進機構)

学習成果をどう可視化するか?

一社会と大学をつ怠ぐ学習成果情報のありかた一 …・……………H ・H ・-…… I会場:総合館・期間I

企 画:斎藤聖子(独立行政法人大学評価・学位授与機構評価研究部)

話題提供:斎藤聖子(独立行政法人大学評価・学位授与機構評価研究部)

中畝菜穂子(新潟大学入学センター)

三田地真美(教育7ァシリテーション・オフィス)

渡辺茂晃(日経HR社)

川角 博(学芸大学附属世田谷高校)

指定討論:小方直幸(広島大学高等教育研究開発センター)

杉本和弘(鹿児島大学教育センター)

司 会:斎藤聖子(独立行政法人大学評価・学位授与機構評価研究部)

授業情報保障の質的向よとネットワークの役割

13 

一日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク (PEPNehJapan)の取組一

企 画.青野 透(金沢大学大学教育開発・支援センター)

話題提供:青野 透(金沢大学大学教育開発・支援センター)

白津麻弓(筑波妓術大学障害者高等教育研究支援センター)

藤井克美(日本福祉大学障害学生支援センター)

星 かおり(関西学院大学教務部キャンパス自立支援謀)

中島亜紀子(筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター)

指定討論:育川あゆみ(日本社会事業大学社会事業研究所)

司 会:青野 透(金沢大学大学教育開発・支援センター)

-【会場回 1号館・共2四I
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3月IDl日(金!II

基櫨教育におけるeラーニンク演習

一英語教育と数学教育の観点から一 …....・H ・....…・……H ・H ・....・H ・H ・H ・....[会場:1号館・共3121

企 画:千葉康生(東京工科大学コンピュータサイエンス学部)

話題提供:有国由紀子(茨城大学大学教育センター)

上回敦子(茨城大学大学教育センター)

佐々木美帆(慶謄義塾大学商学部)

千葉康生(東京工科大学コンピュータサイエンス学部)

指定討論:曽我日出夫(茨城大学教育学部)

司 会:上田敦子(茨城大学大学教育センター)

私立総合大学におけるカリキュラム改定の経緯と内容 ・・H ・H ・...・H ・-…....・H ・..… I会場:1号館・共釦71

企 画:北野秋男(日本大学文理学部)

話題提供:北野秋男(日本大学文理学部)

中村順昭(日本大学文理学部)

椎名正博(日本大学文理学部)

司 会:北野秋男(日本大学文理学部)

科学教育第3波の展望一進化する大学教育に向けて一 …H ・H ・.....・H ・......・H ・.....[会場:1号館・共3131

企 画坂東昌子 (NPO法人知的人材ネットワーク畠いんしゅたいん)

話題提供:鈴木恒雄(KeP取締役・金沢大学名誉教授)

小山田耕二(京都大学高等教育研究開発推進センター)

保田充彦 (NPO法人知的人材ネットワーク串いんしゅたいん・ KKズームス)

谷口正明(名城大学総合数理教育センター)

喜多 ー(京都大学学術情報メディアセンター)

司 会:坂東昌子 (NPO法人知的人材ネットワークあいんしゅたいん)

14 
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-R・E・ (:1:1(;~-11

学生・教職員と創る大学教育ーFDの新発想一…….....・H ・....…......・H ・...・H ・-【会場回総合館・共北321

企 画:清水 亮(三重中京大学現代法経学部)

橋本 勝(岡山大学教育開発センター)

話題提供:梶谷拓史(専修大学入学センター)

押野谷康雄(東海大学工学部)

橋本 勝(岡山大学教育開発センター)

松本 茂(立教大学経営学部)

司 会:清水 亮(三重中京大学現代法経学部)

批判的思考力を育てる

一学士力、ジェネリックスキルの認知的基盤ー … … … … … … I会場:1号館・共3111

企 画:楠見 孝(京都大学教育学研究科)

話題提供:楠見 孝(京都大学教育学研究科)

道田泰司(琉球大学教育学部)

沖林洋平(山口大学教育学部)

武田 明典(神田外語大学外国語学部)

司 会;子安増生(京都大学教育学研究科)

15 
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参加方法等について

.参加資格 大学教育関係者、もしくは大学教育に関心のある方。

.参加費用 発表論文集等の資料代として1瓜氾円を当日受付lζて申し受けます。

.参加申込の方法

次のいすれかの方法で、 2010年2月12日(金)までに、

1 高等教育研究開発推進センターのHPの入力フォームから、オンラインで申し込む。

2 下記のFAX用フォームを使用し、 FAXIこて申し込む。

3 高等教育研究開発推進センタのHPより、 FAX用フォ ムをダウンロ ドし、 FAXにて申し込む。

センターHP: http://www.highedu.ky口tローu.ac.JP

FAX目 075-753-6681 宛先田京都大学高等教育研究開発推進センタ

.情報交換会について

初日 (3月18日)午後5時半より、百周年時計台記念館・ 2階国際交流ホールにて、講師の先生方を囲んで情

報交換会を開催し1たします(会費5.α却円)。こち5も合わせて、お申し込みをお待ちしております@

会費は当目、受付にてお支払いください。

参加申込書(FAX用)

所属

職名

(，3，りがな)

氏名

連絡先 T 

(自宅・勤務先)

TEL 

e-mail 

備考

情報交換会 -重量加する -参加し悲し1

(5.000円)
(注)キャンセルの方1革、 3月12日(金)までにと連絡下さい.申し込みをされて当日お越レに
芯5芯い場合に1..、後日請求をさせていただきます。あらかじめと了承下さい。

16 
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町一3.大学生研究フォーラム

1 .概要

大学全入時代といわれる最近の大学教育にとって、学生をどう育てるかということが喫緊の

課題となっている。大学はもはや単なる知識を習得させるだけの場ではなく、知識社会、情報

化社会、グローバル社会といった新たな社会状況で力強く生きていくための人材育成の場とも

なってきているo そのために大学は、正課・正課外教育、キャリア教育など連携的・包括的な

視点のもと、いかに学生を育てるかということを考えなければならない。

大学生研究フォーラムは、高等教育における教授学習やファカルティ・ディベロップメント

の実践的研究組織・京都大学高等教育研究開発推進センターと、大学生・大学院生への奨学制

度で、社会に貢献する有用な人材育成を目指す(財)電通育英会が、現代大学生の姿を正確に

理解し、かっ現代社会を力強く生きていく学生を育てるために正課・正課外教育、キャリア教

育に求められている課題は何かを検討するべく開催するものである。

なお、大学生研究フォーラムは、特別教育研究「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」

の圏内連携事業のーっとして運営されている。本年度は第2回(名称は「大学生研究フォーラ

ム2009J)を実施し、「大学生の何が成長しているか、その中身を考える」を年度テーマとした。

343名の参加者を得た。昨年とプログラムの構成は同じであるが、休憩や昼食の時聞を多くと

るために2日間開催とした点が去年と異なる。

2.プログラムの特徴

大学生研究フォーラムは、①基調講演、②講演4人、③パネル・ディスカッション l部・ 2

部から構成される。

①基調講演には、大学生研究を一段階高い視野へと導いてくれるリーダー的役割を担った識

者、あるいは論者に登壇していただき、今後の大学生研究の方向性やヴィジョンへの示唆をい

ただく。

②講演では、大学生研究を力強く推進するためにもとめられる基礎的知識の概論、各論的な

最先端の知見を提供していただし

③パネル・ディスカッションでは、キャリア教育、キャリア形成支援を含めた大学生研究を

一段階高い視野へと進めるべく、課題になっている問題を取り上げ、それに関連して研究・実

践をしているパネリストとフロア参加者を含めた討論をおこなう。
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3.付録資料

口 『大学生研究フォーラム 2009 開催スケジュール~ (web上で公開、下記参照)

(http://附 w.dentsu-ikueikai.or.jp!forum!l

(溝上慎一)
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開催記録

+大学生聞究フ"ーラム

2008 

今調理，掴誼の内容紹介

l文芸Zすお芋7522535Z首催しました
大学生研現フォーラム200副主情事終了いたしました。

'10月四日現貯の司剛E・間四SJ~i:てフォーラム叩椙織を紹介します.

・次回開催予定申フォーラム却回目E質向は、 3月頃を予定しています。

+士単.. 臨申ヲォー号ι，.. 羽田...... 
+登壇宣盈"1[]7"( ，，， 

大学生の何が成長しているか、その申身を考える

二

求型挙
区畑。tJI!I!堕旦

大宇全入時代といわれる量近の止宇教育にとって、学生をどう育てるかというEとが喫罵の霞題となって

います.大学はもはや単なる知歯を習得古せるだけ町場ではなく、知麗社童、情報化社会、 '1ロ-/tJレ社

会といった新t.t:社壷状況で力強く生きていけるため町人材育感の場ともなってきています.そのた晶に
は、正輝・正胃揖教育、キャリア敏育t:E有機連携的・包括的主視点のもと、大学はいかに学生を育てる
かというEとを考えなければ主りません.

商事教育における教擾学置やファカルティ・ディベロップメントの卑属的研究組織・京都大学置・教育研

克開発推進センターと、大学生・大学院生への翼宇制度で、社会に貢献する有用な人材育成者目指す

(財)置週育実曹は、現代大学生白蜜を正殖に理解し、かっ現代社章者力強〈生音てい吋る学生者育てる

ためにE醜・E寓外教育、キャリア披曹に求晶られている醜題は伺かを包括的に横討するべく、大学生研

究フォーラムを開催いたします.

大字、研現機関車どで、大学教育についての研揖で活圏古れておられる先生方に加え、高校で道路指導に

携わってお邑れる朝団跡、古6Ji:L町テーマE関心ある学生1<も参加いただ昔、とれから町「大学生」につ

いて幅広い観点から歯菌を課めていきます.
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事〈の皆掛にE事加いただきた〈、i:i:にE車内古せていただきます.

20回年4月

京都大学商事教育研提開発推温センター墨田中樟実

財団法人置適育英吉理事畢松本宏

l大学生研究フォーラム2009開催要項
開催国 20回年7月25日(土J・26(日)
金場・ 京都大学冒周年時計台恒念館 1階・大ホーJ仏 2階・国際安漉ホール

※申し込み締め切りは6月車でしたtJ..書〈白方からお申し込みをいただ者ましたが、 500名程度目大昔竜
童場ですので、まだ渇庸に余裕があります。引曹続曹お申し込み〈だ古い。フォーラム多加は無料です。

ただし、 7月2日以降叩お申し込みの方自名前は、当日E布田『要旨集』司事畑者名簿に掲慣古れません。

あらかじめE了承顧います。

開催スケジ白ユール
1日目 12:30-17:35

l 

あい古つ

田中毎真{京都大学高噂教育研究開発推進センター畳]
松本宏(置週育英垂直車畏}

趣旨説明と継承問題

溝上憤-(京都大学高曹教育研究開発推進センター・准教担}

テーマ「学生の何が育っていて、何が育っていないのか7ーボランティア・イン書ー

ンシップ・大学教育改善一」

司会: 溝上慎一(京都大学高喧績育研究開発推進センター・准教聾)

パネリスト・ 加11撤明 t立命館大学共通教育推進機構キャリア轍育センター・教授/セン
ター長)+学生

岩井冒乃(平山曹長E意ボランティアセンター・助教)+学生

土持ゲーリ一法一弘前大宇21世相粧曹センター・救援/副センター星)+宇
生

|晦g酔官蝿悶 | 
「プロフェッショナル志向者毘め始めた日本企業の雇用システム一大学はEれにど

う関わるか 」
替向篇博白窃宇属大学入国宇部・教祖巴

r r学びの身体性』に学ぶー『江戸』の視点による現代教育の相対化ー」

確史日首都大学大宇院教育学研究科・教掛
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2日目 10:00-17:10

「キャリア.膚.冒わない大掌生@キャυァ骸宵-;BJ闇曹とキャリア犠曹の銀罰
一」

越羽E・電子細志壮大手託金手'准鰍III
「大手生区本当""凋Eなキャリア骸育とは何'f1o-~回7-'・"“同.... 帽にみ~現

伶大学生".. ・鐸掴勘 』

下村義組蝕立布犠強入野.政範繍礎研・舗則的

"'"理主@聞にキャリアについて肉省、周目置すべきとと 自分@申民間うべきと

とと、""、世視に闘うぺきとと 」

金需・a医師"聞大掌大学構.歯学研膏斜・融'"

テーマ「隼生の『掌ぷ』を宵" ・彊館司と事門知と匂縄銅.による勘合」

一一一一一一タ-A)

Jt*!J:o¥ト輔_~21t1iMeT"f.(明・岨
川上E浩'*"副帽魁k子大型。.陣晦・理蝿歯固

高..0魁野公掌金... 嗣暦学・..湿ノ噌唱劃

11岨随 l 
l曲者のプロフィー川四}

1叫昌弘 1時間ーシステムー一一
簡を町.醐叩楓臨時自畑山間.r;去
一畑一一』畑町】.日挫

の自己と生.;" (ナ抱=~ャa・，. ，自E据棚'"心_J(.世界且.経3.，. 

認圃・E明 (tl'l:"o!: L.i5到底一一…-…2・・除幕直酒階禽"司，..，亀岡断書払目事調閤嗣.. 祉を姐1"C"1977等調a
E潤臨学専径筒岡弘，.抱年喝掴腿...四年場周よ，・岡弘事鳴拙m・・m瞬間置
周・kライフλタイJ川・'"四年周"'立・・大.でイシターシタヲプ省高司.. 
老健定"""年庫民自事担コーオプ.晴プログラム『コーオプ羽目.， .同信す
~.e，、イシターシシ，プZ凋駐舎な・:.iI<・雷 c.tτ色、. 目率イシターシ
..プ写喰".IO制...・回.関岡安盟唱.実'噂梓省望書明魁‘高度人鳥"岡田
'凶臨艦.... 
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ム|
岩井曹乃(いわいゆ曹の)氏

早稲田大学平崎陳記章ボランティアセンター・助教

人間・理場宇博士[京都大学)、専門は環境社告字、7'7リカ地場研
提。 1開3-95年青年海91協力隊(タンザニア源遺J2曲3年京都大学大字腕人
間・環境宇研究科惇7.2田5年より早稲田大学教員.N同法人間附リツク・7
7リ1Jt規節理..酋宜・著書，C:::r.住民事加型保全即発層型として町土地権利運
動ータンザニ7とケニ7'u)野生動物保全町歴皇と現状ー」、 「新世界地理アフ
リカーパン卜ゥアフリカ、酉アフリカ沿岸鼠島慣曹」

土持ゲーリ一法一{っちもちほういち)氏
弘前大学21世記教育センター・教擾/副センター畢研究開需室星

1倒5年中国指踊市生まれ。コロンビア大学外字院ティーチャーズ・カレッジ檀
7回目D目、車京大学{教育博士).20倒年より現職。著書に「米園教育使軍国
句研究』および『軍撤回本町効用教育改革政輝ー『敦畢教育』町構築」 包川

大事出版部)、 『ティーチンゲ・ポー卜7ォリオー授業改普の秘圃Uおよび
「ラーニンデ・ポート7オリオ学冒改善白梅宮!J (軍帽劃など.

替内耳博(やちあつひろ]氏

文京学院大学人間学郁・教授

1953年石川県生まれ。筑波大事大学院教育研究科修士際程 (1Jウンセリンク専
劇修了。上場企謹白人事払銀行来大手シンクタンクなEを値
て、 2凹3年4月より現職。専門は人的資車置理.著書に 『大学生町聴叢宜鴎と
キャリア鞍育』 日曲草書船、 『目率的雇用システムの特置と霊容J (畢宜

量白など。

辻本雄史(つじもとま古l..J氏
京都大字大字院教育宇研現科・教授

1949年生富れ.京都大学文学部車業.聞大学院教育学研究科博士間程退学園光
車宜子大学教担、甲南宜子大学教彊.文字博士.京都大学教育学部助教援を程

て、 97隼京都大学教授a文学博士。 2凹3隼放送大字客員救援。教育史・日本思
想史専攻。江戸時代町思想史・文化史研揖町視点か晶、日本町教育文化を臨み
解いている.著書に『近世教育思想史町研究1 (思宜園出曲目、 r r~宇ぴ」の
復権』 制 H書面、 『教育の社壷史』 団総大学教育振興壷)など。

清坂純子(うら古かじゅんi:J民
同志社大学社会宇郁・准教擾

1田8年大阪市立大学大学院経清宇研究科博士規程惜了。博士(経済学J.松山
大字経済学臥同志社大学宜宇都を鐘て、宇宙醐により2田5年から現職。著
書に『なぜ「大事はでてお告主古い'1Jと言われるのかーキャリアにつながる

学び方一J (ち〈富プリマ一新書O目1).

下村英語(しもむらひでお)氏

独立行政法人指働政策研現・研修機構キャリアガイずンス部門・副主任研究

員

1閉7年より現職。主にキャリア露連とキャリ7ガイタrンス町あり方に閲する研
究を行なう.著作に『キャリア教曹の軍曹と展開一教育再生白ためのずランド

レビュー』 供書、雇用問題研究劇、 『キャリア教育への接待』 供署、東

洋館出版柑など。

壷井膏宏(か1;1:いとしひろ)氏
神戸大宇大宇院経盲学研究科・教授

1954年生まれ.1978年京都大学教育学部事業。 19曲年神戸大宇大宇院経盲学
研費制瞳土園田聖者檀7.1989年間汀[マサチューセッツ工科大学)でPh目D目{マ
ネジメント)を取得。 1田哩年神戸大学で博士幡宮宇)を取得。 1992年神戸

大学で博土曜営学)を取得。現在、神戸大学大学院経営学研究科教授.専攻
は経官官理・経由符動科学.著書に、 『やる気1攻略車1 (ミシマ樹、 『働
〈みんなのモティベーション輪J (N"π出血目、など書IIL
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|晴間調

問い合わせ先

申村陽一(立かむらょういち)氏
立教大字虫学院21世紀社会デザイン研究科・教授社告デザイン研究所副所畳

一構大字社会宇都率叢o C椿)新開昔、日本生協連、非歯車Jシンクタンク・消
費社童研究センター代襲、東京大学社壷情報研究所客員教擾‘都圏文科大字文

学密教擾・を鐘て、現恥多〈のNPO法人町役員司且市民活動・事麓町現婦と
往復し、実属的研究、基盤整備、政策提言伝取り組む。 情掛産業者)γー

シャルビジネス推進イ=シアティブ座長。日本N同学量発起人・前理息日本
ボランティア宇壷JIIJf旬且 『日本司N町1/20凹』、 『事元的共生を求晶て』他
共.著書多叡.

川上正措{かわかみま古ひろ)氏

大隈椅限立子大学心理宇都・進教授

1964年生まれ"1992年名古屋大学教育学部助手を鍾て、 2001年より大阪樟薩
宜子大学に。聞大人間科学事輔自恥助教授を経て、 2009年より現膿.阻知心理
学、轄に単再認知過程が研究テーマ。著書に『スーパーエッセンス心理宇』

{共著:北大路膏膏)など.

高橋進(たかはしすすむ〕氏

星野大字企轟情報宇都・教壇/宇宙E畏

1952年車車生まれ.信州大学大学院工学系研究科博士後期隈羅俸70博士[工
学)。富士通辱に勤務.信州短期大学教授を糧て、畠野大事量聾社告宇郎教
援。現在は岡大字企難情報学留学部量。長野大字インターンシップ責任者。技

術士{情報工学，)0 

京都大学園・頓宵耳醜開発推進センター溝上研究室

干曲6-8501車都市左京区吉田二本松町

TEL: 075-753-3加7
FAX: 075-753-3肘5
httn~1山h叩Llcvntn_lu'Irjnl

(尉}聞置育英会事務圃

〒104-0061車京都中央区量語17-4-17電通銀座ピJHF

TEL・ 03-3575-1386
FAX: 03-3575-1577 

φとのページの"'.へもどる
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町一 4. F Dネットワーク代表者会議(JFDN)

lV-4-1.第2回会輔の概要

1 .はじめに

2009年9月9日・10日に、京都大学芝蘭会館別館(国際交流会館)2階研修室1においてFDネッ

トワーク代表者会議(JapanFaculty Development Network : JFDN)の第2回会議が聞かれた。当日は、

全国から14のFDに関わる大学問ネットワーク等の代表者らが集い、FDネットワークの現状と課題につ

いて有意義な議論をかわした(参加ネットワークと参加者の詳細は 2を参照)。このたびの会議の趣旨

は以下の通りである。

FDの義務化を機に、各地域で、FDに関わる大学問ネットワークが形成されつつあります。

その形態は、リソースの問題、連携の内容や方法、参加大学の規模など、さまざまです。そ

れらは、ある種の実験的試みと見ることもできるかと思います。どういう状況において、ど

のようなネットワークが有効なのか、また、それを維持・継続していくには、どのようなこ

とが必要とされるのか、といったことはそれぞれのネットワークにおいて手探りで試行的に

進めている段階にあるかと思います。しかし、中教審答申『学士課程教育の構築に向けて』

においても、実質的なFDの実現に向けて、 FDネットワークに対する期待が盛り込まれて

おり、単なる実験で終わるのではなく、現実にサステイナブルなネットワークのあり方を共

有していくことが求められていると思います。そこで、そのようなネットワークに関わって

いる方々にお集まりいただき、 FDに関わる大学問ネットワークのあり方と課題についての

情報交換・研究交流の場をもち、その現状と課題について共有すると共に、今後のFDネット

ワークのあり方について展望していってみたいと思います。

2.参加者

北海道地区 FO.SO推進協議会

細川敏幸 (北海道大学高等教育機能開発総合センター教授)

いわて高等教育コンソーシアム

後藤尚人 (岩手大学人文社会科学部・大学教育総合センター教授)

江本理恵 (岡大学教育総合センター准教授)
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東北地域高等教育開発コンソーシアム

関内 隆 (東北大学高等教育開発推進センター副センター長/教授)

東日本地区大学問FDネットワーク・っぽさ

小田 隆治 (山形大学高等教育研究企画センター教授)

文部科学省高等教育局

今泉柔剛 (文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室室長)

FDプログラムの構築支援と FDerの能力開発に閲する調査研究

川島啓二 (国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官)

大学コンソーシアム右川

青野透 (金沢大学大学教育開発・支援センターセンター長/教授)

個性的な地域創生のための学習コミュニティを基盤とした仮想的総合大学環境の創造

坪川武弘 (福井工業高等専門学校一般科目・自然科学系教授)

山川修 (福井県立大学学術教養センター教授)

FD.SDコンソーシアム名古屋

夏目 達也 (名古屋大学高等教育研究センター教授)

全国私立大学FD連携フォーラム

井上史子 (立命館大学教育開発推進機構講師)

太学コンソーシアム京都

(地域肉太学連携によるFDの包括研究と共通プログラム開発・組織的運用システムの確立)

原 清治(傍教大学教育学部教授/全学GP推進室室長)

深野政之 (京都FD開発推進センター専門研究員)

山陰地区FD連絡協議会

山田 剛史 (島根大学教育開発センター国rJセンター長/講師)

四園地区大学教職員能力開発ネットワーク SPOD

久保研二 (愛媛大学教育企画窒研究員)

九州地域文学教育改善FD.SDネットワーク目 Q-Links

田中岳 (九州大学教育改革企画支援室准教授)

江島定人 (同学務部学務企画課課長)
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関西地区 FD連絡協議会

田中毎実 。京都大学高等教育研究開発推進センターセンター長/教駒

大塚雄作(同謝受)

松下佳代(同教掛

溝上慎一(同准教授)

田口真奈(同准教授)

酒井博之(同准謝受)

及川恵 (同准教授)

石川裕之(同助耕

河崎美保(同助掛

半海礼之(同助動

3.プログラム

日程 時間 プログフム

9月9日
集合13:20 

(水)

13:30 
開会挨拶

~ 
趣旨説明

13:45 

13:45 

~ 
18:30 

プログラム l

内容

集合場所芝蘭会館別館(国際交流会館)2階研修室1

開会挨拶.松本紘(京都大学総長)

趣旨説明大塚雄作(京都大学)

l. FDネットワークの活動の現状と課題等に関する

話題提供[各20分〕

1.久保研二(愛媛大学) 13:45~14:05 

fSPODがめざす大学教職員の能力向上」

2.小田隆治(山形大学) 14:05~ 14:25 

fFDネットワーク“つばさ"の現状と課題」

3.原 清治(傍教大学) 14:25~ 14:45 

「連携型FDの現状と課題京都FD開発推進センタ

ーによる戦略連携FDー」
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E 各ネットワークの紹介と現状の報告[各10分〕

5.細川敏幸(北海道大学) 15:30~15:40 

「北海道地区FD.SD推進協議会」

6.後藤尚人(岩手大学) 15:40~15:50 

「いわて高等教育コンソーシアムにおけるFD活動に

ついて」

(継続 I7.関内隆 (東北大学) 15:50~16:00 

「東北地域ならびに仙台圏のFDネットワーク」

8.川島啓二(国立教育政策研究所) 16:00~16:10 

「ファカルティ・ディベロッパーズ(ネットワーク?)

による開発研究」

9.青野透 (金沢大学/大学コンソーシアム石川 FD

専門委員会委員長) 16: 1O~16:20 

「石川県内 20高等教育機関の連携によるFD・SDの

始まり」

10坪川武弘(福井工業高等専門学校) 16:20~16:30 

「個性的な地域創生のための学習コミュニティを基盤

とした仮想的総合大学環境の創造福井県大学関連携

プログラム 1 Iによる FD活動ー」

11.夏目 達也(名古屋大学) 16:30~16:40 

rWFD. SDコンソーシアム名古屋』の活動について」

12.井上史子(立命館大学) 16:40~16:50 

「全国私立大学FD連携フォーラムを基盤とした実践

的FDプログラムの開発」

13.山田剛史(島根大学) 16:50~17:00 

「学生の学びを中心に据えた教職員ネットワークの構

築と FDの組織化一山陰地域のFD拠点化に向けてー」
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14.田中岳 (九州大学) 17:00~17: 1O 

「かたらしてえ Q-LinksJ

(継続) E 各ネットワークの報告を受けてのコメント (60分〕

プログラム 1 今泉柔剛(文部科学省) 17:30~ 18:30 

18:30 フリーディスカ レストヲン『しらんJ(芝蘭会館別館国際交流会館)

~ ッション・
20:30 情報交換会

集合
集合場所芝蘭会館別館(国際交流会館)2階研修室1

9:20 

I ネットワークのネットワーク化における課題と展望
9:30 

9月 10日 E ディス力ッション
~ プログラム 2

(木) E その他
12:00 

12:00 記念撮影・解散

(大塚雄作、石川裕之、及川恵)
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榎綱大学叡宵・学生支橿欄構

敏宵企圃量研翼民久保司=

1.ネットワークの呼称

Shikoku 

Professlonal and 

Organlzallonal 

Developmenl Network 

In Hlgher Educallon 

=SPOD 

3.股立の櫨縄①

2量舎によるFDの・・他
(平慮刊年9月大事霞置畠皐、短掴大事院置畠準、
高等専門学校限置畢皐で努力薗趨ft)

平慮15年4月車円属大事院霞置巷単

平戚19隼4月大事院霞置畠隼

平慮20年4月大事眠置畠車、短期大事院置畠皐、
高等専門学校霞置畢皐

肉 書

1.呼称
2.・加枝
3.股立の鍾a・
4. FD/SDとは
5.週曽体制
6.取組内容
7.取組により得られる効暴
8.スケジ.:l-Jj，
9.評価体制
10本年度の事震肉曹

I・・]1'蟻
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..大軒圃〉
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ネットワークコア週曽協副会

相トワータコア割K・・大且・JII*..盲網実...橿大事同FD/邸調量当者
{健民.麗且盛岡bず1II周1圃...et..竃曽よ@・眠・・‘=ついτ・・-

【・・・@伺》
日時.平a・21t1!6眉27日<*>14:30-17:30
・厩.・・......，.ャシバ;;t1!*b-;;(3晴禽-

・・.
1.SPOD・・園帆画官官いτ
2. SPOD7，，-，.‘にョ“τ
'.FDマ.:11...... “τ 
4.SPOD・-Aパ戸少@週周10叫吃【禽3
5.SPOD・・・・4εヨドτ
8.SPOD・・・B・E・-へ.，.翼芝山@・見方<.)
7・・7回タヲ'J.1Jイド200・にヨいて
8 ・2・SPOD-SD7'ログヲA"信電ナ』寓-司.~
ヨ也、τ
・SPOD-SD7'回4円&・圃@申聞.惜E司、τ

Fo.sow担当者刷メーリングリストの作成

書盟副書聞由曽帽嚢.，ーを同調に・修晶Z邑を目的に.FO掴薗書
50.薗膏.事趨温圃..量理事曹掴圃書それ老れの1~-'r"""J~ト
を作膚

<.曜~ FO.〆50に億立つ~-J~マ盟ジン咽EtIIt:横酎中】

阜ツドフーヲヨア週曽櫨鴎舎に闘する情帽担保

|嗣肌m 岡崎に刷向付酬高欄醐酎
道付

6.取組内容⑧SOにお付る協働
8-1 :507ロヲラ'A(階層刷、専門倉田副〉由圃錯、翼趨
(a)紐曽者.管圃著書膚プ回。，ム田聞..翼幅

意思決定、企画立書、予算篇定......部下館草署

(b)専門蘭書鳳プ固"ラ'A回開舗、翼瞳

鍾世情報重量折.広....外、学生意橿‘λ学者温掠響
【c).'世代リー苦ー聾属プ固タラふ由聞眠、翼瞳
温掠吉れ止若手・民自企圃立書館力脅威.車~トワ~it
8-2:.員"E.【~~:I7.>lI-107:t1JオM自国鎗

..  町田置や軍積回可視他.厩階的キ判リアアップーへ咽事』周

8-3:闘員キャリFアッ7サポート由実畠{キャリア形慮:l'i<J‘イ'~
白隠11>.人事実施骨鍋介・鳳臨0:1:)揖8-1.2由寓買他
圃公私豊通I，;fI:闘員人事実漕'

" 

5.運営体制⑨
ホームページの開眼による情帽揖保

()"i hH i i i i1 i fTf盟国園

..-
一…一山 一

:::;" ... --_.......，・日.叫釦岨-

-園田園・ 官---‘叫一川崎幽

OAお芯摺器a踊
。舗内側棚帽帽

。日掛に個略国嗣・

055方イ7惜した輔ヨ汗
O柵修鴎・-. 
.，.倹

.掴槙全体で行う連揖を

円滑に行う仕組み章構聾

http://www.spod.ehlme-u.ac.jp/ .. 

6.取組内容①FOにお付る協働
F-l :FO副咽.... 
<alFD・"'lI.)floll'lI.)体調民同フログラ'"岡..置~..件.，.尉
掌向.宵oの..り111:なれる畠圃的力量e・・
<blFDer聾aーのため@珊虜皿JIt1O(';ターン!r.dCO!I!A
掌向でFOt:担当す'~..岨昆@健fIO、 FD.. t:目指'古掌園生・ー，，，.
F-2:暢佳織凪大学院生.ポス仰向，.，.'"曲<7レ)F07ロタラム@固'裏畠
(TA7ロタラ以蘭周周、事円台..，..曾む}
瞳鳳と¥，τのキャリ，.，恨の早周において・・曲な肉""学園
F-3:・置Foプロタラ'Ad.l体調lfl:.・・fl:に自ttf>圃....
E圃儀且向付F07ログ"Ad.l体暴他<.刷"""イスt.'曾電}
業 F-I-3について陰、本圃阻@車樋・圃聞・闘で・4島圃宜・宵鷺.圃軍所
E・置宵寄寓・1:岨カ@土.盆圃レベルで11.)7ロタラム圃舗を措置.
F-4:棺宵・・冒・伊ィーチング・ボートフwオ周回.
"11.)僧育園置の可視臨.来圃・ま同4・で.，.λ事慣を・・に醜酎

1・

7.取組により得られる効果
調足書度大串1/);寓陣い、地舷膚骨量や担学9生τ'い』〈ピ著ス書垂白担人保材で積曹畠層よ栂う箆に畢牢果畠止Z世と晶で
【鳳体的効果】

。効率的、効果的主文学敏.員白人相宵膚

司書文字に歯もす畠捜寓壇.由-.0:告す.カリキzラふ故草、犠
宵組織の且置し等学肉の叡宵iIt草全般町円滑化.

園喝事肉'l'JI瞳す暑FDプ白書ラA-:1(りな1:1/)労力の瞳縄.
司書・冊修プロ""ム田橿寧他によ暑、四園地区他大事噂
で由麗鏑、霊園田町適用性向上.

0 皐ツトワ~肉で骨情幅嚢... 人事実漉の活性他

-+串ツドフ~肉由情調嚢損@人事実櫨によ畠鞍宵活性11:聖
一層健遭.

-+同じ専門分野で由鴎員人事実濯によ巷見鴎骨相互源他
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プログラムの体系化イメージ(SOマップ)①

| 輔軸措師四回|目
フェーズ1

事λ
円
礎
円

A
畠

A。。。。。。
町
田
開

門
円
円

λ
λ
λ
 

∞∞∞ 
m限
閃

フ孟 3て2

&礎

フzーズS
応用

!駄学は自らの状況や雌性にお l
iわせて、マップの中から必要なプロ l
jグラムを置択し‘オリジナルの研修 l
lプログラムを作成するζとが可能と !
1なる.貨車l志共有するけれども、全 ;
!ての大学に画一的なプログラムの i 
!フレームワークを提供するわけではt

iない-，------------フzーズ4
支11.相場

10.本年度の事第内容③
.，置FD/SD7固タラム@鼠骨身E

sPOD.・"n回"~.h.'郵イ鴨.，.割l

SPOD肉で圃価書机、かつ加盟睡m・加可圃なFD/SDプロクラ4e珊園
同位掴・.加温樟圏全・圃且ι田村bτ歯切L・ーするプロタラ'4e標レて菌
根寧唖みが可・」

宮ごT
， ~す 凶a
F 嗣

" 

学t古øJlIJ';';"学tfl::/it:lU:，支援す~.JIlIJJJtJ.tJ:Ii!:晶っ
たr.，手投'jif，のプr17x!Y，シヨナ"/bJi!:/l!l alJlJ;'1l1fJ 1-ま
ずfごH侍7';5" ! 

プログラb.の体系化イメージ(SOマップ)②
a，マップ信晴11:... 1旨槽.. ，.オ』奄咽・・5鳳量温圃レτ寓趨申

{鋼}先手人・社会人として@ーー由.，..置に..な珊目{作11申}

10.本年度の事襲内容④

-圃FD/SD7ロク，a 圃告など
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FDネットワーク代表者会議

FDネットワーク“つばさ"

の現状と課題

2009年9月9日

山形太学高等教育研究企画センター

小田隆治

山形大学のFDの特徴

・公開性

・共有化

rFDネットワーク“つばさ"Jの構想

.山形県内6大学.短大t乙はよる「地域ネツトワ一クF回D
(平成1凶6年度現代GP，採択)で培つてきた大学閥連携FDを
県外の大学等に拡大する.

・受験生確保が競合しない離れた大学問で協調できる.

@大規模なネットワークによって、共有できる教育資源を増
やすことができる.

・専門性が合致する大学問でFDを発展させることができる

聞かれたFD

.2008年度のFDの轟輯化・FDO.>ネットワーク化

「地層ネットワークFD“樹氷"J 

-平成16年度現代GP採択事業

-山形県内の6つの国公私立太学・短太による

大学問連携FD組織

可司Dネットワーク“つばさ"Jの事業

.統一フォーマットによる「授業評価アンケート」

・「四ワークショップ」や「四合宿セミナー』の公開

.rFDシンポジウム」の実施

.r学生FD会議」の実施
・「合同m研修会」の実施

・「ホームベージ」の作成と公開

・「報告書』の作成と直布
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平成20年度
r}司Dネヲトワーク“つばさ"Jの事業(1)

.3月28日 ホームベージ司闘設

.4月22日 第1回“つばさ"協議会開催

(於・山形大学)

.4月28日 “つばさ"参加枝(札幌大学)が山形
大学1=の調査

.4月末 メーリングリスいη開設

平成20年度

rFDネットワーク“つばさ"Jの事業(3)

学生による捜襲評価

-・加枝8枝・24万7000故・@6.5円

平慮20隼鹿
rFDネヲトワーク“つばさ"Jの事業(4)

FD合宿セミナー{岬蝉主劃

・8月4-6日(一泊二日2回実施、山形大学蔵王山寮にて)

・10<<;参加
・40大学等参加(北は北海道かも南は沖縄まで)

・63名目学外者が参加

・“つばさ"から11枝、17名が参加

繍車場料組腎説甜樹脂脳蕗弱FFS晶

平慮20年度
「田和トワーク“つばさ"Jの事業(2)

公開擾襲と検酎会

.6月4日 山形大学咽「公開授業主被甜会」に“つ悶さ"の.加枝から.加

・6月118 山形大学申「公開授業k検謝会」に“つ}まさ"の8加枝弛唱.:加

・7月4日 山形恒期大学咽「公開授襖匙検討会」に“つばさ"の参加校から多加

・7月10日 山形大学咽「公開置藁と検討会」に“つばさ'の.加校から$加

・7月，.日 山形大学由「公開授業と検酎会」に“つばさ"の参加抜から参加

・10月8日 札幌大学咽第一回目「公開授章と検討会」の実施

-個の取組と

組傭的な取組の併用.

-組織の中での

自分の位置付吋.

平成20隼鹿

rFDネットワーク“つばさ"Jの事業(5)

FDワークショップ(山形大学主催)

.8月7日(山形大学にて、講演会と分科会、

10時から16時まで)

・108名参加

・41大学等参加

・56名の学外者が参加
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rFDネットワーク“つばさ"Jの事業(6)

FD書演会(平成20年度)

。札岨大学
O石巻専修大学
O仙台白百合大学
Ot皇太字
0宵寝中央担lIII末学
Oいb・短盟大学

0日本女子夫学
0暗法技術大学
O国際費遭大学
O表様県立医療大学
0一関工量高等専門学壇
O東北生揖文化大学

平成四年量以前
O札岨園・大学
0山形県立保健1111院大学
0・合大学
O東北蕎術工事骨太字

0明海大学
0山賀惨鳳立米沢女子短期大学
0・岡工量高等専門学被

rF司Dネットワーク“つばざ'Jの事業(8)

.2月14日合同FD研修会

.2月末日 報告書の作成

棄事輔自』
会
主
圃
晴

叫
柵
・'
eヨコ'

E

之量

判

別

同

組
問
阿
世
字

引

町

大

肉曹:プログラム1r太字申現扶とSDJ
プログラムIIr大学事務NG事例在考え畠」
プログラムmrピデオ版:畠9 とおEl3(大学事務NG集

申作成』

プロFラムIVr優秀な大学事酒蔵員厄なるため由
5つ骨鉄則」

碕修会由形態:書置、グループ活動、発表

・2園大事と・加者肱:北詰北海道から甫肱九州まで由国公私立
骨太字・短大・高専、多極な職種・職階・

年齢構慮、 33大学42-1¥由参加者
(“つほ言"かち13大学19-1¥)

平成20年度

rF司Dネヲトワーク“つばざ'Jの事業(7)

FDシンポジウム

学生FD会議

.11月29日{土}
・山形市

.穂積:岡山大学揖本麗救援

・各大学かち教喰員以外/.:1名以上回学生由参加岳募畠

O参加校 39校(“つほ言.24校}
0参加者・健数88-1¥(・つほき・ 65-1¥)

学生32畠(“つほ言.30-1¥) 

議事規輔自.
」
壷
冨

書
幽
咽

叫
珊
↓
鵬

E
f
-
-

制

引

岡

山
肌
一
岬
由
字

引
同
町
大

日時:平成21年9月5日(土)10:00-21:00 
場所:山形大学
内容:大学事務改善Eデオ「畠ヲとおEl3(大学事務NG集』申
作成

目的:①事務・民自交櫨
②大学事着目改善
③企画館方自育成

④大学事務コミュユケーシ・シ飽力申育成

⑤文学事務自大局的な視点申確立
⑥意薗・意欲申向上

司陣師:小田隆治
定員:30-1¥ 

連携とは

連携は組織聞の形式的な連携

ではなく、人聞の連帯を基盤

とする。

ぞれが大学である。
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全国のFDネツド7ークが岡われていること

・参加校はFDネヲトワークに積極的に関与Lているか?

.参加校が実1聞を得るζとがで量るFDネットワーク在構築
できるか?

.FDネヲトワークは単独の大学ではできない相乗的なFD
を構築できるか?

・各回ネヲトワークは如何にして個性化が困られるか?

・地方の時代にあ。て、地域1::どのよう巳貢献で曹るか?

戸
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東::i.s;c;.
.2園FD*"""，，ーク僑a・・・

京極FD聞鎗捕遭センターによる職略連揚FD

備般大学叡育事恒眼視

GP雄温室長

原清治

hara@bukkyo-u.ac.jp 

東割高

2 

そこで・・・

戦略連携事農を活用してこれらの噛みを解決する
『太字申町京都」ならでは由同宅デルを作ろう l

高
山
-一あ
u

-泉
町

眠障温揚FD6目指曹司り組みと肱?
適切c..ス.~.イルと肱?

G 
当事集では様々な規模形式加大学・短大田要求に応えるζとを

企頭にFD・r牽引型として専門ス9ツフが常駐する形式を採用
|京都目開蝉進セン←

設置

4 

東主I~~

京価高等穂宵研"セン書一・FD研克舎での
アンケート爾量 (2006-2007年度〉

FD岨・闘に措誌も2つのスタイル

相互研修盟:
書大事由取り組みー輔告し畠い

相互に憲且棄損をしτ商品τい〈

畠す冒包牽SE
 
副活nu 

雌
軒
、-d
圃
圃
-
-
M
P
H叫説

d
可
冒
，

E
時

期

引

市

制・7中
r

d

H
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e
岡

島

町

同

作
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『地鼠肉文学温細によるFDの包括研究と
共適切ログラム開鋪・組鍋的週周システムの確立」

東嘉手てh 事業概要

ヤ組織的FD職能開発が削除体制を確立する己とを目的に代寝
挫で晶晶備敏夫牢および連揖棋を中心に、京極地域酒文学・
短期大学由FD活動を推進する軍部FD開発推進セ〉ターを霞
置

》具体的な草書推進とファカルティ・デイ叫ロッパ一番成田た晶車
従研曳且・圃査員を雇用1...集中的な間量・研境活動を実施

》轟統的な研修ブロゲラム由プロトタイプを構築1...履修恒明を鼻
fi'できるよう唯プログラム申体操化を目指す

》先進的な教育改革を行う海外高等教育楓闘の聞査・研究と岡
51 時に提揖関係を鐘曹.人事実慎吾源曲、FD・SD国国陣実施を
推進

》これら由連揖により、地域冊数宵力を組鱒的・畢期的に宜援
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『地鼠肉大事運搬によ畠FDの包括研究と
共通プログラム聞鎗・組織的週周システムの確立」

東主ぷG 目的・ねらい打)

目玄室Q主主虚盟旦

》京都地域の連携文学におけるFD活動の改善を
困り、高等教育梅田としての使命である教育の質
の向上に資すること

》現在のFD1舌勘の問題点である『活動を推進する
指揮的人材不足」、 rFD活動に取り組む時聞の
不足』、『予算措置や人的E置の出来港い』等を

6 I 解決すること

雲d五F品 連。揚毛大主学314・短L項期恒大学:現状
連蟻文学・短文の現状査士分に寵韓すること

加 山 開問 開閉 圃帽 町 山 m 蝿 叫

岬 。 。 。 。.掃 。 。 。 。 。 一一e掃 。 。 。 一。掃 。 。 。 。 。 。 一一E揖 。 。 。 。 。 。 一一F博 。 。 。 。 輔一G博 。 。 企 • • … 岬 。 。 。 。 。一一E蝉 。 。 。 。 。 間開』

J蝉 。 。 。 。 • 一一10 岬 。 。 。 。 。 。山臨時同。 。 。 。 。 。 。問問判官

長モ 。 。1・ 1・ ? 1・ E • a 

『地鼠肉文学連揖によるFDの包括研寛と
共通プログラム聞鎗・組鍋的温周システムの確立」

東主I~;G， 目的・ねらい(2)

'圭企主企巨盟旦
》ファカルティ・ヂイペロヲリ<-1=相当するFO由専門震を雇用宵

晶-tft謂鰐罫音量綜事官界晶型車l
L臭効性白畠品取組へと提げる

す詔品協轡路島F24音量IL 品切
誼概観殿那とも晶体UAZFt
轟盤由確立を目指す

7 I ~ 田県立古叫:SF23包路面Fa銀雪Fン
のt温示ZLtz=:売品部主言語器開団信

9 

11 

代表枝・連揚枝

〈代表校〉悌敦夫学

〈連携按 (14:法人17大学) ) 
京都工芸繊維太単 植谷文学
大谷文学 旭坊短期夫学
京都外国悟大掌 文谷大掌短期大学部
京都事圃文学 草頂短期大学
京都光事女子大掌 京極件固恒短期大学
京都産車文字 京都先草女子大学短期大学陣
京都輔華文学 祖谷大学短期末学部
京都構文学
京都藁科大学
種智院大学

連揚大学・短期大事:さまざまな遣い
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連揚大掌・短期大学:分析

~一一ー衰えぷG基通聖璽
境問一、醐会…ほ的問jl蔽両面耐扇面前い
孟孟瓦二.二三二三四
!>大学聞でのF目白書報唯捉え方、温度差 | 

!>情報支換を目的としたゆるやかな文学問ネワトワ-'7由構築 1
12 ! 由可能性 i 

p-一一竺ー竺ー????I:ーj、<n~M'" 画 i

ど FDの層向型化その，)1リvト・デメリ'lIN:2)
東::t"呂 田 陣 相互輔 恒輔

H トザプヲウシ型 ボトムアップ型 ~ヂィ串ート型 自生型

聞の倒 語出席Z牽強@聾肺され輔る
あなtL・るb、学事z科専綱de門W・自奮hえらをにて欄も足珊ら切， Eお2Z7L4@E舗諸みを問. 掌り合輔いのkよ&司省令司育聞費.知

トヲブダウン. 高 健 低M 中 " '・..自主性 低 高 高 高

，.セノタ--4) ズ中担〈大働ま鳴かな相= 
剛.シズヨ伯包か怠橿一+コ+各ン金・司，mル+eテ費唱z ー行

なし なし

役割

利点 鏑鳳事1::'院DMM=，可，〈.. @・ ヨ治健陪9た仁F闘bが司する.問題に
圃値，実陣tJU三，沿l合Z=ュ直ヲい=たが置テmす可4昼M価聞可間@ 

実沿陪.，1!:fに園b田，1/0;す可る.却問題に

‘rl--1E4'd‘B失点 プトいLいヲVロ=プ犀自グ《ダ例制いラウげムzシaるにa人，幽m師も禽ma・， や勘位l@い=金る写帳べ〈刷"混・きを‘き4伯人知込が太るま厚同こ刷糊噂と@崎が」品血日舗な轟vき・ .・'量やT2aF抽似3，Zに.4回ユ即ユ相喪エゆ互.噌司ィ@が修MZdをbE や酎他値な"品金る阜@、べ〈な郁伏ーき視Aを4値を音J色大知Wま厚岡るれ糊噂乙伺なとE量‘が憂vき. 

ICT活用はFDに有効か(2)

宗主J'S~

空旦位仕毘量
》学務システムと教育向容に関する情報1;1:別のも由と

考える必要が晶る

倒~教
》授業方話路菩13捜業股計(カリキユ
16 継続的に草生白興味・闘心を引曹つけられるのか

目新しさは重要だが、 ICfによって継続的なモチベーションが

維持できる由か

FDの活闘の鳳盟他
そのメリVト・デメリット(1) 

東主IS~ 伝達講習

伝遺踊冒制庫化型
I聖

〈書聾トップダウン型〉

制度化 己組織化

相宜研修・制度化型 ¥| 相E研修・自己組圃化璽
E型 、 m置

〈相互研修・ヨディホト型〉ゾ <相互研修自生聖〉

ICT活用はFDに有効かけ)

五盟主』
〉擾業方法回改善に有効

LMS '7リッカー
園田園

田四回
目回目

》学習の経過を即時的に理解できる(ログ、図表等)

一歩学生が「何に、どこで」つま苛~--'t=!!1かを確認可能

15 ~ ""n 

》学生の捜*ヨするモチページヨヨ吾主みやすい

一歩今までやったこと回ない捜業一歩興味・関心

FDI~.r.育方法の改・』か
「敵宵肉曹のil・』か?

宗主，~，'G.

17 

ICTI立教育方法の改普には一定の効果がある

ICTによる授業運営
鐙
多様な学生を考慮した
捜集方法

一方で、教育内容の改善につながらない場合も。

今「いかに学生を勉強させる由か』が重要

これからは、学士課程で身に付ける学習成果(r学士力J)の
三勺企剖'"土弓世間刑宣品ι
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まとめにかえてけ〉

東::i，s;c;，
教員と事務職員の隙聞をうめるFDス少yフ

18 

大学院生、0目、TA:などの活用も視野に入れて、

教員では困躍な技術的サポートを行うFD車門ス事ツフ
(FD+SD由発想)由育成→FD+SDが重要

まとめにかえて(3)
東::i，s;c;，
>大学が連携するメリットとは?
・京都モデル由構築(学生の街京都にふさわしいFD)

・・・単位互換由応用、「はんなり』した印

ーにTシステムの共同開発
・・・コストダウンにつながる

例)lMSやヲリッカーの共有

>GPが終った後をどうするか?
20・FDer由雇用は?
、々L 平一々 tnjt宮、などなど

まとめにかえて(2)

東主I~~

19 

一斉型FDから教育キャリアに応じたFDへ
若手教恥
....40晶 中堅教員

圏
~圃ヲ

* 
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FDネットワーヲ代表者会.

関西地区FD連絡協議会とその位置

時

田中毎実
車.来事責簿敏育研.. 開借権温センターセシ，一畳

」LJL
泊、守'1"
<.n J:bL 

関西地区FD連絡協議会を支える

• 
• 
• 

「相互研修型FDのための拠点形成』

京文では、書種事様な教育改善活動が自生的に展開さ

れており、その組織的援助システムもあるが、改善活動
由全体は、なお非組織的で平安定.

京太もまだ未成熟だが、比較的整備されたFD/TLセシ
事ーをもっ大学として由社会的責任も晶る.

組織的連携による相互扶助の組織化をめざす. 

相互研修型FD拠点形成へ

3 

可向山圃~1.，ø誌誕..."，.
FDの類型
一書膿型四と相互研修型四一

非日常的・イベント的

I型(啓蒙型) E型
〈イベント的・制車化宣} 【イベント的・自己組組化型}

制度化 自己組織化

N型 E型(相互研修型)
(日常的・制1Iit型} (日常的・自己組組化畳}

日常的

明ヲ~ F 五正玉ム正宮マ

ネットワークのネットワークヘ
- なぜ太学教育で連携が求められるのか

• 
• 
• 

孤立・分断岨争個別曲力量の豆しさ、大学の多忙4ι相互扶助
主省力化 遺犠・ネットワーク化へ

そのためには、オープシ化、共有地(コモシズ)由設定、
そして連携というプロセスをたEる必要がある.
今日では、ハイスピードで、しかも全国的な規模で、大
量に、FDネットワー告が組織されつつある。(政策障導
の成果だ)

それぞれのネットワ-1]由規模、水準、達成に差異が晶

るーネットワ一空白ネットワ-1]化が必要で晶り可能だ

大司.. 住民の.. 育寄・@ための

大学問連携拠点
〈相互脅・型 '0・~モデル〉

FfZ窓zr同鼠晶誼炉吋臨EFA 【孟鑓.，
『留民r-
山 F園田園

FamE甜高r

司て守

同幅._ - 雪~君 臨.措一回

，，-圃曙. 詰r 匹目""..~ 
圃器拡 ー対 ¥・議

ーーーーーーーー... 

ヨ孟竺L ニ毛主よ与三

相互研修型FDの組織化へ

-それぞれにローカルな特性をもっ個別大学にお

ける個人あるいは集団の日常的教育改善の努

力 (ill型)を活かす.

・この努力を促進する手だて(I.II.N型)を講ず
る0

・個別大学では十分な達成が困難であったり、個

別大学どうしの努力を効率的に補完することが

できるのなら、地域間連携を。

z 

6 
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組織化の全学への拡大

• 10研究科ヒアリングから見る京大FD

・日常的なFDの実質的全学展開がある

・学部奄主体~ætる教育体制
.iiØ実体制維持C;)~めc;)教育という問題意趣
(相究中心事史学c;)典型例)

『白血ぬ学園」理念ぬ再規定

全学FD研究検討委員会の発足へ

大学院生のための教育実践講座

今年度までに4回実施(一昨年からは全学FD研究検討
委員会の主催)

・京都大学の社会的責任への応答

・就職対策ー総長名の修了置の授与

・短期間の集中ー短いセッションの切れ目ない連続、
ボディワーク

.ベーシックとアドヴァンストに分割

・組織的・体系的な研修システムへ一部局プレ印な
どとの連携

9 

11 

工学研究科との連携

-工学部の「授業評価の実施によるカリキュラム
改善」、「卒業研究調査」、「公開授業による相E
研修」、「遠隔授業」を支援する。

・得られた知見を、共有化する。工学研究科教育
シンポジウムなど。(優れた報告が多い)

・こうしてfFD支援システム」をさらに成熟させる。

「ベーシック」の概要
9時40分受付
10時00分開会式 挨拶(総長)/趣旨(大塚雄作)

グループ討論1r大学の授業について」
ミニ講義1r大学の授業1J (松下佳代)
ランチと自由討論

8 

10時30分セッション1
11時30分セッション2
12時00分セッション3
13時00分セッション4 グループ討論2r大学の授業で教師に求められる

もの」
14時00分セッション5 ボディー・ワーク「他者とのつながり・自分とのつ

ながり』潰野清志(京都文教大学教授)
16時00分セvション6 ミニ講義2 r大学の授業2J (溝上慎一)
16時30分セッション7 全体討論「大学で教えるために」
17時30分セッション8 ミニ講轟3 r文学で教えるためにJ(田中毎実)
17時50分閉会式 挨拶と修了証授与(副学長)

終了パーティ (18時30分まで)

12 
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文学研究科ODリレー講義

-本授業は、文学研究科ODによる学部生向けリ
レ一式入門講義であり、同時に、各ODrこ対する「教
育研修」の場である。

-そのため、京都大学高等教育研究開発推進セン
ターの協力を得て、同センターが推進している「相互
研修型PDJのシステムを取り入れたrpD研修』を各
ODrこ対して実施し、最終的には京都大学総長名で
rpD研修修了書」を発行する。

京都大学FD研究検討委員会
(平成18年12月5日研究科長部会の決定により発足)

太学教育研究フォーラム
{園肉遭揖提点)

金."尖"'FDlIIIeIIII.情... 
実... 宵司*ヲ<-.ム

固肉@大... 曹冊俸4・【創順∞".・2圃
帥瑚刷I/T;..，m;，タA帽帽
ラタふ持'-;初a温r.&oliDbl膚

束事.膏李会田且事費 rFDDダイナ奇ヲタス」

増間叩 11./1).冊目によ叩

サ予ライト~，ィ.

品川|
文学敏育学会

13 

叩"'JlillJl:lUIiIA~"'.
大学敏育研束フナーラム 胃18.!R:FDO)ダイナ暑ラタス

-圏内Bフロッヲの拠点枝の設置、拠点枝
の中核としての活動

・拠点枝におけるFD研修(プログラムの
開発・運営)

・「日常的な教育改善を通してのFDJの
抽出・記録化と共有

・太学教育研究フォーラム、大学教育学
会等における研究成果の発信

7 

r、
(齢J[ι齢)

、』ーーノ
-5園田輔、芝竺二一

車4・大学問事範大..大阪市立大学唱".
聞置地区@園舎私立齢13:大'
倶極λ 圏中U (J;!.J眺3
園周.憾《同志笹"，
朱'暢俊《文庫市コた}

(f!!sJJ.文学レベ1/.，，::.盆Eレベルt!:t'IiI:Itず:o
rltblllvべIf，J(/).重要佐

→ 必'fltialJtlfl1A.i1fJ!it.へ

-個別大学レベルでは対応できないFD支援体制の整備
.情報の共有

・共通のイベント開催(研修、研究会)

・人的・資金的な課題

海外連機
{国庫連揖提点)

梅外センター1:の童画・共同研寓

，-，←-j::大学マギル文学
νウル大学.，損ルポルシ文学.
カネギー尉聞な"

16 

18 
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地域拠点レベルの支援体制

・個別大学レベルでは対応できない、FD支援体制が求め
られる(補償と省力化)。

一個別太学のローカリティや同僚性に即した支援を行う
ためには、地域的同貫性などが求められる.

・現実的な可能性は?

ーキャリア対応システム、随時対応システム

・緊急に、制度的整備が求められる。

19 

守 FFEア 」tL-ZJJF

関西地区FD連絡協議会(1) 
-第1固協援会 1月13日午後Z時四5時半(懇親会)

議 伊藤縞織Eftぎ
ニーズ聞査(聞西地区250大学)回収率70パーセント
-第2囲拡太協鴎会 9月3日午後S時四5時(懇親会)
・授業評価ワーヲショップ(1月12目)50枝参加
-設立総会(4月26目)104枝参加(年会費2万円)
・幹事校舎鴎(6月13目}予算、WGの決定など
・第2田健全(4月25目) 108枝

団地域連携拠点

-・E斗孟画面温・-

E，持今靖舟崎帽号明信明. 
. 含岬ナ守許・幽由画伯副唾白幽a・

E誼誼箇舗幽幽・

聞輔噸削前帽

現在は127枝(111法人)

21 

関西地区FD連絡協議会
(平成19年1月13日発足)

[1l岨岬叩liI刷11"

情欄鰻の叫嶋JJコ汁岬ウヨ申ン
四DZl山田市川 l 
欄噛供u情報の嶋田

問官有師同町師抑制:rrn:tr司 l

可申FTI- 34rLJ34-17 E 

関西地区FD連絡協議会(2)
.FD情報支援WGイベント支援、構師紹介
.回連携企画WG
和国シンポヲウム於立命館「思考し表現する学生を育てる」
関西FDパイロット枝神戸常磐大単、量野大学・車掌癒法学制
.四研覧WG
.r捜書評価研究SGJ
・「携帯電話による出欠確毘SGJ
~Iiエ量大掌、~Ii商業大学、唖女子短期大学、植谷文学、追手円掌院大学
rWeb公開授業研史SGJ
.FD共同企圃WG
初任者研修プロジ:J:?ト
-研修マトリッヲスと研修カレンダー

ネットワークのネットワークの課題

・個別ネットワークどうしの連携を。

くネットワ-'7のネットワ-'7>のある程度恒常的な
組織化を。

・それ以前に、個別ネットワークの存続が危ぶま

れる。

-拠点枝の熱意に依存している。

-ファンドが不安定・不確定であるロ

ー(政策誘導を完遂するべく〕制度的な保障を。

22 

24 
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北海道地区FO.50推進協議会
ー--=-園田圃.圃由ー・・

北海道大事高等教育機能開発総合センター

細川敏幸

FOの構造化{小笠原2008】
一宮:-::0ー

1.職業倫理に関わる研修

行動規範・伸邸周領

2.体系的な教育理論に関する研修
タキソノミー，学習方略，評価

3.学習戦略・教育技術!と関わる研修

-倫理と理論は普遍的(必須科目}→機関ごとに

・教育技術は，分野，目的に依存→横断的研修，

学協会，地域コンソ シアム

探世代盟大学叡宵膏修シス手色

.宵寝-
a.九上-定
a・w・C麹宣化 .. 耐包
車位質克也蘭"

... 穣・-・掌生刷阻曙.，.5-=ンク【ネヲト掴
クリ砂抱一

P
J
 

.. 咽・
敏a・・の・・企画力

ケスス舎ザィ
コミユ=←~ヨシヵ

官諸問帽
体損的教育温調園

孝司朝u・-・棚眼鏡鯖

T曹箆P
体操的信曹司島睡・

ケススタディとドライラポ
コミユニト泊四

FOの多様化と醸題

一鈍授業評価(学生あるいは教員による)

潟措穆量参観

認授業コンザJレデインク
話授業方法についての研究会

調講演会，青演会への派遣

認カリキュラム改訂

課題

L 大学により温度差

2 広く捉えて，逃げる. (これではやり損)

曹l

1.職業倫理に関わる研修

体系的な教育理論に関する研修

2.学習戦略・教育技術に関わる研修

-倫理と理論は普遍的(必須科目)→初期の目的

-教育技術は，分野，目的に依存→地域コンソーシ
アム由次なる役割

|『輔副臨時FD'SD判開~J掴

前ぃ.1.1..浦康‘る学生..領I
2・肉手生øiltl-.ifE幽櫨仇 2・外手生.λ..~

関
係
開
体
・
名
樽
草
大
学
次
世
代

Fo--R合

i
i
 

S
E
F
2
2
2
 

置
墨
・
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相醐……醐 lルr

宜

エ
E
 

E
 

~. 取組の概要

1. FD町{コァカルティーディペロッパー〉の費量虜
{鋳".プログラム聞..alli:派遣.，

2 新佳織員学帽文学院別利目別F~プログラムの聞鱒喪施

3. SD'TAO研修プログラムの開発，実施

4セミナーIワークシヨヲブ，輯農舎.の共同企画の軒冒実施

&. FDプログラム@体系化多様化ι向けた闇"研掠

8全国他地区O)FDホヲトワークとの相互実寵及び学協会等@関係団体
恒巴東主北海道地区大学一般像育研禽会栴どの遮機

北.温旭区FD・SD権温協橿金.'"罰

.惨事会

"事濃何時'"駒
健司慢_ DC。文学
幹.後 000.文学 00文学000文学
000:文学 00大，
'.HHψーブ@

温
肉
外
の

『

J

ツ
一
シ
7
A

・

情
報
史
誕

加重量産
'志・a旭区.0実..【実用!Ii'.:t.蕗事3
2 志・a旭区に綾泊峰..・..旭区E院外の.~..  

FDSD推進協嵩舎の今後

1.協議会発足叩月8日
2. SD明修会 10月 15~16日
3. FD研修会 11月6~7日
4.およそ40機関(総数63)が加盟 (8月
25日現在)

。緩い結合，密な情報交換
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いわて高等教育コンソーシアムにおける FD活動について

岩手大学後藤尚人

主主Eの発表では、発表レジ2メ以~/;::、 E付資料とレで、

-いわで高等教育コンソーシアム・グーフレ ')11、fいわで高等教育コンY-S/7ム広

お11，[，幼塚の中夜をEラλ材青瓦tと員百の拠点形成の推進ン [H20.72~伊'RlJ

・いわで高手数翼手コンLノーシアム rニュースレタ-11}子宮号'J[H2 7.7.37発行1
・ yィアシスタンf、 r5，ンラノロ伊~の手5/~ (-乎liJt27年度成JJ

を参照度ぎな卓也、ロ震で説明を仔いまレ!c。

発表レジzメの厚揮にあたり、よoelE#.賞斜参府節分を取り込みつつ'/10.草壁・修正を/10.え、
第み得.[，壱のとレまiJ!c。

いわて高等教育コンソーシアムは、平成20年度の文部科学省戦略的大学連携支援事業に

「いわて高等教育コンソーシアムにおける地域の中核を担う人材育成と知の拠点形成の推進」

(代表校:岩手大学)が採択された事を機に、コンソーシアムの母体であった「いわて5大学

学長会議」を発展的に(解消ではなく)噴鷺~作られた組織です。
以下、いわて高等教育コンソーシアムの事業内容の概略と、その一事業であるFO活動につ

紹介し、岩手県下の大学で行われている FOの現状と課題を浮き彫りにしたいと思います。

【いわて5大学学長会議】

いわて5大学学長会議は、平成 12年に短大を除く岩手県下の全大学が連携して設置され、

5大学の学長合意のもとで、高大連携や単位互換、図書館の相互利用、共同シンポジウムなど

の事業を行ってきました。

5大学の構成は以下のとおりです。[専任教員数は事業申請時 (H20.6)現在]

*岩手大学[国立:収容定員5，192名、専任教員418名]

4学部:人文社会科学部、教育学部、工学部、農学部

5研究科:人文社会科学研究科 (M)、教育学研究科 (M)、工学研究科 (0)、

農学研究科 (M)、連合農学研究科 (0)、

*岩手県立大学[公立:収容定員2，079名、専任教員205名]
4学部:看護学部、社会福祉学部、ソフトウェア情報学部、総合政策学部

4研究科:看護学研究科(0)、社会福祉学研究科(0)、ソフトウェア情報学研究科(0)、
総合政策学研究科 (0)

*岩手医科大学[私立:収容定員 1，582名、専任教員626名]

3学部:医学部、歯学部、薬学部

2研究科:医学研究科 (0)、歯学研究科 (0)

*富士大学[私立:収容定員 1，250名、専任教員50名]

I学部:経済学部

I研究科:経済・経営システム研究科 (M)

*盛岡大学[私立:収容定員 1，120名、専任教員51名]
I学部:文学部
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5大学を併せても、 13学部、 12研究科、在学生数 12，369名 [H20.6月現在]、専任教員数

1，350名[同]で、規模的には大都市の総合大学にかないません。ちなみに東京大学は、学生

数が28，000名(学部生約 14，000名、大学院生約 14，000名)で、教員数が約3900名です。

5大学学長会議は、名称からも推察できるように、いわば{委員会}組織であって、事務業

務も年度毎に幹事大学が持ち回りで行うというものでした。年に一度、幹事大学主催で行わ

れる共同シンポジウムが活動の華というわけです。

【いわて高等教育コンソーシアム]

いわて 5大学学長会議を、委員会組織から{センター}組織へと発展させたのが「いわて高

等教育コンソーシアム:イーハトープキャンパスJ (以下「いわてコンソ」と略記)です。

これまでの 5大学学長会議には予算がありませんでした。事業検討委員会や学生部長等会

議など、 7つの委員会・会議が学長会議のもとに作られていましたが、各会議はいわゆる手弁

当で運営され、共同シンポジウムの会場費等は幹事大学が捻出してきました。

平成20年度の戦略的大学連携支援事業に採択されたことで、状況は一変しました。補助金

により専属の事務スタッフを雇用したり、 ICTを活用した諸事業実施に向けて教育研究環境

の基盤整備等が可能となりました。となれば、いつまでも委員会組織を続けるのではなく、

事務局機能を持った強固な組織作りが必要だということで、いわてコンソが立ち上がったわ

けです。

いわてコンソ設立の趣旨・目的は、

本郷一広い東止を舟つ岩子爆で、者声rOl究分野の主事t;t7.i5大学tJえ各大学の待遺書を慶大』震に活
:Q'~ つつ、道援を強化L て I池拐の郊の'JI!l.占有J を形成L、多大学の経営基盤を虜ftず与と共に、地

域の必佐子占をf1~習す。

というもので、 5大学問で平成20年9月26日に協定書を交わし、翌21年1月27日に設立

記念シンポジウムを行って、その発足をアピールしました。

組織名の「いわて高等教育コンソーシアム」には「大学」という文字が含まれていません。

この命名には、将来的には県内の短期大学や高等専門学校をも含めた組織にしようという意

図が含まれています。が、現時点での連携校は 5大学のみで、我が国における高等教育のコ

ンソーシアムとしては、最も小規模なコンソーシアムの部類に入ります。

その小さな「いわてコンソ」が、戦略的大学連携支援事業として計画したのが5つの取組

20の事業で、こちらは大規模コンソーシアム並の勢いです。

【いわてコンソの戦略的大学連携支援事業】

事業名は上述のとおり、「いわて高等教育コンソーシアムにおける地域の中核を担う人材育

成と知の拠点形成の推進」で、連携取組の概要は、

鹿島罪適llJ倖や家序の質保証など大学を耳切善ぐ状況、低迷す革大学進学事や東F守威厳司首会どの

地統的課占1/，ご対応す7.i 7をめ、いbて 5大学学長会議参加'/Jl:Q櫨擦を強'ft~、越裁のや4曹を皇ヨラ人

材摩成をE指す ipbでi1!f!ifii!t淳コンソーシアム:イーハFープキャンノ(AJを設立Lで、 5つの
波活(f(20事業jを実施す者。

というものです。

補助金がつくのは 3年間ですが、事業は開始後 10年を見据えたものとして計画しており、

イーハトープキャンパスを軌道にのせた後には、いわてコンソのオリジナルプログラムとし
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て「地域リーダー育成プログラム」を実施すると共に、 5大学の連携を更に強固なものにして

イーハトープ大学を始動することになっています。

事業の展開は以下のように3期にわけて計画しています。

*始動期(平成 20 年~22 年) :イーハトープキャンパスの設立と整備

*稼働期(平成 23 年~25 年) :地域力向上と知の拠点形成

*展開期(平成 26 年~29 年) :ま之と上工芝さ警の始動

事業内容は、いわてコンソ内の取組として 3 つの取組 15 事業(下記表中の番号 1~15)、い

わてコンソと高大連携の取組として I つの取組3 事業(同 16~18)、いわてコンソの地域貢

献の取組として I つの取組2 事業(同 19~20) があり、具体的には以下のような区分・内容

になっています。

【5つの取組20事業の内容】

取 番
事 業 名 事 業 内容

組 号

盛岡駅西口の「アイ」ナ」を共通講座や各種講演会、 FOや 県
共通キャンパスの整備 SO、高大連携事業と腕活用するため、「岩手県立大学アイーナ 立

キャンパス」内に事務局機能などを整備する。 大

単位互換学生の学習環境を整備すると共に、授業支援や教員

岩手(1) 2 
Webを活用した授業学習支援システ の日常型FD活動を支援するため、授業学習支援システム「ア

教 ムの導入 イアシスタント」等をコンソーシアム用にカスタマイズして 大
育 導入する。

研
いわて情報八イウzイを活用した 岩

究 3 
岩手県の「いわて情報ハイウェイ」が5大学で利用できるよう

手
環 ネットワーク構築 に、ネットワーク環境を整備する。 大
境

上記「いわて情報ハイウェイ」を利用して、リアルタイムで授
の 岩手
基
4 遠隔講義(TV会議)システムの構築 業が配信できるように、遠隔講義 (TV会議)システムを構築

盤
する。 大

整 優秀授業等の一般公開 (QCW)用オンデマンF配信や、履修 岩
備 5 eラーニングシステムの構築 者限定のアクセス・管理が可能なeラ」ニングシステムを構 手

築する。 大

SO (合宿暗修会、講習会、研究会等)を共同で実施することに 岩
6 SD研修の共同実施 より、 5大学の職員の能力を向上させ、教育研究環境の改善に

大手
貢献する。

FOの義務化に対応して、 FO(合情研修会、講習会、研究会等)
岩手7 FD研修の共同実施 を共同で実施することにより、 5大学の教員の教育方を向上

させ、教育改善に資する図 大

地域の中核を担う人材を育成するため、岩手県の伝統や文化、
県立8 地域人材育成(岩手学)講座の開設 共生の思想、経済、産業、地域医療の動向などを総合的に学べ

る「岩手学」の共同講座を開設し、単位互換を促進する。 大
(2) 

宮士教 9 特色ある講義の充実
単位互換の促進に向けて、各大学がそれぞれに特色ある分野

育
の講義を充実させる。 大

力 地域の課題案件について、 5大学の学生が連携して問題解決

の 10 学生の地域参加プロジェクトの実施 へ取り組む公募型プロジェクトを実施する。これにより、学 科医

向
生の自由な発想と組織力・行動力を養い、プロジェクト型授業 大
との遅甥をを強める。

上
留学生を対象に日本語・日本文化教育に関する個別学習用オ

岩手
11 留学生教育の充実 ンラインシステム教材 (eラーニングコンテンツ)の開発を行

う。 大

「岩手と世界とのつながれの重要性と地域づくりに対する学
岩手12 教育の国際化 生自身の役割を啓発するため、多文化共生社会を目指した困

際教養教育を実施する。 大
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コンソーシアムの取組を総合的に紹介Lたピデオを多言 岩
(3) 13 東アジアとの連携 語(中国語版や韓国語版など)で作成し、東アジアを中心 手

知
とLた国際連携を推進する。 大

の 世界遺産登録を目指す平泉町文化争、新渡戸稲造、啄木や
盛

拠 14 
地域文化(平泉、賢治、言語など) 賢治、言語研究なE、人文科学分野について、研究者が横

岡

点
研究の推進 断的に連携Lて地域文化研究を推進し、成果を教育と地域 大

へ還元する。

形 自殺率減少の実現など、地域が直面するテーマについて、 医地域医療・福祉の向上を目指す研究
成 15 

の推進
連携大学の得意分野を生かLた研究を推進し、公開シンポ 科
ジウムなEを通Lて学生及び県民への理解を深めるロ 大

(4) いわて情報ハイウェイを活用した講 「いわて情報ハイウェイ」を活用Lて連携大学の講義を県 岩手
大 16 義の配信

内の高校へ配信L、高等教育への闘心を喚起することで低

学 迷する県内大学進学率の向上に努める。 大

進 共通キャンパスを活用した公開事業 「アイーナ」及び「岩手県立大学アイーナキャンパス」を活 県立
学 17 

の実施
用Lて、高大連携制度による大学の授業の聴講争、公開説

率 明会などを開催する。 大

の 現行セッションは各大学へ高校生が分散するが、分散前
富士向 18 誌大版ウインターセッションの実施 に、大学の教育研究活動の説明を共同で行うなど、ウイン

上 ターセッションを拡大実施する 大

(5) 岩手県と実施Lているス」パ」キッズ事業等をもとに、

地 スポーツユニオン、シニアカレッジ 「スポ」ツユニオン」を形成Lてスポ」ツ科学センタ」と 岩手19 Lての役割を担う。また、 JTBと実施Lている「シニアカ
域 等の実施 レッジ」を共同事業として位置づけ、地域発信型事業とす 大
の る。
活

各大学の公開講座を共同実施し、より高度な生涯学習の場
性 盛
20 生涯学習の場の提供 を地域住民へ提供すると共に、コンソ」シアム事業につい 岡
ィι ての理解を深める。 大

これらの事業を円滑に実施するため、上記 20の事業をその内容と担当主務校等を勘案し

て、以下の 7つのプロジェクト委員会にまとめています。

*教育研究環境等プロジェクト委員会

1.共通キャンパスの整備 2. Webを活用した授業学習支援システムの導入

3.いわて情報ハイウェイを活用したネットワーク構築

4.遠隔講義 (TV会議)システムの構築 5. eラーニングシステムの構築

16.いわて情報ハイウェイを活用した講義の配信

17.共通キャンパスを活用した公開事業の実施 18.拡大版ウインターセッションの実施

*人材育成・地域文化拠点形成プロジェクト委員会

8.地域人材育成(岩手学)講座の開設 9.特色ある講義の充実

14.地域文化(平泉、賢治、言語など)研究の推進

* SDプロジェクト委員会
6.SD研修の共同実施

* FDプロジェクト委員会
7.FD研修の共同実施

*教育の国際化プロジェクト委員会

11.留学生教育の充実 12.教育の国際化 13.東アジアとの連携

*地域の活性化プロジェクト委員会

19.スポーツユニオン、シニアカレッジ等の実施 20.生涯学習の場の提供

*地域課題解決プロジェクト委員会

10.学生の地域参加プロジェクトの実施 15.地域医療・福祉の向上を目指す研究の推進
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そして、いわてコンソ全体の運営体制としては、

*理事会 (5名 :5大学の学長)

*運営委員会(13名:運営委員+各プロジェクト委員長)

*プロジェクト委員会 (5大学選出委員71名+各大学事務担当者80名)

*事務局(16名 :5大学の事務代表+いわてコンソ・コーディネーター I名)

を組織し、さらに外部からその運営状況を評価して頂くため、

*評価委員会 (5名:岩手県、岩手県教育委員会、岩手県国際交流委員会、岩手銀行、科

学技術振興機構JST)

を設置しています。

【実施休制と評価体制】

いわて高等教育コンソーシアム理事会
*5大学学長会議

統括

コンソーシアム運営委員会

【同飾綿織事輩の企画・遭醤・評価】

窓コン、ノーシアム運営委員

コンソーシアム評価委員会

【件都組織事華の評価・提言】

*岩手県教育委員会

念プロジェクト実施責任者 *岩手県国際受流協会
$プロジェヴトコーディネ-9.等 *いわて未来づくり機構、等へ委嘱

"11 

各プロジェクトの実施委員会

【阿部組織i車車田実施】

$プロジェクト実施責任者 *プロジェクト実施委員 *事務局

このように、いわてコンソの運営には、のべ 185名の教職員と 5名の評価委員が関わり、当

初計画の5つの取組20の事業を、実施の観点からまとめた7つのプロジェクト委員会のもと

で展開しています。[委員数は平成21年9月現在]

【いわてコンソの FDプロジェクト委員会の構成と活動】

FDプロジェクト委員会は、戦略的大学連携支援事業の iFD研修の共同実施」事業を担当し

ています。委員会のメンバーは、岩手大学2名、岩手県立大学 I名、岩手医科大学3名、富

士大学3名、盛岡大学 l名の計 10名で、事務スタッフが大学順に2、2、2、2、Iで計9名

のサポート体制を組んでいます。[委員数は平成21年9月現在]

委員会の開催は概ね2ヶ月に一回程度としていますが、本年度(平成21年度)前期は、 5

月、 7月、 9月の予定のうち、下記の FD合宿等で7月の委員会が開催できませんでした…

主な事業内容は、 FD合宿研修会・講習会・研究会などの共同開催(イベント型FD活動)と、

アイアシスタントの活用による日常的FD活動の推進です。

それらの諸活動を推進するにあたり、貫主集長勲男教虫長男よ孜ま支鷺主役支県長iょj事
費案受思費康男摂濃ル支熱岐点玉虫長点豆長支史忽立た定食~という基本方針を FD プロ
ジェクト委員会として確認しています。これは、連携校から選出されているプロジェクト委
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員への負担に配慮すると共に、 iPD=強制」という観念を教員へ植え付けないためにも重要

だと考えています。

※アイアシスタコノ』、を活用心It家賃レペ';Vl.'のB宥'!f!FD左flb

アイアシスタント@は、平成17-19年度の教育研究特別経費(文部科学省)による「大学
教育センターにおける組織的授業改善と教室外学習支援システムの構築」事業によって、岩手

大学で開発した授業学習支援システムです。(側アイシーヱスよりパッケージ版を販売中リ

標準的な LMSの機能はもとより、学務・教務情報と連動することで、教員の手を煩わす乙

となく担当科目時間割や受講者名簿等が学期の始まりと共に使え、旧カリ・新カりへの対応

(重複科目)や、曜日・時間の管理(全学休講対応や授業回数確保のための曜日の変更対応)を

行うと共に、一度書き込んだデータは無駄なく再利用できる(シラパスの再利用や授業予定を

授業記録へ取り込む)など、ユーザーピリテイを追求したシステムになっています。

諸機能の中には、シラパスの作成・公闘機能や授業記録を毎回つける機能が備わっており、

教員は、あらかじめシラパスに書き込んだ 15回の授業予定 (Plan)に基づき、実際の授業を

行い (Do)、その授業をシラパスの予定と比較して記録し (Check)、問題点があれば次回以降

の授業へ向けて改善を行う (Action)ということを、日々の授業を通して行うわけです。

【いわてコンソの FD活動]

以下に、これまでの活動実績及び本年度の活動予定を列挙します。

平成20年度

*盛岡大学へアイアシスタントを導入(平成20年度末)

→パッケージ版をもとに、シラパスの項目等をカスタマイズして納入しました。

平成21年度

*アイアシスタント説明会(平成21年 5月20日、 25日、 26日)

→盛岡大学へアイアシスタントを導入したことに伴い、盛岡大学教職員向けに、 PD

システムとしてのアイアシスタントの活用法等の説明(いわてコンソ関連は岩手大

学人文社会科学部教授の後藤尚人が、アイアシスタントの開発コンセプトについては岩手

大学大学教育総合センター准教授の江本理恵が、諸機能の使い方についてはアイシーエス

の藤井達也氏が担当)を行いました。

*医学教育ワークショップ(岩手医科大学主催 :7 月 17 日~18 日)

→日本医学教育学会主催「医学教育者のためのワークショップJ(富士教育研修所で昭和

49 (1974)年から実施している通称「富士ワークショップJi富士研J)方式で、カリキュ

ラムプラニングをテーマに行いました。

→具体的には、「基本的臨床技能実習J(5・6学年向け)と「科学的根拠に基づいた医

療 (EBM: Evidence Based Medicine) Jの授業計画を構想するというものです。

→参加者は、スタッフ 10名、ゲスト I名、岩手医科大参加者 18名、連携大参加者

7名(岩手大7、岩手県立大2)で計36名でした。

→なお、ゲストの松島雅人氏(東京慈恵会医科大学臨床免疫学研究室准教授)は、岩

手医科大学でワークショップ前日 (7月16日)に、 iEBMについて」と題して講

演会を行っています。
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* FD 合宿研修会(岩手大学主催 :8 月 20 日~21 日)

→テーマ「学土力の育成と問題解決型授業の導入」

→具体的には、初日に PBL(Problem / Project Based Leaming)に関する講演 (PBL

導入の意義や具体例の紹介:講師は佐藤洋一氏:岩手医科大学医学部解剖学第二講座教授)

とグループワーク (PBLを取り入れた授業方法)を行い、二日目はグループワー

ク(学士課程答申等から「学士力」を学ぶ、身につけさせる学士力を考える)を中

心に行いました。

→参加者は、スタッフ 8名、ゲスト z名、岩手大参加者34名、連携大参加者3(岩
手医科大2、盛岡大1)で計47名でした。

*第 59 回東北・北海道地区大学一般教育研究会(当番校岩手大学 :9 月 3 日~4 日)

→東北・北海道地区の大学が持ち回りで行っている研究会ですが、当番校が岩手大学

であることから、いわてコンソ連携校へ分科会での発表依頼を行い、 3分科会で

15件の研究発表のうち、岩手医科大2件、富士大I件、岩手大2件の発表が行わ

れました。

*岩手医科大学医学教育講演会(岩手医科大学教育研修部会・いわて高等教育コンソーシ

アム主催 :10月16日)

→岩手医科大学にて、学部学生の研究室配属の意義と AdvencedOSCEに関する 2件

の講演(講師は、藤宮峯子氏:札幌医科大学医学部解剖学第2講座教授、伴信太郎氏:日

本医学教育学会会長・名古屋大学教授)が行われました。

* FD研究会(いわて高等教育コンソーシアム主催:12月 18日)
→「大学教育の革新と FDの新展開」と題して、国立教育政策研究所高等教育研究部

総括研究官の川島啓二氏による講演と意見交換会を行います。

→会場は岩手大学ですが、講演部分は遠隔講義 (TV会議)システムにより連携校へ

配信する予定です。

*富士大学へアイアシスタントを導入(12月末)

*アイアシスタント説明会(平成 22 年 1 月~2 月)

→富士大学の教職員向けにアイアシスタントの説明会を行います。

→加えて、昨年度末に導入した盛岡大学でも再度説明会を行います。

中 FD 研究会(いわて高等教育コンソーシアム主催:平成 22 年 2 月末~3 月上旬)

→相互研修型FDに関して、京都大学高等教育研究開発推進センター教授の田中毎実

氏による講演と意見交換会を予定しています。

→講演部分は遠隔講義 (TV会議)システムにより連携校へ配信する予定です。

【いわてコンソ FD活動の課題と展望】

アイアシスタント関連では、平成22年度の岩手医科大学への導入をもって、いわてコンソ

連携5大学のうち 4大学(他のシステムが稼働している岩手県立大学を除く)で同じ LMSが稼働

することになります。それに伴い、 4大学問では、単位互換制度により他大学の学生が受講

していても、自大学の学生と同じようにアイアシスタントを使って宿題やレポートを出した

り受け取ったりすることが可能になり、教育環境の利便性が改善されます。また、アイアシ

スタントによるシラパスや授業記録の一般公闘機能を通して授業の{見える化}が行われ、シ
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ラパスには立派なことが書かれているものの{プラックボックス}となっていた実際の授業

の情報公闘が進みます。さらに、アイアシスタントは教員の日常的 FD活動を支援するシス

テムでもあるため、アイアシスタントを活用することによって連携大学における教育力の向

上が見込まれます。もちろん、そこには自主的に授業を当初計画と比較しつつ改善して行く

教員の不断の努力が必要であることは言うまでもありません。

FD合宿については、平成 21年度は以前から行われている岩手医科大の医学教育ワーク

ショップや岩手大の FD合宿研修会へ連携大学から参加者を募るという方法がとられました

が、平成22年度からは「いわてコンソ」主催で新たな FD合宿を企画し実施することになっ

ています。その際、 5大学で共有できるプログラムの立案もさることながら、ノルマを課さ

ずに参加者を募るという基本方針を貫徹できるかどうかが、今後のいわてコンソ FD活動の

試金石になると恩われます。

岩手大学では、各学部から最低8名参加というように{ノルマ}を課して FD合宿研修会を

実施しています。そのため、当初は乗り気でなかったという教員が少なくありませんが、プ

ログラム終了後のアンケートにはほとんどの教員が「参加して良かった」と答えています。

その状況を、嫌がる学生を教室へ引っ張ってきてでも授業を受けさせることによる{教育

効果}に重ね合わせることは可能です。とはいえ、当初は僅かでも自主的に参加した人から

の口コミによる評価・評判によって次第に盛り上がって行くというのが理想的なFDのあり方

でしょう。

いわてコンソのFD活動全体については、 20ある事業のーっということから、 FDに特化し

た戦略的大学連携支援事業の内容と比べると、新たなプログラムの開発(初任者研修プログ

ラムなど)なども行われていないため、やや見劣りするかもしれません。とはいえ、連携大

学で既に行われている FD活動には、岩手医科大学における医学教育ワークショップや、岩手

大学で取り組んでいる「教授技術『匠の技』伝承プロジェクト」のように注目すべきものもあ

り、当面はそれらの成果を連携大学内で浸透させることが肝要だと考えています。もちろ

ん、他のコンソーシアムや他大学のセンタ一等で行われている先進的な取組については、取

り込めるものは可能な限り吸収して行きます。

最後に、 FD活動だけに限ることではありませんが、今後の最も大きな課題は、いわてコン

ソが稼働期(第2ステージ)に入る平成23年度以降の運営体制をいかに構築するかだと認識

しています。平成20年度に採択された戦略的大学連携支援事業はいずれも 22年度末で補助

金がなくなるため、苦しい状況はどこも同じです。ただし、既存のコンソーシアムを母体と

して戦略的大学連携支援事業に採択されたところと、いわてコンソのように採択と共に立ち

上がったコンソーシアムとでは、事情は異なってきます。支援事業の継続と運営体制そのも

のの継続というこ重の課題を背負っているからですロ

政権交代により、戦略的大学連携支援事業の予算は、仕切り直しの概算要求時点で当初の

要求額から大幅に減額されている (90億から 50億へ)という情報もあります。 23年度から

ではなく、 22年度から補助金が予定通り入ってこなくなると、課題解決どころか、事業の実

施さえもおぼつかなくなるかもしれません。このように行く先には暗雲が立ちこめています

が、今後どのような状況に直面するにしても、 FDネットワーク代表者会議 (JapanFaculty 

Development Network: JFDN)で得られる知見をよりどころにして、地平を切り開いて行

きたいと思います。
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第2回FDネットワ-'7代表者会議 2009・9・9

東北地域ならびに仙台圏のFDネットワーク

報告の構成

ロ1r国際連携JFDプロジェクト
口E 東北地域太学教育推進連絡会議

ロE 学都仙台コンソーシアム(戦略的GP)
ロW 東北地域高等教育コンソーシアム
ロV 各太学の個性を活かした

東北大学高等教育開発推進センター 多層的なFDネットワーク形成へ

闘肉隆

1 -1 r国際連携JFDプロジzクト

ロ特別教育研究経費『国際連携を活かした高等教育システ
ム由構築』プロジェヲト(H17-19年度)を起点に展開

ロ東北大牢教員に加えて、車北地域回国公私立文単B太牢14名の教員が参加
(目立4文学6名、公立E文学5名、私立2文学3名)

(1 )海外特別研修(ス事シフォード太学CTLで由コースデザイ
シ・ワ-'7ショップに事加)

(2)国際シシポジウム・ワーヲショップ由開催と成果刊行

車北大牢高等教育開発推進セン聖一『研究・教盲目シナ
ジーとFD由将来J(東北大学出版会、2008年3月}

IT-1 東北地域大学教育推進連絡会議

ロ東北地域文学教育推進連絡会議

ロ東北地域の国公私立末学48枝何年制大学)1こ呼びかけ、
文学教育改革・FD推進に向けた情報支涜白楊を組織化

(1 )岩手大学の発案による園公立大学の教育支援施陵(セシ
事ー)交流会鴎(H18-19年)の実績を背景に拡大

(2)H20年9月、目立7大学、公立5大学、私立9大学の21
太牢が出席、東北地域のゆるやかな文学問ネットワ-'7
として発足

(3)H21年度の予ーマを『捜業評価アンケート由活用」として、
骨太学由実施状況をH20年12月に東北大学がアシケー
ト調査を実施.この問、捜量評価研寛由車門震による講
演舎を3回開催し.貴重な情報を共有化。

1 -2 r国際連携JFDプロジzクト

(3瀧証書量産官27552画面第一ル)活用による捜業
(412よ足湯布議員蚕?研修(メーリシグリストによるや
(5)諸外国由FDとFロネットワ ヲ1=関する調査

主主5霧持錦織結諮問競走
苦燃車著書期積常率直面EZt品11ベ
〔特審議員融制結諸説必号2F量推進と

IT-2東北地域大学教育推進連絡会議

(4)授業肝価アンケートlこ闘する聞査 29太牢から回答
骨文学の現状と抱える課題を把握して公表

最軽蝶輔22P暴?議賄事事
【特徴]

守事詩gr重量君臨量五五I蒜Fトワー州存在
議鶴野副品協調高錦、

電器官接臨官協器鰐臣告腎号、限に
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m-1 学都仙台コンソーシアム(戦略的GP)

ロ平成20年度採択「職略的文牢連携支援事業J(代表校
東北学院大学)で仙台圃17枝由大学問連携強化へ

ロ「仙台圃所在文学の連携・強化」を目標として、Fロネット
ワ ヲに闘する事集計画としてrFD'SD由連携と融合」を
掲げる

(1 )単位互換ネットワ-'7由連隅捜集システム構築を基盤に
したウzゴによる相互授業書観k授業検討会田実施

(2)授業アンケート結畢白書置量解析方法の共同開発とFD
への活用

lV-1 東北地域高等教育開発コンソーシアム

〔宵量]

(1)FD叩実質化を困るために、これまで由FD活動を顛型的
に整理して、汎用性白晶るFDプログラムの開発へ

(2)一文学では人的配源に限界が晶仏各文学のローカリ
ティを超えた共通牒題への取り組みへ

【構想]

(1 )教員個人白書樽なキャリアとニーズに対応したFDプロゲ
ラムの共同開発・実施、コン子ンツの共有化

(2)特に、文単教員壷目指す大学院生を対象とし:た太単教員
養成プログラム回開発が重要性を増している

(3)固向田他地域ネットワーヲや諸外園田FDネットワ-'7組
織と連携して情報由共有化と共同研究・研修へ

キャ')7A'J'ータに".たコシ，.:..':/聞錯をする串事禽.他文字@曽自D"事.が遭衝することによM、
車_....コシνヨシアム.掴文$傘it;oa..jJC!肉土曜上11)tt可..怠4・-

m-2学都仙台コンソーシアム(戦略的GP)

(3)教員・職員合聞のFD'SD開催
平成21年8月6日10:00-17:00

占112詰52環結卸望書コミュニケシヨ〉を目指
ω総理を対象とした合同吋計処理川講習会
(5)慢章改善マニュアルと事務改善マニュアルの共同開発

刊PBU明器JI語晶-齢官JS
域全の教育力向上へ

lV-2東北地域高等教育開発コンソーシアム

ロ東北地域高等教育開発コンソーシアム構想

川高宜野ZZ17童話Ff説書3f22按与弘前、秩
(2)説鰐綜Z沼臨五百品明f{EF21ラム、
F山間同C州 programPFFP)の共同開発・夫4聞
共有化を構想

(3)重大哲壁号~~空軍31シ1Y子J韓鳴童
書請など}を踏喜ぇ.FDコシテン3品を担当
(4)圏内ならびに諸外国のFロネットワ-'7組織と連携
(5)時使罪語学や県単位で出来上がりつつ踊FD

V-1各大学の個性を活かしたネットワーク

口忠勝錆学のローか1)7'--1に基づ時独自な開

口議席議議論鵠警坑標識瀧
口 FDの2顛型とその相輔性

(1 )互説話器署員も号明fJ与Z過酷演会、
(2)標題解決志向田OJT型FD
・教員が研修客体ではなく、教育改善推進由主体に

-雪組管轄鞍儲草間早甥潜f的課題
=>各文学独自なPDCAサイヲルの推進
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V-2多層的なFDネットワークの形成へ

ロ東北文学におけるFD由特徴
(1)捜集量計(シラパス・戚・評価等)のワークショップ、.演会等実施

〈回全学教育のOJ下型FD別海賛科多照
各敏員組.レペルの2.の.DCAサイクル
授業実践毘録作成時科目担当敏員会議四時学生との懇談会=暗
掌部との意見支換=>個別棟集の改善とともにカリキュラム改善へ

ロ Fロネットワーヲ化への展望
(1)将来の太掌執員聾成機能として大学院生対象のFDプログラム聞発
が喫緊の課!II.ネットワーク化による推進
(2)海外のFDネットワークと連盟しつつ、日本の実情を踏まえたFD構績
の共同研現ネットワ クを鍵健

(3)開かれたかっ多層的なFDネットワ クの形成へ地域ネットワーク、
共同研究ネットワークなど
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電、F一宮 FDネットワーク代表者会鴎 2∞9/自/9(京都文学芝町会館別館)
....... .1--' 
N1ER 

ヲ?拘I~ティ・号ィパロ‘vパース
(和問-'17)による開発砲完

国立教育政策研究所総括研究官

園苛~ 川島啓二

F汀H
・E凪&i.OII園 地 ti，四 'sJInstitu脂血rEdul掴宿泊SJPolicy Resesrr:h，品 PAN

本プロジェクトの目的

大学教員の職能開発(ファカルティ・ディペロップメント
=FD)の推進について、多様なFDプログラムの体
系化・構造化と、その成果を踏まえたFDプログラム
構築支援のあり方の検討とモデルの提示や、大学
教員としての基本的な要件枠組みの検討を通して、
FD推進にかかわる知見の体系化をめざす。さらに、
FDの企画運営担当者(ファカルティ・ディベロツJ~ー
=FDer)に求められるインストラクショナル・スキル
などの技能の向上やその能力開発のあり方を探り、
FDerに必要な能力とは何か、いかなる研修が効果
的か、どのような条件整備が必要かなどを明らかに
することを目的とする。

プロジェクト・メンバーの構成
.国立15人、公立1人、私立6人

・専任教員20人、大学院生1人、その他1人

.センター専任15人、センター兼任3人

部局のみ所属2人、その他2人

• 20歳代1人、 30歳代16人、 40歳代2人、
50歳代3人

・男性12人、女性10人

・教育学14人、心理学3人、経済学1人、

情報科学1人、図書館学1人、看護学1人、

神学1人

国 A励四alh帥帥forEdul醐 DnalPoJicy蜘田崎必削

FDerの協同による開発研究
~国立教育政策研究所の研究プロジェクト~

.rFDプログラムの構築支援と

FDerの能力開発に関する研究」
(平成20年度......22年度)

.FDマップの作成

. r基準枠組」の開発

.FDerの能力開発

S;J抽曲'D.alhlstit臨 forEduc8.帥 lD.sJPoJicy晶冊目b，畠M即 2 

ファカルティ・ディベロッパーとは?
(中教審の認識)

「相応の規模の大学では、大学教育センター等

!こFDセンターの機能を担わせており、・・・FDの

専門的人材(ファカルティ・ディベロッパー)の配

置・養成をしたりする取組の萌芽・・・J(r審議の
まとめJ)

「相応の規模の大学では、大学教育センター等

が、 FDセンターとして、・・・FDの専門的人材の

配置・養成といった取組の萌芽・・・J(r答申J)

FDマップの基本構造

〉二
ミヲロ ミドJし マヲロ

鑑三2塾量 霊登霊且 堂翠i:

カリキュラム・ 組織の教育環境

授業・教授法 プロタラム -教育制度

目標方法 評価 目標方法 評価 目標方法 評価

I導入(気づ〈・ わかる)

E基本慎重量できる)

E応用制発・報告できる)

rI.1t.纏(教えられる)

留 NabonalIns師時forEduca帥 IIlalPolicy RI田叫'， JA即
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新任教員研修ブロタラムの基皐枠組
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回国叩出
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石川県内 20高等教育機関の連携によるFD・SDの始まり

青野透 (金沢大学大学教育開発・支援センター)

報告者大学教育開発・支援センター教育支援システム研究部門 教授

平成20年度 大学コンソーシアム石川IFDワーキンググループ座長

平成21年度 大学コンソーシアム石川IFD専門委員会委員長

いしかわシティカレッジの授業企画・担当 科目名「視覚障害者支援のための音訳」

北陸地区国立大学問の連携事業としての授業担当および合同FD企画担当

・双方向遠隔授業システム活用『医事法入門J (金沢大学より福井大学へ)

・共同学習会(金沢大学大学教育開発・支援センター主催)の富山大学・北陸先端

技術大学院大学・福井大学向け送信

1 大学コンソーシアム石川

2 2008年度F附修会

3 2009年度FD研修会とFDフォーラム

4 展望

1 大学コンソーシアム石川

石川県の教育事情 人口当たりの高等教育機関数

同 高等教育機関在籍学生数

京都に次いで全国第2位

京都、東京、大阪、福岡に次いで全国第5位

平成11年に設立した「いしかわ大学連携促進協議会」を発展させ、 「石川県内の全ての高等教育機

関(大学、短期大学、高等専門学校)が連携して、教育交流・情報発信・調査研究等を行い、高等

教育の充実・発展及び地域社会の学術・文化・産業の発展に寄与することを目的として、平成18年

4月1日に設立」

高等教育機関・県・市・企業の連携

会長中村信一(金沢大学長) 副会長石川憲一(金沢工業大学学長)大屋敷孝雄(北

陸大学長)石田 寛人 (金沢学院大学学長・金沢学院短期大学学長)

理事・・・阿久津孝 (石川県企画振興部長) 丸口 邦雄 (金沢市都市政策局長) 深山彬

(石川県商工会議所連合会会頭)

多様な参加高等教育機関

・金沢大学 北陸先端科学技術大学院大学
. 石川県立大学石川県立看護大学

・金沢美術工芸大学 (金沢市立)
・小松短期大学(小松市公設民営 1988年開設教員19名学生定員120名)
. 北陸大学
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• 金沢学院大学金沢学院短期大学• 金沢工業大学• 金沢医科大学• 金城大学金城大学短期大学部• 北陸学院大学北陸学院大学短期大学部• 金沢星稜大学星稜女子短期大学• 石川工業高等専門学校金沢工業高等専門学校• 放送大学石川学習センター
講義室石川県広坂庁舎2階いしかわシティカレッジ

20年度開講(前後期)合計87科目

69科目 いしかわシティカレッジで開講 1 8科目 各高等教育機関で開講

「現代GPJ大学連携による石)11の「知」の拠点の創出 いしかわシティカレッジの整備・充実 (平

成16年度一18年度)

①シティカレッジ受講生の授業アンケート，各教育機関及びその在学生のシティカレッジに対する

要望を集計・分析し，新たな授業科目を企画するロ

③各教育機関に所属する教員の研究テーマを精査し，自然及び社会現象を多面的に分析解析し処理

する新たな授業科目を企画するロ

本取組は，各教育機関に所属する人材を最大限に活用することで，参加各教育機関に教育改革の可

能性を与えるとともに，多様な教育プログラムを開発し，教育の質を向上させるために大学連携が

果たしうる役割を示すものでもあるロ

2 2008年度F醐修会

FDワーキンググループ設置

「平成20年度大学コンソーシアム石川IFD研修会:高等教育機関のFD義務化にあたって」

2008年8月初日開催

基調講演 fFDと大学等の地域連携」田中 毎実京都大学教授

分科会第1分科会:大学等の認証評価について

第2分科会:教職協働-SDの必要性一

第3分科会:学生相談について

第4分科会:障害のある学生への学習支援について

第5分科会:短期大学のFD活動

分科会企画における留意点

事務職員やカウンセラーなど、従来のFDでは主たる参加者とならない人たちの参加が可能となる

ァーマ
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全ての高等教育機関に共通のテーマ と 高等教育機関の種別に応じたテーマ

参照 学士課程教育の構築に向けて(中教審答申)より

「各大学において，学士課程教育が組織的・総合的に運用されるには，学内の全教職員が共通理解

を持って具体的な教育実践に取り組む必要があり，そのための教職員の職能開発が必要となる。教

職員の協働関係の確立という観点からは， FDやSDの場や機会を峻別する必要は無く，目的に応

じて柔軟な取組をしていくことが望まれる。

FDの実施に当たって，多様な参加者へのきめ細かな配慮をするロ新任教員の参加に特に配慮し，

できるだけすべての新任教員がFDに参加するように努めるロ常勤の研究者教員のみならず，大学

の実情に応じ，実務家教員や非常勤教員に対するFDの場や機会の提供についても配慮するロその

際，単に授業の改善にとどまらず，上記の三つの方針に関する共通理解を確立することに留意するロ

テーマに応じて，職員の積極的な参画を促す。」

3 2009年度FD研修会とFDフォーラム

FD専門委員会設置

平成21年度第1回大学コンソーシアム石)IIFD研修会 (第2回石川県立大学全学FDセミナー共催)

開催13:平成21年7月29日

会場:石川県立大学第2中講義室

テーマ rクリッカーで授業改善」

講師:末本哲雄(金沢大学大学教育開発・支援センター)

大学コンソーシアム石川所有クリッカー(阻EPAD杜TurningPoint)の加盟機関への貸し出し

第l回FD講演会 r21世紀の科学教育」

日時平成21年9月28日(月) 13:30~15 ・ 00

場所ホテル日航金沢 4階鶴の間

演題 21世紀の科学教育

講師カール E. ワイマン ブリティッシュ・コロンピア大学教授

主催北陸先端科学技術大学院大学

後援大学コンソーシアム石川

r2009年度大学コンソーシアム石川FDフォーラムj

テーマ r学士力育成と教育の質保障を目指して」

日時:2009年10月17日(土) 13時一17時 (12時30分開場予定)

会場:石川県教育会館 3階ホール金沢市香林坊1-2-40

基調講演 『学士力育成と大学教育改革ー金沢工業大学の実践ー』

石川憲一金沢工業大学学長
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報告1 専門学習達成度試験とプロジェクト型学習による学生の能力向上

石川工業高等専門学校電子情報工学科准教授 山田洋士

2 I短期大学士カJ育成にとっての課題を考える

小松短期大学学長鹿野勝彦

3 金沢大学における学士カに関する学生と教員の認識 全学アンケートの結果より

金沢大学大学教育開発・支援センター教授堀井祐介

同 特任助教末本哲雄

テーマに関するパネルディスカッション(パネリスト:石川、山田、鹿野、堀井、末本)

4 展望

「戦略GPJ大学コンソーシアム石川を中心とした共通の教養教育機関とICT教育支援体制の構築

(平成20年度一22年度総合的連携広域)

金沢大学，北陸先端科学技術大学院大学，石川県立大学，石川県立看護大学，金沢美術工芸大学，

金沢星稜大学，金城大学，北陸大学，北陸学院大学，金沢学院短期大学，金城大学短期大学部，小

松短期大学，星稜女子短期大学，北陸学院大学短期大学部，石川工業高等専門学校，金沢工業高等

専門学校

コンソーシアムでの教育や各教育機関へ派遣する体制を整える。また小規模大学では実施困難な

FDやSDの研究開発や支援を行うロ

共通評価機関を設立し、コンソーシアム活動の評価及び参加大学独自教育の評価を行い、すぐれ

た取り組みを全体に普及する。

ポータルサイトを開設し、参加大学のすぐれた教育研究の取り組みの紹介や地元企業の紹介など

を行う。

FDを連携で行うことのメリットは、全ての高等教育機関にとって同一ではない

授業改善研究は可能

カリキュラム開発は困難

SDは共通課題が多い

学生相談、留学生支援、障害学生支援、および就職支援の研修は可能

学生募集は困難
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「個性的な地域創生のための学習コミュニティを基
盤とした仮想的総合大学環境の創造」

合F・レヲクス

福井県大学問連携によるFD活動

-第2回FDネットワーク代表者会議ー

坪川武弘福井工業高等専門学校
tubokawa@fukui-ncl.ac.io 

福井エS巨大学
・E・.与・・Z司院側
・皿>;・"
盆"・・".. ..... 
"ヲイ:.--?"

・z・・亨駒
.・.t.・~..
傘・・・凶・M.""fl・e周"U

福弁I*高等専門学校
.峰三事恥 ， ..  

・E・E・B手玉事8・ー 圃 l.刊・Z零悌 L~ 
.u刷 J二:"""~帽:"01"，....園E..・附n勧 I ー- 一ー

‘' ・b

・--. ・......
.!J' ・・ 1・..・.，ー・・...~ .... . .. ・・......... . 

報告内容

格福井県内の大学・短大・高専聞の連携の取り組み
Fukui LEaming Community ConSortium (F・LECCS)

骨この1年聞のFD活動の経験

。成果と今後の課題

F-LECCSの概念

仮想的総合大学環境

NPQ 

F-LECCSの宣伝

.ホームページ h世o:l/f.・leccs.iol

事活動開始以降の各種イベントの動画
記録の作成と保存

婚ロゴマークの募集「マナ坊」君
原画・高専生，制作・仁愛短大生

捨SNS.LMS. e-Po同folioの立ち上げ

企業・団体
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大学問連携参加の高等教育機関の概要

学校名 聞学年 学部数・学科教 学部学科の名称 学生数

梱井県立大学 1992 34研学究部科， 経海済洋学生部物，資生源物学資部源，看学部護学，部 1750 

福井工業大学 1965 5B専学攻科科， ザ技電イ術気ン応電，子用経情工営報学情，報機，械環，境土生木命環化境学，建，原築子，デ力 1800 

仁愛女子学短期太 1965 3学科， 2専攻 生活科学，幼児教育，音楽 800 

敦賀短期大学 1986 1学科 地域総合科学 170 

福井工門業学校高等専 1966 5学科， 2専攻 機物械質工工学学環電気境都電手市工工学学，電子情報工学， 1050 

仁愛太学 2001 1i研学究部科， 人間学部，人間生活学部 1000 

F-LECCSの目的と活動の概要

ー福井県内の高等教育機闘が， ICT技術を利用してゆるやかに結合し，

学生や市民にとっての仮想的な総合大学として機能するようにする

晶継続的な太学連携のための基盤として，人のネットワークとICTシス
テムの構築，学習コミュニティによる大学・地域の活性化，大学問連

携による文学教育の改善と改革の推進をはかる

時 4つのテーマにもとづく活動をすすめる
(1) ICT技術を用いた連携基盤の整備

(2)相互研修型のFD活動の推進
(3)学校を越えた学生による学習コミュニティの形成
(4)広〈地域に聞かれた学習コミュニティの形成

連携校の現状とその特徴
{田中氏の分類による)

I型(啓蒙型) 非日常的・イベント的 E型

(イベント的・制廃4長製み.".，.~ー~ イベント的・自己組織化型)

W型(啓蒙型)
(日常的・制度化型)

日常的

自己組織化

E型(相宜研修型)
(日常的・自己組織型)

参加校の特徴と連携への動き

事 6校で，学生総数 66∞名，教員数 500名の小さな規模
各校は独自の歴史，伝統，校風を持っている

伊 2006年頃よりFD担当者の交流が始まるその集まりに福井県から働きかけが
あって具体化した

1Il 2007年から準備し， 08年度文部科学省戦略的大学連携事業へ応募

「個性的な地域創生のための学習コミュニティを基礎とした仮想的総合太学環
境の創造J(2008-2010)

窃2008年10月より， F-LECCSとして始動
名称は，福井県は恐竜の「名産地」なので覇者 T，Rexにちなんで

窃福井太学(学生4960名)，福井医療短期太学(学生480名)は現在オフザーパ
一参加となっている
福井太が参加することになると太きく変化する

FD活動の状況

多加枝 F目白塵皇 F目白組織 横書公開 捜嘩アンケート 研修会等

福牢弁県立文 2聾0員02会年FDワーク 教チー育ム・学曹支援 年華を間公官開名程度目捜 実報施告書してもい公る開 新一等任実研修施，セミナ

掴学井工曜大 2且0壷01年FD推進壷 FD推進聾員全 捜車公開・見学制鹿 前圏期実施・聾期に計年4各潰種壷由由研実憧施壷，購

仁期量文女字子短 2価0よ07り年目件部評 FD'量員書 制いが度，化個ほ別さにれ実て施いな 実前期施・後期の年2回 FDi蘭潰舎を実施

敦学賀短期文 2し0て02年自己点験と FD畳員告 実施 実施 実施

福井高専 2樟て00・評1年価に書自員己会点とし創ンタ造教育開発セ 告年開1名捜目量轟週務間，書輯 前実向期施田み，・桂報公期告開の書年は2学回 書会種由薗実演施会，研修

仁量文学 2検0量04員年全にと自し己て点 FD推進聾員全 (未実施} 闇中壷問調査と牢期末 学調輯会向FD研憧，前

連携事業におけるFD活動の目標

~ 3年間の目標
1)連携枝問および各教育機関内における相互研修型FD活動の推進
2)各枝のFD活動の経験交流と共同の取り組みによる教育改善活動の連携
3)圏内外の優れたFD活動の調査および， FO資料の蓄積

~ 2∞8年度の目標
ー各校のFD活動についての交流と情報の共有、課題の整理
(1)教育改善・FD活動の現状についてのまとめと課題の整理(各校の経過と課題を文章
化)
(2)FD活動の意聾と進め方、実践例についての情報の収集と調査(圏内・海外での研究
会等への参加)
(3)FD関係の研修会・講演会の開催情報の交換(メールでの情報交換から始める)

£連携枝による高等教育フォーラムの開催
(1)各枝の現状についての分析と報告の会(1固)i2j他地域、他大学の視察報告と各種研究会への参加報告(1回)
31FD情報の電子化と配信のための調査と研究
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- 軍1固FDチーム会合(回年9月30目植井県立末学
にて)
8控{仁量文学を含む)由FD担当者が集まり現拭と
課題について報告と酎櫨しま斑をはかった

s合同FD購蘭会(08隼11月7日掴弁高専にて}
「高等教育椙闘とFD活動J(購師岡中毎翼民車
都文学l.その桂『栢#高等教育フォーラム』由股宜

z 軍1固シンポジウム『大学連携で取り組むソーシュル
ラ-=.ング由可能性J(四年12月19日rwき由ホー
ル」福#市}
『学びのパラダイムシフト学習コミュニティという概
宜」式島蝿(静岡文学}
「文学生を対車にしたキャンパスSNS(さとあい}の
展開を置して」金酉計基(檀島文学)
rSNS重視による情報プラットホームの劃量つな
がりを可視4じしてまちを元既にする地埴情報弛」租暗
号(インフオミーム(棒))
学習コミュニティを核にした太学連携の取組み」山
川修(帽弁県立文学)

2009年度の目標

1. FD活動での連携校聞の協力と共同の取り組みの推進
.FD情報の集積と教職員への提供(SNS.HP.メールによる)
-合同のFD講演会&研修会の開催(FD講演会，研修会各1回)
・テーマ別研究会の開催(授業アンケート利用，公開授業の持ち方，成績評価
の方法)
-学生研究の実施(初年次教育，高大連携，メンタルヘルス)

2連携枝問相互研修型FDの推進(日常的にはネットワーク上で)
・テレビ会議システム等を利用した研究会
・各校の公開授業支援のための経験の交流と授業改善研究の実施
・カリキュラムと成績評価に関する調査と研究の実施(1回)

聞い1FD活動の底支えは?

時各参加校の現状のまとめとその苦労・工夫についてお互いに理解し
つつある

島各校への相互の支援は
(1)TV会議システムによる研究会への参加が可能となった
(2)共通テーマにもとづく合同研究会を実施している
(3)連携事業における講演会・研究会等のビデオ・オンデマンド・サー
ビスを実施している.
(4)物理的な支援はしていない
(5)精神的・理論的な支援は大きく進んでいる

事どの教育機関でもFD活動の市民権が拡大した
(1 )例えば授業アンケートの回数が増えたなど
(2)校内の研修会が充実してきた

2008-2009年度の活動 (2)

• r羽田年塵のまとめ由会J(09年3月町田県立文学}
4つのチームから2回8年置の活動報告と討識

付 事1圃FDチームミ一手イング(09年5月14日帽弁高
専}
今年度曲活動方針について櫨歯，福#匡複技術短太
も参加

噌 軍2固シンポジウム「文学問遭揚と相互研修型FDJ
(09年5月29日「署曹のホル」栢弁市)
『車都文学薗等教育研民開発推進センターによる相
互研修型FD連携」田中毎畏民[京都末学)
『車日本FDネットワーク“つlまさ"回活動』小園陸措
民(山形太学]
『函館で白文学問日車携ー函館文掌センター楠坦ー」
雁軍師博正{北海教育大学函館桂)
『栢持県向骨量育改善f.S!動の現状と揖による今世
田.1望』蹟原正植民(仁漫女子恒期大学)

伊 FD研曳会『学生理解J(09年7月30目仁量太学)
掌生理解をテーマとして各桂から現松田報告と酎歯

臨量虐4園

匝副

連携でFD活動はどう変化しているのか?

偽聞い1FD活動の「底支え』はできたのか?
できるようになったのか?

e聞い2単独ではできなかったことができるようになったのか?

s聞い3FD活動の新たな芽(発展の芽)は生じてきたのか?

。聞い4学生(学習者)・教職員への還元はできたのか?
できるようになったのか?

問い2単独ではできなかったことが?

告FDシンポジウムを協同で開催できた
2008年12月『大学連携で取り組むソーシュルラーニングの可能性J.
2009年5月「太学問連携と相互研修型FDJ

品教育関係の様々な研究会や会議に分担して参加し，その報告を聞き
情報を得ることができた
国際会議の例としては.EDUCAUSE. E-Leam. WBE. EDM. 
CSCLなど

紛気軽に他校のFD講演会や研究会に参加することができるようになっ
たそのため各校のFD活動が開放的になってきた

時相互に刺激を受け，寓等教育についていろいろ考えるようになってき
Tこ
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聞い3FD活動の新たな芽?

骨子ーマ別研究会「学生理解』から:

各校の学生アンケートを過去にさかのぼって点検してはどうか

経年変化や学校横断的な分析によって何かわかるのではないか

噌 SNSでの活発な討論から
学士力，出口保置という考え方をどう理解するのか

各校が自分たちの学生を見て教育目標を定めることの重要性

砂日常的な議論の場として

適切なテーマでの研究会や講演会を持った後での討論が必要

ネット上での非対面の討論と組み合わせて運用ていく

連携によって変化してきでいる点

$教え込むだけという教育観ー教師像は確かに大きく変化してきている

総学生の実情から始める教育，学生の反応や理解に関心をもっ教育へと進化し
ている

格「学ぶことについての理論』学習・認識の理論が欲しいという意識が現れ始めて
いる.
授業アンケート，テクノロジーの利用，学生理解

。個々の教員がどう変化・発展していくのかということを問題にすることができるよ
うになった
公開授業，授業研究

硲組織的な普及と検証をどうしていくのか，組織としての発展はどうなのかが次の
課題として見えてきた

問い4 学生・教職員への還元は?

約二の聞のF-レッヲスでの活動は
参加校の学生・教職員はネ"トを通してアヲセス可能になっている
主なFD活動はピデオ編集をして公開している

。各校独自のFD活動も
事前の案内を各校に行い参加可能としている
TV会議システムを利用した遠隔の会議・研究会も実施している

斜参加校の独自FD活動は
量的にも以前に比べて発展している
(福井工大のシャトルノートの取り組み，福井高専の授業アンケートワーヲショップ)

俗学生はネット世代なので:
ネットを通して授業のアフ書ーケアや資料の配布が可能となっている
少しずつ利用する学生が現れてきている

まとめと課題

a福井県での連携によるFDは零からの出発ではなかった
ー「つばさJr関西FD協議会Jr函館太学セン告ー』などの先進例
自分たちのFD活動の蓄積の見直しからス事ー卜した
ー互いに顔の見える太きさ(小さき?)の利点がある

合 ICT技術を活用したFD活動として新たな可能性が生まれている (e-FD)
ー空間的制約，時間的制約をかなり緩和できる
ー特に事後の議論の場や課題別の長期の識論の場が確保できる

秒現在のFD活動は様々な形での支援と追い鳳があるが，次の段階は?
ー小さい連携でも，事務活動は相当量ある.(セン事一機能)
ー担当者が変わっても継続し発展させる上ではコンソーシアムが必要

物多くの教職員の積極的な参加を引き出していく相違工夫はこれから(p-FD)
ー各枝で直面している教育課題を明らかにしそれに向き合う姿勢
ー学生・保護者・地域の協力
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]FDN第2回 (2009年9月9-10日、於:京都大学)

「回・ SDコンソーシアム名古屋」の活動について

夏目達也(名古屋大学・高等教育研究センター)

1.概要

①名古屋市山手地区国私立4大学により FD・SDのためのコンソーシアムを形成する。

②スタッフ・施設・設備等のリソースを開発・活用し，効果的な FD.SDプログラム教

材を開発・実施する。

③プログラムの共同実施や各大学の個別実施を通じて、 FD.SDに関する情報・経験の共

有を図る。

④これらを通じて各大学において質の高い教育・学生指導を実現する。

2. 目的・目標

名古屋市山手地区にある国私立4大学(名古屋大学，中京大学，南山大学，名城大学)

によるコンソーシアム。教員スタッフ・施設・設備等の潜在的リソースを開発・活用し，

効果的なFD・SDプログラムの開発・提供を行う。これにより教職員・大学院生の職務

遂行能力の開発・向上を促進し、各大学における教育・学生指導の質的向上を実現する。

目的を達成するために，下記の目標を設定する。

①名古屋市山手地区国公私立4大学により， FD. SDのためのコンソーシアムを形成

すること。

②大学の教職員の職務能力向上を促すFD・SDプログラムを開発し提供すること。

③ FD. SDのための教材を開発し提供すること。求めに応じてそれらを他大学にも提

供すること。

④将来，大学の教職員を志す学生・大学院生に対して，就職に必要な知識・スキルを習

得できるようなプログラム(大学教職員準備プログラム=プレFD)を開発し，実施

すること。

3.全体計画

本事業は，名古屋市山手地区にある国公私立4大学により FD・SDのためのコンソー

シアムを形成する。名古屋大学にコンソーシアム本部を置く。主な事業は以下のとおり。

1) FD ・SDプログラムの開発

2) FD ・SD教材の開発

3)海外先進大学との連携

4) 4大学におけるFD.SDの企画・実施のサポート

5)多様なメディアを通じたFD・SDプログラム・教材の配信・利用促進

6)大学院生のための大学教員準備プログラムの企画・実施
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7) r大学教育改革フォーラム血東海J (東海地域等の大学教職員向け)の開催

4. これまでの活動経過

1) FD'SDプログラムの開発

・コンソーシアム企画委員会による FD'SDの企画・実施

.連続SD講演会

・教職員の自主的な研修を促進・支援

・専攻分野別の回

・哲学、科学コミュニケーション、経済学

・職員の研修

.大学行政管理学会とのジョイントによるセミナ}開催

2)FD'SD教材の開発

-教室英語テキスト:

・英語で授業を行うための教員向けテキスト 0

・英語での授業を受けるヒント(学生向け)0 

・経済学英語テキスト.

-経済学の授業を英語で行うための教員向けテキスト。

3)海外先進大学との連携

'POD年次大会への代表団(各大学の教職員 3~6名)を派遣0

• ISSOTL年次大会への代表派遣。

'POD元会長の招聴。

-名古屋大学高等教育研究センター中心に展開

北京大学、ワシントン大学、パロ第8大学、韓国教員大学、クイーンズランド大学

ポーツマス大学

4) 4大学における FD'SDの企画・実施のサポート

・各大学における四・ SDの実施、他大学の教職員への公開

.教務担当職員 SD

-図書館職員向け講演会

.その他

5)大学院生のための大学教員準備プログラムの企画・実施

・名古屋大学高等教育研究センターの企画・実施。

・各大学の講師による講演、院生の参加受入。
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6) r大学教育改革フォーラム血東海」開催

-名古屋大学で開催(毎年3月) 0 

7)コンソーシアムのジャーナル刊行

• w名古屋高等教育研究』

-名大高等教育研究センター・ジャーナルから、コンソーシアム・ジャーナルへ。

・特集「文系学生に必要な科学教育とは」への各大学教員からの寄稿。

・各大学教員の論考を掲載。教育実践の総括による教育活動の改善。

8)ホームページによる広報

・コンソーシアム企画、各大学企画のFD.SDの広報と参加呼びかけロ

9)多様なメディアを通じた回・ SDプログラム・教材の配信・利用促進

・準備中

10)コンソーシアム活動年次報告の作成

.2008年度分の作成

.2009年度以降の活動のステップに。

5.今後の課題

1) FD.SDプログラムの充実

・そのための具体的な方策の検討・確実な実施。

・教職員の勤務実態・ニーズに適合するプログラムの開発0

.プログラムの種類・実施方法の多様化。

2) FD.SDに参加する教職員の増加

・全体からみればまだ少ない。

・理由の分析:ニーズ調査の結果をふまえて。

3) コンソーシアム加盟大学の増加

・コンソーシアムの将来像との関係。

・適E規模をどのように想定するか。

.加盟大学の地理的範囲
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4)教職員の自主的な研修を促進

・専攻分野別のmを増やす。
・幹事となる教職員をどのように選定するか。

.教職員の参加をいかに呼びかけるか。

5)補助金終了後の運営方法

・加盟校からの拠出金関西方式など

.ライトな組織運営による経費の節減
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全国私立太学FD連携フ才ーラムを基
盤とレた実践的FDプログラムの開発

FDネットワーク代表者会議第2回会合

2009.9.9 

立命館太学井上史子

古品監想認盟箆ZE吉野町・

山園「金一一.，-

全国私立大掌FD:遺蟻フォーラムの J，会
活動状況

..置に向けた・・..【箪1固}
日時 ... 年..・日【金】13，∞“帽カ0
4 冊立融制キャシ，.，..
.掴魯立・a大厚‘早.園大掌l..~.圃冒実写.立

..大字【，~明

...立文学@抱える祷湿の陵学・・u=.する~"
安調良企
ー目時 窓""ま7月割目【木)12:00-ー唱広司0
4 冊立醐端駒内
.却犠立調院大掌.早稲園大隼l..蔵大寧.園育大隼.開
志社大学中泉北寧車庫..大，、立・館大
零細大.)一rrtlte::t6か脚色r……組を目鋼して』

ー肉・ パネルヂィλカヲシ雪山ワークシ雪ヲプ、情恒聖書包
会

・・置に向けた・眼禽【..固}
園・ """利O}!l1S目【本J
椙冊 早縄図式'
.掴曽z立.大厚、早奮闘実写L建畝'"掌.圃薗大軍‘闘

志社文字中央'"苧.鹿s・・~司，.廟活文字.
固盲学院文字、立.噌文学 n。文学〉

金圃私立文学間違梅フォーラムの J PF 
醐 8年度の屠鋤

..跡毎度・・
，.・a字..惜目【土).明槍文掌[;::"τ・倍、鈴鹿渇.却

.幹事会
副浴剤..岨体1.塵・・・7;.'隼;::"t:H 予定

.幹事... ーテイシグ

，.槍年明"目【主).立・M文明zτ闇値'''''''ω
今年度隈鳩予定.'Il踊胸".プaグラムJ[;::ついて箇.
調眠...隼"月.'"α隼2月"も開催予定

-・t.GP中岡・...."・値
2四割周辺町土).罰則回).立命.文:，*jt1!lキャν
パ民にて田信.・削厳格.. 却

.'，層住・R鳳... 集中プログラムJ"喪畠
， ... 年:9.1117【本)，1・日【・).キ-'1':;，匂"ラザヨz・Mに
てm・予定
.FDd虜プログラム柵}叫岨
，.均年・..日{先入闘志位式 ζて・催予定
明細【土).軸文明ドて醐暗

初愉隼3J!1S日{末九農政文学=τ圃催予定
間園「…剛輸相悶… 胡咽即日[;::"t:酬帽

n 

iF 発表の流れ

1全国私立太学FD連携フォーラムの活動

2実践的FDプログラムの利用状況

3.2009年度開発予定の実践的FDプログラム

全国私立大掌FD;&機フォーラムの .11:¥: 
量動状混 ‘.， 
・a立.禽
震周年抱月四位}卑.晴夫掌にて圃憧

.FD.・aプログラム
忽淘@年，.，回【孟).刊日【孟).立・"学‘立命館文学』て
開催.合副団.・加

・tF町マヲプJ・aーワーキンググA戸プ.".置
"""年.."目〈副主禽膚.~字にて.，固・尉禽・を岡
佃.合酎句74S.211

・現在@合員.(17女学〉
立命.文字【偶a瞬.犠1.闘百文学闘盲学健文字、鹿摩
.益文字、中d隆文学.同車種文学..iIb:.‘明治文学.
立敏夫学.厚相関文学【札ム僻事侵入脅H山学院"'.・定
観産a院大学甲宵ホ津名諸大掌..禽・a夫.‘柿奮川
文学.東北掌臨文学【瓜土.禽鳳観。

箆2-FL畑曜日ム川市『窓
簡晶翻設問ry剛山恒夫間断、
包崎企聞@咽蛾凪よ・‘卑#同色.本~4ØQに

揺選出恥ぬ懇議議事‘J躍.
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3ーや *・・・・0・E・E・，本
G"'II"'rt. ::J~~('" 
組凪鳳>0‘2・・*駒"'ログ，ムー
特色化

態Ebsfda桜丘
3ミトル叩

実質化

輔副7…ーワ--...傘唱""-0会，..企も・・ι..暑を提有
普遍化

実量書簡FDプログラムが保E菅る敏侵・学習支沼健お価調陣}

h 高衡を

fF 200碑鹿開発予定Z理鴎的FDブログラ岬麿倒
-・・L.I.iJI・・・・・・・・a圃』圃圃圃圃，ム101

.. 育方組・.，・k膏ルデイアの欄周
q河.mι，曹を翼書院する骨司....，
デイア@胸骨.利点を臨明できる.

【知・3
@自ら@侵..旬以ヂィア澗周を省'
C.刻畢闘な剥用量心がけるZと

d汗ィチングポトヨオりオ作成
1ティー手シグポートフ';tI O)U ，"理障する【銅・3

.. 膏餌個・ D I.'， '::"'-:'~:";~-;:-.I:::.:' I "Jオ脅威@怠.と方緯 |②号ィーチシグポートヲォリオ@作

研費者.竃1
膏費者kして守るべき

倫理E・
..方ま去を院廟で~ð.(知陣〉

現者乙求められる畠本閥均研

" ..  理について理晦する.(知・3
@事費者''''められる.. 本的地研

ー " 

剖

υ" F VOD調穣の視施状況

eVOD曽義白視聴状況〈由ベ置。
5パ-5/31:188 -6/1-6/30: 159 
7パ-7/31・277 -8/1-8/20・62

~ .. 
~1'、母ßl-
711-7131 間叶閣

20C淀揮盛岡発予定の察院的FDブロタラA(v田 15， ¥AIS 5) 

-・E・~・E・ ""1# ・-ー園田E・E・-“ι
...闘@栂忽

.曜，.よ刻僧鮮・2音泊@

.聞

... ... 
(.11" 

ご清聴ありがとう
ございまレた。

" 
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圃叩固醐昨帽圃冨留謡毘揚轟贈

学生の学びを中山に鋸えた教職員ネットワークの構築 I

とli!lの組織化一山陰地場の[Ii]拠点化に向けて一 I 

-軍1掴 2田4年12貝ω

尊重食メ=ューの形式実施

・軍Z期 2凹6年8月m

~Learni nø; Based&Evidenc Basedの由化

・軍3期 Z皿8年4月間

..+ボトムアップ型教育改善・FDの瞳化

・箪4期 20四年4月-(FO植草要求事黛の開拍)

..+教職協働 'CTネットワークの強化

- 企画・寓施・牌価の3部門

・ 敏育学生担当副学長幸センター長に専任教員ヨ

名(各郁門1名)体制

・ 各郁周より運営霊員兼任教員を量出

・ 主な畢輯!ま，全学教育システムの聾惜，瞳聾教
育の軍曹.FO，学生調査!評個，全学教育ブロザ
ラムの運営，外部貴金の置得・軍曹，揖章など

・ 外部賞金(2つ)により人員補完(有期雇用)

(助教1名，研宜且1名I事務噛且3名)

山田剛史
〈島根大学教育開発センター/副センター長・講師〕

E-man: t-yarnada@S回出imane-u.acjp
Wel同国:ht恒//田岡.shim町、e-u.acJP

"，r.." iTij11 苦~::l長凪ー

レJ
 

d
R
 レのタワトヲネ

L
F
 

『

叫

，

一

園
皿

一

一

金
h

-

j
 

嶋
一
剛

一
叩8C;=~ 

hロp:llcerd由同ane-u.ac.jpf佃/

L...-ー占.::.0
亘孟孟亘孟亘亘孟亘亘亘亘
字星拐巧島ぴを4唱に.えた
11.民'-7トヲー少の降擦と FDの..花
a・・"のF・a怠""陶"て

問書m!l喧怪~吉富園田話器匪主翠盟国

に「国間立宮大る学覚法書」人島の根締文結学(2と0公0立9文年3学月法1人7島日根〉県立文学との教育の質問上に係る連携

「山陸地区FD連絡協議会」の設置

【主な事業陶寄]

(1)文学轍宵白改着E偏る情輔自共有等に闘すること{情報〉

=今・も基本的なもので，教育政善金銀E闇~る情報交漫共有を行う.

(2)FDプログラムの共同開尭bl.U実施に岡宮ること〈教育酒量〉
=キ初任者研傷暗唱0(8回行"'"崎"0四"'"唱研修，各種シンポヲワAやワークショッブ，合同フ.ーラ1.>，
など個別具体的なFDプログラムを行う.その中で.人相変涜や箇箇によるプログラム開発などを行う.

(3)教育ブログラA由企画bl.U:実施E闘官ること〈教育由自〉
=キ特r.:.初年次教育〈高末鐘館等am等の全学展開を園っている叙育ブログラhに闘して情報変換や共
悶研現等を行い.直宣教材開発やこれこ基づく (2)のFDや (4)の勉果機匪なども行う.

(4)教育評画・姐果樟置に冊吾情報の共有bl.U1!施巴聞すること〈較育Z平価〉
司教曹の質保証由上を提進寄るためE肱.適切な評緬の体制を作るEとが不可欠である.ぞEで，個々

の叡育単位〈学生による鰻覇権開価アンケート).ブロクラh単位〈初年次教育こ係る静置).全体〈寧難生田

盃〉といった形での刻累積証及U醇価を行う.適宜.情報の共有を園りながら，その実胞についても箇箇であ

たっていくEとを者えている.

ロE

掌土鵬程教育の構聾とFD積暗化

由勘向を量みI各郁眉独自のFD '1>製bら全自へ昼寝“主主慣と町の組...階展開 q 
と教育開発センタ FD.更に大学 内

聞の聞が有樋闘に曹がるネット }置

ワークを組踊化する.教育改善に

係る知の提点化を行い!文学構

属員の教育カ垂直め.21世紀型

市民としての学生の学びの置を
畢証する.(事業期間H21....H2S)

A旬禽'"

銭関岡"間町

..  夏ヨ圃縄司

F 
弐'tjJ.ヤ

【日暗J2009年8月26日[水:)11:15-14:αコ
【掴所】拙江東畠イン

【協副主白趣旨】

本協議告は.広くは山陰地域にお付吾教育の

質保証指よび質向上在図ること在日曲と官

るちのであり，その目的由実現に向廿て抽

揖にお付る量要程人柑震直圏能在担う高等

教育園閤由噛輔の交換・共膏や吉田事業.

人相空流などの協働事謹吾推量していく篠

となるものである. 

. ~韮!?通院，.国民

園町田岡町川一

主旨説明「具体的な連鋼理事援計画広つUて」
山図剛史/教育開発センター副センター長
箇圃怠見交曳情報受自民
閉会あいさつ

三宅孝之/叡盲目学生担当副学長
箇圃会の部司会

11 : 15 I開会あいさつ 112:40 
| 三宅孝之/教育学生担当副学長 l

11 : 20 I 主旨観咽「文学問蓋纏の劃向と箇副会設置の 112:50
|背罰 113:50
| 山国剛史/毅育開発セッター副セッター長 l

11 : 30 I島根大学長あいさつ「島様式学巴おける敏宵 114:00
|の現状と.....謹纏事機に姻侍すること」
| 山本膚甚/島根文学畏

11:40 I島機県宣文学長あいさつ「島根県立文学にお
ηる教育の現状と課園田連纏事媛広期待~る
こと」

南図鑑 /島根県立大学毘
11:50 111輔定見夜旗.情報受挽
12: 10 I 設立組会の部閉会
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【日時]2009年9且17日〈木)1000-17:()() 
【揖所]島根県立文学短期大学部〈出雲キャンパス〉

【珂量者】新任者+希望者

【企画・主催】島根県立文学FD包ンター，島根文学教育関轄セン
ター

【構成1
10~回目1α10 開会あいさつ〈本国艦/島根県立大学長)

10:10---12:10 
。〉県立文広おける教育改曹の取組事倒報告+パネルディスカッショ
シ学生調査から県立文の学生の特徴を擦る授業界咽と学生生活調査
を中山にー

(2)ワークショッブ FDニーズを抱湿する

12:1cr.-13:30ラシチ〈食堂にてピユッフエ形孟〉
13:30--16:50 
(3)講演魁おある侵難を創る!一学生の学習戚果を高尚るためEー
(山田剛史/島根大学教育開発センター〉

ホミ二・ワークショッコ県立大貌員広よる援拠実践報告クリッカー
実蹟，総合前捕を含む

16:50"--16:55閉会あいさつ〈高橋廟二/島根県立文学副学畏{訟[]))
16:5&--17工回アンケート配入

冒Z擁立主言語司

+rの文企学画教育合同フ方ーラムhレまね2009 島根県の高等教育の未来在者える〈仮)J 

【日時]2010年2月末'-3用上旬
【置所】松江テルサ〈島根県松江市〉

【対象】学由外田叡膿員.学生. 般

【構成】第1部基調講潰.第2部 GP幸先進事倒報告.第3部パネルディスカッション

.文学聞での授業公開&検討会

.特色ある教育プログラム等lこ闘する情報交換や共同研究

+ICTを活用した取組在学内の体制が整い次第展開

.太学問連績の山陰地場への拡太

など，展適開宜レ晴て討いきレてEMいきとな考がえてら，い文ま学す間.ま連指た由，Eみ圏な古在ま作かり，ら色小さ将いとなご指が事らちい昔E実だ巴吋実れ朗ば幸あるい取で組す.在

山
陰
の
大
学
教
育
向
上
を

鵠
齢
髄
按

近
J
N
敏
H
H
A
h
問
晴
雄

--kp・命
K
M・
-
聖
火
の
山

aa--

u
，b事
阜
商

ω

・副WR
・ψ火例
盟
関
空

白

柑
箪
乞
陶
tr
a
e
".
.
 ，伊
良
時
制
伊
仙

a・
脚
本

n
a--凶
F
鳥
海
諸
.
，

.MMa曽
川
"
で
亀

咽

-ess由
E5A軍
事

sa

-
F

岡
、
盛

R
巾

4sz、
し
苅
山
量
望
。
，
.
両
・

由

実
伊
食
耐

e・
・
望
価
.

封

入
問
先
事

a
c
g量
管
支

聞

い

t

暗中



Ⅳ-4-1. 資料 14

− 371 −

nH 
E
L
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、走てしらた、‘aMM 
。。。

， ;J-LI N KS 

""和"トワーク代表者会陣鎗2国会合
園中岳

""明大... 宵車車金圃支援豊町
.. 回初出@均udoi.jp

U湖年槌月ω目芝賞金'醐鎗個降実旋金制
車..• 出 223P4

..w... 
1経緯

..Q;出品-'

V検討のキーワード質保1iE.FD‘S仏教施協個、ネット
ワーク.九州

V故員と・員との協カで謹む大学教育改.の現場

-従来のFD‘SDに.大学敏曹司k普を擢逸するためのrDJを
加えよう

V他地域と比較して大掌聞の人的パイプがioC'福岡

→人的ネットワークが必要だ

可V文郁栴学省特別教育研現経費「宇土力の向ょを目指した
教員・聴民連樋型研修プログラムの闘膚J(平成21年度m
平成酒年度}申暢

V採択

ア
N
d
一一

帯牢一国一

ι

会
同
守

Z旦包... 

叫 側KS .. ・

ou世，ne

1経緯

2. Q-Lin隔町イメージ

3.概要
4.活動

6.課題

::w一一一一一-
2. Q-Lin同町イメジ

..Q;出品-'

ム晶一一-
3概要(目的)

_Q -UNKSニ.. 

九州地増夫学教育改善FD'SDネットワ タK刊 shu

L国 mingImprovement Network for S'旬刊Mem国間

in H唱herEdu岨旬。n(Q-Lin回)は、FD'SDの大学

問軍機による人的ネットワークの構量や情程共有を通

じて、各高等教育揖聞における掌冒・韓育由改善が推

進されることを王揮し‘教育活動の向よと完昆に寄与

します.
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五吾 。 UN時 品~

3.概要(取組)

Oネットワ-71=書加している各機聞のFO.SO情報を集約・公
開する

O入学前から学士課程・大学院腺程までの学習・教育に闘し、
他国、他文学の状況、闘係官庁、闘係業界の動向などに

ついて情報収集し、ネットワ-71こ帯加している各機関へ
提供する

O魯機関同士由ネットワ-7を活用Lて、人的ネットワ-7の構
築もすすめ、特!こFO.SO由連携を充実させ、強化をはかる

O学習教育改善に資する教職協働型(教育活動骨質的向上
という目標叩もとで教員と職員が協力する)研修プログラム

を開発実施する

QtE竺

3.概要(組織)

!.2:::.旦巴

主品 。UN時 品昌也ー
3.概要(フィールド)

主な活動フィールド九州地域[国立 111公立 111私立56]

米短大[公立E私立40].高専[国立 10]

ネソトワーク先足(2009年度)1=参画した犠闇l志、九州大学.酉商

学院大学‘中村学園太字、福岡大学、福岡歯科太字、福岡女子

大牢の6大牢

大学教育由質的向上を通じて社会に置献しようとする本ネット

ワ-7は、本取組みに賛問いただける機関、また個人の方々

へ常にひらかれたもの

玉孟
4活動

。UN悶 品品副ヰ
初09年04月01目Q.Links事務局設置

可V九刷大事肉の事象推進体制

Q-Lin岨事業推進会情I・5=教育担当理事、各香画組・か
らの曇員、学務部長]

多圃組圃[敏育改革企画支援童、高等教育聞発推進センタ . 
太宇野価情報室1

彊曽担当Q-un幅事事局(教育改革企画支援宣)[宣長=敏育
担当理事、事怪教員3名=准教慢1.特佳助教2]

事務担当学務郎学務企画醒

初09年06月03日実務担当者会曜

初日8年07月15日実務担当者会韓

玉孟一一一
4活動(予定)

初09年09月16日実務担当者会韓

泊四年叩月日8田代表者会暗

加09年度

目log開殴

明 bsi悼開設

キッヲオフ・シンポジウム開催

。UN岡 昌唱恒円
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..，y. 
5.課題

。叫N陪 昌昌畠晶ー

九州地域におけるFO.SO活動の核となりたい
→みんなから~Q-Links 知ってるよ』と呼ばれるように
なるだろうか(期待と不安)

‘.UN陪一一-

御清聴ありがとうございま Lた。

Q-LlNKS • 
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1 .教育関係共同利用拠点制度の制定

2009年9月9日(水) ・10日(木)、京都大学芝蘭会館別館(国際交流会館)2階研修室1

において、全国から 14のFDネットワークの代表者が集まり、第2回FDネットワーク代表者

会議 UapanFaculty Development Network : ]FDN)が開催されたロ昨年同様、それぞれのネット

ワークの状況を報告し合い、情報共有の機会をもったが、今年の]FDNは、昨年とは大きく違

う社会状況の下、一段と熱気を帯びた会合となった。

その社会情勢の変化とは、学校教育法施行規則の改定である(平成21年8月20日公布・同

9月 l日施行)。その第 143条の二に以下のような条文が含められた。

第百四十三条の三 大学における教育に係る施設は、教育上支障がないと認められると

きは、他の大学の利用に供することができる。

2 前項の施設を他の大学の利用に供する場合において、当該施設が大学教育の充実に

特に資するときは、教育関係共同利用拠点として文部科学大臣の認定を受けることが

できる。

この改定に基づいて、早速、 「教育関係共同利用拠点の認定等に関する規程』が出された。

その第三条に教育関係共同利用拠点の認定基準が掲げられており、例えば、 「一 学生に対す

る教育、学生の修学等の支援、教育内容及び方法の改善その他大学における教育に係る機能を

有する施設であって、大学教育の充実に特に資すると認められるものであること。」とあり、

その機能に関わって、 fFD • SDセンター」という事例が掲げられたのである。

まさに、 ]FDNのFDネットワークは、教育関係共同利用拠点の一つの形態にもなり得るもの

であり、この会議の場で情報共有してきた試みが、社会の動向と軌をーにするという意味にお

いて、非常に有意義なものであることがお互いに確認することのできた会合であったと思われ

る。

今回は、 9月 9日に、文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室の今泉柔剛室長もお

見え下さり、その動向について直接に話を伺う機会を得ることもできた。以下に、そのときの

今泉室長からのコメントを要約しておきたい。

2.今泉柔剛室長からのコメント

(1) FDという言葉が意味するもの

FDは単にイベント的な研修を行うということではなく、自発的かっ日常的に教員が能力開

発を行うということであるロ文手十省の調査では86%の大学がFDを行っているとあるが、教員

の能力開発・向上が達成されたという点からすると、まだそのレベルには至っていないのでは
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ないか。

(2) FDのフェーズ

FDにはいくつかのフェーズがあり、それぞれの大学・学部等の背景や文化のなかで、さま

ざまな職能開発課題がある。それを分類するとすれば、①コアになる職能開発課題、②大学が

組織的に行うべき職能開発課題、③専門領域・ディシプリンに関わる職能開発、とすることが

できょう。そのなかで、 FDネットワークを通じて行われるべき FDとしては、 「①コア」の部

分が有力となるであろう。

(3) SDについて

事務職員の能力開発 (StaffDevelop皿ent: SD)は、教員の能力開発以上に重要な部分がある。

教員は、基本的に、教育と研究に専念できるようになることが必要で、マネージメントの部分

については事務職員がより主体的に担っていくことが肝要である。その場合、職員が今まで教

員が担っている部分を代わりに担うということも出てき得ることから、 FDとSDを、完全に融

合するまでは無理があるものの、一部融合させるなど、それらの聞の連携を考えていく必要が

あるだろう。

(4)プレFDについて

大学院生のなかでも、将来、大学教員になろうとしている大学院生に対して、プレ FDを試

みていくことは、今後も重要な課題になるだろう。

(5)大学の自生的FDをどう呼び起こすか

大学の「自生的 FDJが大切であるが、地域で行っているプログラムなどに参加しない人は

どう考えるか、また、そこに参加した人が大学に持ち帰って学内に広めようとしても、その場

にすら参加しない人たちはどうするのかということも一つの課題になるだろう。

(6)平成22年度概算要求の内容 (9月9日現在)

①「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」を充実させ、学士課程答申のな

かにも触れられている fFD・SDリージョナルセンター」を構築していく取組に対して約 30億

円増の予算措置していきたい。

②「教育関係共同利用拠点制度」が8月の省令改Eによって発足した。その共同利用拠点に、

fFD • SDセンター」も含まれる。共同利用拠点は、文科大臣から認定されることになる。 GP

などは年限があって限界があるが、認定された教育共同利用拠点に対しては、23年度予算から、

むしろ恒常的に国庫から支出して渡せる交付金を考えている。今の交付金は設置者に対する運

営費交付金、私学助成といったものであるが、ある政策課題に対して恒常的に渡せる第3の交

付金と位置づけたい。その政策課題の一つに、教育関係共同利用拠点制度が含まれることにな

るだろう。今年の 12月から申請が始まり、来年の3月中には最初の認定が出ることになる予定

で進めている。

③プレ FDに関わって fTA事業」を新規で 105億円立ち上げる。 26万人程度の大学院生の

うち、約1/10程度の 2.6万人の学生を選抜し、 TA費を配分する。 TA費を充実させることで、

将来大学教員になる可能性のある院生に教育を体験してもらう。プレ FDなどを実施しでもよ

い。また、博士課程学生は修士課程学生を、修士課程学生は学士課程学生をというように、タ

テの繋がりを作ることにもなる。さらに、 TAに雇用されることによって、大学院生自身の経
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済的支援にもつながる。

④「分野別質保証」の取組を 10億円で新規事業として立ち上げる。 FDのフェーズの一つで

ある個々のディシプリンごとの共通教材や共通プログラムなどの開発、また、分野別の FDを

企画・実施してもらう。さらに、分野別認証評価につながる形を作りたい。

⑤「質の高い大学教育推進プログラム(教育GP)Jを69億円程度、引き続き実施していく。

なお、政権交代により、平成22年度概算要求は白紙に戻して検討するので、かなり内容が変

わる可能性がある。ただ、新政権は運営費交付金の 1%削減は撤廃すべきと言っており、高等

教育に関しては充実させる方針をもっているので、チャンスもある。第3の交付金に関しては、

平成23年度概算要求時がタイミング的にはよいと思われる。

(7)その他の課題

①新採の教員・非常勤教員・実務家教員に対する FDはどうあるべきか。

②FD義務化の下で、十分な FDが行われていない大学、 FDの取組に参加しない教員をどう

取り込んでいくか。強制ではなく、教員や大学の自発性をどう引き出していくか。

③FDのネットワーク化、個々の FD活動が、学生の能力向上にどのように結び付いているの

か。

(8)主な質疑・酋点

①授業がすべての学生に伝わるという環境整備(例えば、障がい学生支援のためのノートテ

イカー養成も含む)を試みていくことも FDの一つではないか。

②SDとして、伝統的な研修以外のやり方があり得るか。事務職員の階層組織において、若手

のやる気が潰されている部分もあり、事務職員の職能開発もいろいろなフェーズがあるのでは

ないか。

③FDを、相互研修型とファカルティ・ディヴエロッパー養成型の二つのタイプに分けるわ

け方があるが、ファカルティ・ディグエロッパーは、固有のポストとみなすのか、あるいは、

役割として考えるのか。(現状では、役割として考えられる)

④FDに参加してない人達をどうするか、また、教員が変わった、そのことによって、学生

が変わったということをどう示せるのか。

⑤FDが単に研修ではないという考え方に基づいて、文科省の大学改革の調査項目を工夫す

べきではないか。

⑥FD・SDセンターは、地域に重層的に認定されるということもあり得るのか。(複数選ば

れるということもあり得る)

⑦FDネットワークのネットワークに関して、制度化するという考え方はあるか。(文科省

が組織化するというよりも、自生的にそういう場ができることが望ましい)

⑧自生的な FDに向けて、ティーチング・ポートフォリオなどのアプローチは日本では有効

カミロ

今泉室長の話を受けて、時間を延長して、熱心な質疑が行われた。ファカルティ・ディヴエ

ロツパーのあり方についても、さまざまなネットワークでの実情、大学の規模や、専門領域な

どに応じて、いろいろな考え方やアプローチがあることも交換できた。いずれにしても、これ
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からの課題のいくつかが浮き彫りにされ、有意義なセッションとなった。この後に、例の仕分

け作業なども入ることになり、高等教育関係も例に漏れず、かなり緊縮財政とならざるを得な

い流れになっており、今後の動向は必ずしも楽観的ではないが、教育関係共同利用拠点制度は

実際に動き出してもおり、新たなフェーズに入っていくことは間違いないだろう。そのなかで、

各 FDネットワークでの課題にそれぞれがアプローチするなかで、一つひとつの課題に対する

一つの解の可能性を今後も共有していくことが望まれていくことになるであろう。

3. FDネットワークの今後に向けて

各 FDネットワークの取組、また、今泉室長の情報量豊宮なコメントと質疑応答、そして、

全体質疑を 2日間にわたって行うなかで、 FDに関わる大きな課題がいろいろと浮き彫りにさ

れた。 FDや SDをどのように捉えていけばという根源的な論点にはじまり、 FDを実践してい

くための戦略のあり方、 FDに参画しない人や大学の巻き込み方、 FDとSDの関係、ファカル

ティ・ディヴエロッパーの考え方、 FDに関わる若手層の課題とあり方、 FDネットワークの意

義とあり方、教員や学生の変容を捉える FD評価のあり方など、今後、 FDに関わる重要な問題

が一通り話題にのぼった。これらの課題は、すぐさま解答が得られるものではなく、今後のそ

れぞれの FDネットワークがチャレンジしていくべき、大きな研究的課題になっていくであろ

フ。

また、同時に、これらを議論を通して、それぞれの代表者は自らの FDネットワークの位置

づけを行うこともできたのではないかと思われる。 FDネットワーク自体、そこに含まれる大

学の数も違えば、参画する大学のタイプも異なり、また、専門領域もいろいろとあるなかで、

ニーズも FDのねらいもさまざまなものがあることが共有された。上に述べた大きな課題に対

して、一つひとつの FDネットワークのなかでどうアプローチしていくかは、それぞれのロー

カリティに応じてさまざまなものがあっていいはずであり、そのローカリティに根付いた実践

を共有していくことは、今後も有意義な場となっていくはずである。そのためにも、短大や高

専、国公私、大学規模、大学の種類などに応じたさまざまなFDネットワークができていいし、

また、そうしたネットワークを巻き込んだ情報交換・情報共有の場に、 ]FDNが発展していく

ことも望まれていくことになるであろう。

ただ、こうしたFDネットワークのネットワーク化、あるいは、 FDネットワークにおける大

学問のネットワーク化は、それ自体、コストも労力もかかることであり、ネットワーク化に関

するメリットを共有していけないと継続していくことは難しいし、また、そのためにも、ネッ

トワーク化に関する「理論武装」も必要とされていくことになるであろう。それを具体的にど

う実現していくのか、今後の ]FDNなどの場のあり方が次年度は特に問われることになるだろ

うロその一つの契機が、まさに、教育関係共同利用拠点制度の開始である。少なくとも、 FD・

SD関係で拠点認定された大学が参集して、 FDネットワークの一つの形である「共同利用拠点」

にどのようなことが求められるのか、それぞれの拠点の体制作りや、実践例を共有しつつ、議

論を積み重ねていく必要があるだろう。

また、 FDと質の保証の関係についても話題になったが、 FDをどのように評価していくかと
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いう点も、今後、ネットワークを通じて共有していく必要があるだろう。制度化が進むと、資

格化などの話も当然出てきたりもするし、また、過度に分析的になりすぎたりする危険性に常

に留意していく必要があるだろう。そのようになると、勢い、 FDが資格や評価のためのもの

になってしまうという本末転倒現象が起こることになってしまう。そうならない範囲で、 FD

に関する相互評価的な情報交換を通じて、それぞれの大学、それぞれの FDネットワークが活

性化していくような場をどう保障していくかということは、比較的早いうちに共有するべき課

題に取りあげられることであろう。

いずれにしても、 2日間の会合のなかで、自分たちの属している FDネットワークの課題が

いろいろと見えてきた部分もあるであろうし、また、同じような苦労を他のネットワークでも

しているということを共有することを通して、逆に実践へのエネルギーを得られたということ

もあるであろう。それがまさに、ネットワークの一つのメリットではないかと恩われる。そし

て、次年度も、 jFDNは何らかの形で開催する予定にしている。そこに、また、多くのFDネッ

トワークが参加してくれるようであれば、この jFDN会合の一つの評価観点における評価情報

とすることができるであろう。 9月のjFDN会合から、 5ヶ月ほどが経っていることでもあり、

本 jFDN報告を見返すことを通して、また、我々の FDへのチャレンジの気持ちを新たにして

いただければ望外の喜びとするところである。

なお、最後に、学会シーズンの忙しいなかを、特に、愛媛大学での SPODフォーラムとは日

程的にも重なってしまったなか、全国各地から京大に参集して下さった各ネットワークの代表

者の方々に厚く感謝の意を表しておきたい。また、 jFDNの準備に当たって、細々した点で献

身的に動いてくれた、京都大学高等教育研究開発推進センターの若手スタップ、及び、補佐員

の方々に、記して感謝の意を表しておきたい。

(大塚雄作)
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lV-5.若手FD研究者ネットワーク (JFDNJr.) 

-2009年度の活動報告と今後の展開についてー

1 .はじめに

「若手FD研究者ネットワーク(JapanFaculty Development Network for ]unior Researchers: ]FDN 

]r.)Jとは、 「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」における「圏内連携」の一環として

2008年度に設立された、 FDに関わる若手研究者の全国ネットワークである。設立目的は fFD

推進のための情報交換、実践研究、および情報発信をおこなうことを目的として、 FDに関わ

る若手研究者を組織化し、問題点や成功事例を共有する」ことであり、その設立の経緯として、

FDを担当する若手研究者がキャリア上の問題を抱えていたり、個々の若手研究者が孤立して

しまっている状況に対して、ゆるやかなネットワークを構築することで研究者相互のやり取り

を促進する必要があるという問題意識があったことがあげられる。

本ネットワークの具体的な特徴として、横の連携を通じたボトムアップによって新たな理念

やモデルを構築することを企図する同僚的性格と、単なる実務家の集団ではなく自らを研究者

と規定するメンバーによって構成されている点があげられる(石川|、 2009)。異なる経歴やディ

シプリンを持つ若手研究者が、 FD担当者という共通項によってゆるやかな横のつながりを持

つことが]FDN]r.の特徴であるといえるだろう。従って、これから述べる]FDN]r.の活動もま

た、上記のような特徴が反映されたものになるといえる。

2. JFDN Jr.の構成

2008年度の設立当初は、全国19の国立・私立大学から 19名のFDに関わる若手研究者が運

営委員として参加し、それに京都大学高等教育研究開発推進センターの若手教員3名を加えた

全国20大学22名によって構成されていた。

2009年度は、京都大学高等教育研究開発推進センターの若手教員の中で移動があったため、

運営委員は全国20大学21名となっている。また、 ]FDN]r.ではメーリングリストで情報交換・

情報共有を行っているが、その登録者は55名となっており、大学院生や研究員、准教授まで、

幅広い研究者が参加しているといえる。また、事務職員も FDに関わる研究者として参加して

いるのも]FDN]r.の特徴であるといえよう(2010年2月現在)。
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3. 2009年度の活動報告

3-1.第2回合宿研究会 (2009年 7月間日ー19日)

(8)宿研究会の概要

2009年 7月 18日・19日の両日、京都外国語大学にて「教育改善につながる新しい研究を考えよう』

をテーマとして研究会が開催された。参加者は 20名であった。プログラムについては、以下の表 1を

参照されたい。

表 1. ]FDN ]r.合宿研究会プログラム

日程 時間 プログラム 備考

本会合の趣旨について (5分)

司会京都大学高等教育研究開発推進センター

田口真奈

ネットワーク代表挨拶 (5分)

代表:京都外国語大学マルチメディア教育研究センター

村上 E行

各運営委員および幹事による自己紹介

(各自 l分以内:1分X19名約20分)

14:00 fFDとの関わりと研究のパックグラワンド」
セッション1

→自己紹介シートを事前に作成・提出してもらう~ 
7月 18日

(士)
15:30 →咋年参加された方は、昨年度のシートを用いてもよい

活動報告 (20分)

京都外国語大学マルチメディア教育研究センター

村上 E行

「大学教育研究フォーラム(ラウンドテーブル)

および大学教育学会(自由研究発表)の報告」

講演:fPDの仕事を夢あるものへJ (30分)

京都大学高等教育研究開発推進センター

センター長田中毎実

10分間 休憩
(田中退室)

(机配置換え)
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7月 18日

(土)

15:40 

セッション2

17:10 

10分間 休憩

17:20 
セッション3

~ 
19:00 

19・ 10~ 情報交換会

21:00 I 解散

FD(Fut町 Dre阻}研究発表会 l 仰分)

趣旨および概要説明 (10分)

京都外国語大学マルチメディア教育研究センタ一

村上正行

テーマ・『現在の業務からおもしろい研究を生み出す

とすれば』

・個人ワーク(20分)

・グループワーク 1 (30分)

(1班 4 名 ~5 名 X4 班)

{意見交流(3知人=約日

グノルレ一プとして lつの企画選定、精微化

・ジグソー(メンパーをバラバラにしてグルーピング)

(30分)

(…一分)各班での内容をそれぞれ発表、質疑応答

(5分X4班分=約 20分)

FD仇 t四 D四岨}研究発表会2 (100分)

内容説明(5分)

京都外国語大学マルチメディア教育研究センタ一

村上正行

-グループワーク 2 (55分)

{内容:トク…lの展開

研究目的・計画

・ジグソー(メンバーをバラバラにしてグルーピング)

(20分X2回)

(…グ各班での内容をそれぞれ発表、質疑応答
(5分X4班分=約 20分を 2回)

今後の連絡

情報交換会会場

明日の集合場所京都外国語大学 135教室

集合時間:9:00 

フリーディスカッション
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7月 19日

(日)

9:00 

セッション4

10:20 

10分間| 休憩

10:30 

FD(Fut町eD問岨〉研究発表会3 (80分)

内容説明(5分)

山形大学高等教育研究企画センター杉原真晃

・グループワーク 3とパワーポイントの作成(75分)

fグループワーク 2の展開
-研究目的・計画・結果

プレゼンテーションに向けて

.パワーポイントの作成

→学会発表のような形式で、研究の目的から

結果(仮想成果)までを提示できるパワーポ

イントを作成する

FD(Future D四岨〉研究発表会4

内容説明 (5分)

山形大学高等教育研究企画センター杉原真晃

セッ、ンョン 5 I 全体発表、討論伽分)

11:30 各班 10分(発表5分、質疑応答5分)X4班=約 40分

全体討論(20分)

今後の活動計画について (10分)

山形大学高等教育研究企画センター杉原真晃

• Webアンケート調査(のご協力を

11:30 I ・メンバー拡張

~ セッシヨン6 I ・大学教育研究フォーラム(3月)での夜の飲み会のお知らせ

ロ∞ 閉会の挨拶 (10分)

京都外国語大学マルチメディア教育研究センタ一

村上正行

振り返りシート記入 (10分)

12:00 I 後片付・解散 I (会場にて記念撮影をいたします)

(b)合宿研究会終了時におこなったアンケート結果の概要

合宿研究会終了時に、参加者に対してアンケートをおこなった。アンケートは、合宿研究会

に対する満足度(5件法)、合宿研究会のよかった点(選択均、改善点(自由記述)、今後 ]FDN]r. 

に期待すること(自由記述)、意見・感想(自由記述)を問う質問から構成されていた。その結果を

以下に示す。
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く合宿研究会全体に対する満足度〉

合宿研究会の満足度を、「全体の総合評価Jr a活動報告Jrb.講演Jr c.FD(Fut町"Dre四)研究
発表会Jr d.懇親会Jr e.その他(自由記述)Jに対して5段階評定(大変満足している~全く満足し

ていない)で尋ねた。大変満足しているに5点、全く満足していないに l点の数字を割り当てて

各項目の平均値を算出したものを示したのが図 lである。

5.00 

4.50 

4.00 

:3.50 

3.00 

主50

2.00 

1.50 

1.00 

0.50 

0.00 

-満足度

全体の総合評価 活動報管 講y寅 FD研究発表会 報親会

図1.合宿研究会に対する満足度

また、「その他」の項目には、「会場設営・準備(評定5点)Jrネットワークの構築(評定4点)J

「会場運営(評定5点)Jr孤独さが癒された(評定5点)J といった回答が見られた。すべての平

均点において得点が 4.00を超えており、高い満足度が得られていた。

〈合宿研究会全体のよかった点〉

合宿研究会のよかった点について、表 1に示した 1-7の7項目とその他(自由記述)2項目の

合計9項目で尋ねた。その際、各項目が上記a-eのいずれの活動において感じられたのかにつ

いて回答をしてもらった(複数回答可)。その回答を集計したのが表2である。

表2.合宿研究会のよかった点

a.活動報告 b.講演
c.FD研究

d.懇親会
発表会

1.若手メンバー同土の交流がもて、親睦が深まったこと 。 。 13 13 

2.FD大学教育改善等の業務に関する情報交換ができたこと 1 2 10 9 

3.日常業務についての課題の共有、解決策の獲得等ができたこと 。 1 6 4 

4.日常業務を「研究Jという観点からとらえることができたこと 。 2 9 3 

5.研究者マインドが刺激されたこと 1 5 8 l 

6.日常業務に関する相対化、振り返りができたこと 2 6 11 4 

7.特になし 。 。 。 。
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「その他」の項目には、 rFDerの方々の考え方、動向などを知ることができた(該当する活動a、

c、d)Jrアクティピズムという概念を知れたこと〈該当活動 b)Jr実際に研究したいという方向

に進み、ワークが現実性を帯びた内容にまで発展していった(a、c)Jといった回答が見られた。

全体としては、今回の合宿の中心であった FD研究発表会をよかった点としてあげる参加者が

多かった。

く合宿研究会の改善点>

今回の合宿研究会の改善点について自由記述で尋ねたところ、 12名から以下のような回答が

得られた。

合宿研究会の構成について

・参加者の個々のパックグラウンド等がもう少しわかるとよかったです。
特にこれといってありませんが、参加者の情報(自己紹介シート)を事前に頂けるとよいと

思いました(その人の背景がよくわかるので)。グループワークでは色々な人と話ができ、

よかったと恩います。

・多少自腹でもいいので、本当に合宿にするともっと深い話ができる気がする。
ジグソーで当たらなかった人がいた。

・やはり参加者のポテンシャルに依存した形態には良い点がある半面、知識・技能・態度の
総合的な向上という意味では少し弱い感が否めない。

• 1日目、班での話し合いの時聞がもう少し欲しかった(ジグソーより班の話し合い)

田中先生以外の事例報告など講演の機会。今回、田中先生のまとまったお話が伺えたのは

刺激になった。

せっかく研究というテーマで考えたので、具体的な研究計画のためのキーワード抽出など

ができるとよかったo そうすることで次回集まるまでの個々に対する課題ができ良かった

のではないか。

・三日目の朝がちょっと早くてしんどかったです。一日目の懇親会が 18時くらいから始まっ
ていたら参加したかったです。ジグソーで関わりの無かった他のグループの方とも話がし

たかったです。

jFDN Jr.に対して

改善点ではないのですが、我々はどういう形でアウトプットを出していけばよいのか、あ

るいは出さなければならないのかが不安になっています。

実践への還元可能性。

このネットワークの目的と方向性が見えにくかった(まだよくわかっていない)ので、もう

少しだけ分かりやすく明示していただけると嬉しいです。

合宿研究会の内容に関わることや、参加者間のコミュニケーシヨンに関すること、今後のネ

ットワーク運営に関わることなど、様々な改善点が指摘された。
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く今後、 jFDNjr.に期待するこC!:>

今後、本ネットワークに期待することについて自由記述で尋ねたところ、 13名から以下のよ

うな回答が得られた。

• FDを専門とする方々と、そうではないが FDに関わる者との「対話」ができたらと思いま

す。主体はあくまで国立大や大規模私立大のセンターなどで仕事をされている方々で結構

ですし、それが当然だと思いますが、地方の中小私立大でFDを実施するための参考とな

る活動をして頂くと助かります。

オンライン上での展開、情報提供など、若手初任者向けの情報(具体的に何というのは思い

つかないのですが・・・)。

メンバーの日常的コミュニケーション。

. 良い意味でのゆるさ。

インフォーマルだからこそできることを実施してほしい。

• FDに関するビジョンの確立と、それに関わる研究計画実施。

利益集団としての活動。

・ワークショップではその利点があるものの、もう少し勉強になる(知的刺激の得られる)あ
るいは技能の向上が図れる、そのようなブレンディッドスタイルの形があってもいいよう

に恩われる。

出てきた研究案を実現させること。

・今回知り合った人たちとの共同研究を支援してほしいです。
Future Dreamだけではなくて、もう少し実現度の高そうな共同研究をやってみたい。

・今回の成果が、ネットワークでしかできないこととして研究につながればと思います(科研
申請など)。

・任期付きの教員、非常勤の教員の救いの場(縁)となって下されば、これほど心強い存在は
ないと思います。業績捻出の場になったり、 FDが研究対象として可視化される発信源と

なるあつまりとなってほしいです。

共同研究の実施に関することや、ネットワークメンバーのコミュニケーション促進に関する

ことについての期待が見られた。

く意見・感想〉

最後に、上記以外の意見や感想について尋ねたところ、以下のような 13名から回答が得られた。

- 企画・準備をされた方々、日常的に運営をされている方々、ご苦労さまです。本当にあり

がとうございました。「異分子」の私ですが、今後も勉強させてください。

ありがとうございました。

将来的な視点で FD研究を考えるという今回の FD研究会は非常に有意義なものでした。

今回の経験は日々の仕事や研究に対して励みになるものであり、これからの仕事に活かし
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ていきたいと思います。

・充実した時聞がすごせました。
田中先生の話に引き込まれました。普段の業務の中でも自分は何者かを考えることはしば

しばありますが、さらにそれを深く、 FDとはいったい何なのかということも含めて考え

させられました。こうした聞いを聞い続けることを忘れてはならないと感じました。

• 2日目からの参加にも関わらず、快く参加させて頂きありがとうございます。コアメンバ

ーのみなさんお疲れさまでした。

メンパーにも恵まれ楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました

・各大学の状況・文脈固有の問題点や課題が探求できたら面白いと思いました。現状を聞い
ておどろくことが多かったので。

今回も様々な方と交流や議論を深めることができ、充実した時間を過ごすことができまし

た。普段、一人で悩みを抱え込みがちになってしまうので、こういう場はとても貴重です(自

分へのリフレクションと情報交換、仲間づくりという意味で)。機会を設けていただき、&

仲間に入れて下さって本当にありがとうございました。

• FDプログラムの構築などではなく、研究テーマを考えるという設定がよかったです。

大学に持ち帰って、自身(の大学)のFD研修・研究に応用できそうな経験でした。

・同じような(似たような)立場にいる方、同じ年代の方と交流する機会が持てたことはとて
も有意義でした。グループワークを通して各参加者の思いを知れて、大変勉強になりまし

た。このネットワークに貢献できるよう、日々の業務も頑張って取り組もうという勇気を

頂きました。ありがとうございました。

・私自身何から始めていいのか、これからやっていけるのか不安いっぱいの状態で参加させ
て頂いていました。でも、たくさんの先輩の知見や研究観を知り、また私自身も発信させ

て頂けて、“やれることm やりたいこと"のイメージがわいたと思います。あと、論文でし

かお名前を存じていなかった先生方にあえて、とてもドキドキしました。ありがとうござ

いました

アンケート全体を通じて、合宿研究会への満足度が高いこと、 JFDNJr.の活動に対する期待

が高いことが伺えた。また、 JFDNJrの活動の方向性をより明確にして、メンバーに提示して

いく必要性があることも示された。

3-2.全国FD担当者アンケート聞査(2009年 11月-12月)

JFDN Jr.のコアメンバーである半津礼之、田口真奈(京都大学高等教育研究開発推進センター)、

杉原真晃(山形大学基盤教育院)、村上正行(京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

によって、 FDを担当する若手研究者の実態を把握するためにアンケート調査が行われた。ア

ンケートは、若手にとって問題状況となりやすい「他部局との連携」と「業務に基づくキャリ

ア展望」について尋ねる質問を主として構成されていた。また、若手の特徴を明らかにするた

めに、組織の代表として FDに関わる教職員についてもアンケートをおこなった。調査方法と、

現時点(2010年2月)における調査結果は以下の通りである。
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く調査方法〉

予備調査:調査依頼送付先一覧の作成

日本国内の四年制大学を対象として、 fFD業務を担当する組織(以下、大学教育センター等)・

FD委員会一覧」の作成を行った。この一覧の作成にあたっては，各大学のホームベージにア

クセスをしてそこから情報を収集するという手順をとった。大学教育センタ一等や FD委員会

が存在すると考えられた大学は267校(国立70、公立33、私立 164)であった。また、ホーム

ベージ上では大学教育センター等や FD委員会の存在が確認できなかった大学は 464校(国立

11、公立42、私立411)であった。この一覧の作成にあたっては、古橋千恵氏、宗林智玲氏の

協力を得た。

本調査

調査時期:2009 年 11 月下旬~12 月下旬

調査対象者:全国の四年制大学において FD業務を担当している教職員を調査対象者とした。

その際、大学教育センター等に所属する若手の教職員の特徴を明らかにするために、組織の代

表や FD委員会といった委員会において FD業務を担当している教員に対しても調査を行うこ

ととした。

調査手続き :Eメールと郵送による依頼の 2つの方法を用いて調査依頼を行い、組織の代表者

と若手教職員に対して調査用のホームベージへのアクセスをお願いした。ホームページ上で連

絡先のEメールが判明したものについてはEメールでの依頼を，それ以外については郵送での

依頼をおこなった。また本調査においては、調査用のホームページを

REAS(http://reas2.code.u-air.ac.jp/cgi-bin/WebObjec凶/top)によって作成した。

調査項目・①所属や職階，業務経験などを尋ねる質問 16項目(フェイスシート)②他部局との

連携について尋ねる質問5項目 ③業務の負荷について尋ねる質問3項目 ④業務に対するや

りがいや不安を尋ねる質問4項目 ⑤キャリア展望を尋ねる質問3項目 ⑥大学授業の捉え方

に関する質問 1項目

〈調査結果(2010年2月現在)>

アンケートへの回答者

若手の教職員 174名

内訳・男性 125名、女性49名:研究員6名、助手8名、助教22名、講師43名、准教授46

名、事務職員39名、その他8名

車邸哉の代表者 164名

内訳:男性 139名、女性25名:准教授 10名、教授 136名、職員7名、その他 11名

(分析結果については、 2010年3月 18・19日に京都大学で開催される大学教育研究フォーラム

で発表を行う予定である。)
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4. 2010年度の活動にむけて

2010年度は、 l点目として第3回合宿研究会を実施すること、 2点目として全国FD担当者

アンケート調査の結果をもとにして若手FD担当者の現状を明らかにし、その情報の発信を行

うことを予定している。

l点目の合宿研究会については、そこから自発的に共同研究が発生することも期待している。

これは、第2回合宿研究会でおこなったアンケートにもあったように、今後の]FDN]rに対し

てメンバーが期待していることでもある。また、この共同研究の発生は、 2008年度の活動報告

の中で今後の課題として述べられていたものでもある。ここで、共同研究の発生を「期待して

いる」と述べたのは、先にも述べた、 ]FDN]r.はFDを担当する研究者のゆるやかなネットワー

クであるという点と関わっている。 ]FDN]r.は研究者同士が交流する「場」としての機能を第

ーとし、例えば]FDN]r.の代表からトップダウン的に共同研究を始めるような性質を有してい

ない。メンバー間での共同研究が生まれるためには、この「場」をいかに醸成していくのかが

課題となるだろう。その lつの試みとして合宿研究会を行いたいと考えている。

2点目のFDを担当する若手研究者の現状を明らかにするということについても、 2008年度

の活動報告の中で、その困難な現状を共有し、 ]FDN]r.の活動のスタートとする必要性が述べ

られている。これまでは合宿研究会や個別のやり取りの中で経験的に理解してきたFDを担当

する若手研究者の現状について、実証的な調査を通じて明らかにしていくことは、 ]FDN]r.の

活動の土台を更に固めるために重要なことであるといえるだろう。そしてその情報を様々な媒

体を通じて発信していくことで、全国のFDを担当する若手研究者の現状改善につなげていく

ことを目指していきたい。
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